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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　硬い岩盤にくりぬかれた、幾層にも重なる通路。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが渦巻く施設の中を、少年はひとり歩いていた。

　艶つややかな黒髪。闇やみと見み紛まがうような全身黒ずくめの姿。

　少女めいた顔立ちはまだあどけなさを残すものの、その漆黒の瞳ひとみには一切の感情がなく、ただ無機質に揺らめく炎を映しこんでいた。

　数多あまたの戦闘技能者を擁する〈教きよう導どう院いん〉の施設を、たったの半日で壊滅させたのが何者であるのか──少年には知る由よしもない。

　帝国の精霊騎士団か、封印精霊の暴走事故なのか。

　少年に戦闘技能教練をほどこしていた教導師たちの姿は、どこにも見当たらなかった。

　逃げ出したのか、あるいは、すでに死んでいるのかもしれない。

　だとすれば、少年は解き放たれ、自由の身になったということだ。

　だが。

（どうでもいい、そんなことは……）

　心を奪われた少年は、あらゆることに無関心になっていた。

　たったひとつの例外である、彼女を除いては。

　闇やみ精霊レスティア──施設の教導師たちが彼に与えた、最高位の封印精霊。

　闇に閉ざされた彼の心に、光を与えてくれた少女。

（彼女だけは、僕が絶対に守る）

　燃えさかる炎ほのおの中、少年が目指すのは、施設の地下にある祭殿だ。

　祭殿には〈教きよう導どう院いん〉が違法に発掘した魔装具アーテイフアクトの数々──すべて合わせれば小国の軍事力にさえ匹敵するほどの封印精霊が眠っている。

　レスティアを封印した指輪も、そこに保管されているはずだ。

　少年の手には、精霊契約の証あかしである精霊刻印は、いまだ刻まれていなかった。

　施設の教導師たちは、彼が必要以上の力を持つことを警戒し、精霊契約を交わすことまでは許していなかったのだ。

　男の身でありながら精霊と交感する力──〈魔王〉と同等の資質を持った少年。

　最高位の闇精霊と契約した彼が反逆することを、教導師たちは恐れていた。

「──兄様」

　と、背後から少女の声がした。

「ミュア？」

　彼を兄様と呼ぶのは一人だけだ。

　少年が振り向くと──そこに幼い少女の姿があった。

　頭の両りよう端たんでくくった暗灰色アツシユグレイの髪。

　青く透き通った双そう眸ぼうに、可愛かわいらしい薔ば薇らの蕾つぼみのような唇。

　黒い戦闘服から覗のぞく肌は、処女雪のように白い。

「ミュア、まだ逃げてなかったのか」

「もうっ、兄様を捜してたのよ」

　少女──ミュア・アレンスタールは、怒ったように頬ほおを膨らませた。

　無論、孤児である少年には妹などいない。

　兄様とは、彼女が勝手にそう呼んでいるだけだ。

「監守の連中はどうした？」

「殺したわ」

　少女は眉まゆひとつ動かさずに言った。

「ミュアが兄様を捜すのを邪魔しようとしたから」

　殺人を、誇るでも、後悔するでもない。

　ただ必要な作業だから殺した──そんなふうに聞こえた。

「そうか……」

　とはいえ、殺された連中に同情することはない。

　少女を殺さつ戮りく兵器として育て上げたのは、ほかならぬ彼ら自身なのだから。

　ミュア・アレンスタールは〈教きよう導どう院いん〉第二位の戦闘技能者だ。

　文字通り怪物揃ぞろいの施設にあって、〈怪物モンストル〉の異名で呼ばれている少女。

　圧倒的な戦闘技能を持ちながら、いまだ一人も殺したことのない少年とは、一線を画した存在だった。

「兄様こそ、どうしてこんなところに？」

　こんどはミュアのほうから訊きいてくる。

「地下祭殿に、レスティアを封印した指輪があるんだ。それを取りにいく」

「もう、兄様にはミュアがいるんだから、契約精霊なんていらないのに」

　ミュアはつまらなさそうに可か憐れんな唇をとがらせた。

「そういえば、リリィは？」

　リリィ・フレイムは、少年とミュアと同じ部隊に所属する第七位の精霊使いだ。

「リリィ？　……うーん、もう殺されてるかもね、あの紅ぐ蓮れんの巨人に」

「紅蓮の巨人？」

「数時間前に施設を襲った奴やつよ。とんでもなく強い炎ほのお精霊」

　と、そのときだ。

　突然、ズンッと地面が震動した。

「──来るわ、兄様」

「……っ!?」

　不意に──通路の奥から、強烈な気配を感じた。

　噴き上がる紅蓮の炎が、天井を舐なめるように燃え上がった、その瞬間。

　炎の中から現れたのは──咆ほう吼こうする炎の巨人だった。

　溶岩の塊かたまりのようなその手には、燃え盛る緋ひ焔えんの剣が握られている。

（炎精霊？　いや、あれは……）

　ただの精霊ではない。

　少年の全身に、総毛立つような悪寒が走った。

　あれは、破滅そのものの象徴。

　存在を直視するだけで、精神が削り取られていく。

（間違いない──魔神級の精霊だ）

　数多あまたの精霊使いを擁する〈教導院〉を、たった数時間で壊滅させた存在。

　魔神級精霊の力は、精霊騎士の一個師団さえ凌しのぐと云いわれている──

（契約精霊なしで戦える相手じゃない……）

　炎精霊はこちらに気付いたようだ。

　全身に纏まとう炎で岩盤を溶かしながら、ゆっくりと近付いてくる。

「兄様、あれはミュアにまかせて」

　ミュアは小さな手に嵌はめた指輪をぺろっと舐なめた。

　対精霊用の軍用精霊を使う気だ。

「ミュア、あれは人間の手に負える存在じゃない」

「大丈夫よ。ミュアは人間じゃない──〈怪物モンストル〉だもの」

　ミュアの右手に禍まが々まがしい精霊刻印が輝いた。

　否いな、それは精霊刻印ではなく、教きよう導どう院いんで付与された呪じゆ装そう刻こく印いんだ。

〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉──ミュア・アレンスタールが〈怪物モンストル〉と呼ばれる由ゆ縁えん。

「さよなら、兄様」

「──ミュア！」

　少年がミュアの肩に手を伸ばした、刹せつ那な。

　巨人の放った紅ぐ蓮れんの炎ほのおが、少年の視界を焼き尽くした。




　精霊の暴走事故による〈教導院〉の崩壊。

　それは、少年が最強の剣舞姫ブレイドダンサーとして表舞台に現れる一年前。

　地図にも載らない、帝国の辺境で起きた事件だった。





[image: ]

　チュン、チュン……。

　学院を囲む〈精霊の森〉から鳥のさえずりが聞こえてくる。

「う、ん……」

　目を覚まして起き上がると、窓に寝ぼけた自分の顔が映っていた。

　寝癖のついたぼさぼさの黒髪。剣けん呑のんな目付き。

　夢の中のあどけない顔立ちとは、ずいぶん印象が変わっていた。

（四年前……か）

　あの時代のことを夢に見るのはひさしぶりだ。

　学こ院こに来てからは初めてかもしれない。

　正直、思い出したくもない記憶だったが──

　カミトはふと、精霊刻印の刻まれた左手に目を落とした。

　闇やみ精霊の刻印──三年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で勝利をつかみ取った左手。

（俺おれは、もう一度あの舞台に戻ろうとしている）

　精霊剣舞祭を前にして、無意識のうちに感情が昂たかぶっているのかもしれない。

　あの時代の夢を見たのも、きっとそのせいだ。

　ベッドから身体からだを起こそうとして──

「……」

　カミトは気が付いた。

　身体が妙に重い。

　腰の上に、なにかやわらかくて心地のいいものが乗っていた。

「……っ!?」

　ハッとして、カミトは毛布をいきおいよく剥はいだ。

　と。

「ふあ……カミト、おはようございます」

「エ、エスト!?」

　鈴の音ねのような可愛かわいらしい声。

　カミトの腰にまたがっていたのは──銀髪の美少女だった。

　神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみ。しぼりたてのミルクのような白い肌。

　眠そうにまぶたをこするその姿は、まるで雪の妖よう精せいのような可か憐れんさだ。

　剣精霊エスト。〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の称号を冠するカミトの契約精霊だ。

　いつのまにか、カミトのベッドの中に忍び込んでいたらしい。

　しかも、その格好は──

「カミト、どうしたのですか？」

　腰の上にまたがったまま、エストは無表情に見下ろしてくる。

「お、おまえ、その格好……」

　エストは全裸──ではなかった。

　きちんと服を着ていた。

　だが。

「カミト？」

　きょとんと首をかしげるエスト。カミトはあわてて目を逸そらす。

　エストは、全裸の上にカミトの制服のシャツを羽織っていた。

　下着はたぶん着けていない。いわゆる裸シャツという格好だ。

　はだけた胸もとから覗のぞく白い肌が妙に艶なまめかしい。

　袖そで口ぐちが大きく余っているのが、よけいにマニアックな感じがした。

「なあ、エスト、なんで俺おれの制服を着てるんだ？」

「カミトが言ったのですよ。裸で添い寝するのはだめだと」

　無表情に答えるエスト。

　シャツの胸もとをぎゅっと掴つかむその仕草に、カミトは思わずドキッとした。

「ああ、たしかに言ったけどな」

　カミトは頭をかかえてうめいた。

「頼む、せめてパンツくらいは穿はいてくれ」

「……パン……ツ？」

「なぜ不思議そうな顔をする!?」

　精霊には、ニーソを穿く習慣はあってもパンツを穿く習慣はないのだろうか。

（……いや、でもレスティアはちゃんと下着を穿いてたぞ）

　と、そんなことを考えていると──

「ん？」

　ふと、カミトはエストの姿に違和感を覚えた。

　全裸シャツだけでなく──今朝のエストは、なにかが大きく違うのだ。

　カミトはエストの全身をじーっと眺めまわした。

「カミト……その、そんなに見られると、恥ずかしいです」

　無表情なエストがめずらしく顔を赤らめ、腰の上でもぞもぞと膝ひざを擦り合わせる。

　そのとき、カミトはようやく気が付いた。

　シャツの裾すそからわずかに覗のぞく、白いふともも。

　そして、大理石の彫刻のように細い、なめらかな足首。

　エストが穿いているのは、いつものニーソックスではなかった。

　長さが足首くらいまでしかない、短い靴下を穿いているのだ。

「エスト、その靴下は？」

「はい、カミトはこういう靴下を喜ぶと思いました」

　顔を赤らめたまま、シャツの裾をぎゅっと押さえるエスト。

　こんな表情をするエストは初めてだ。

　どうやら、彼女にとって、素足を露出することは本当に恥ずかしいことらしい。

「カミト、短い靴下に興奮しているのですか？」

「いや、俺おれにそんなマニアックな趣味はないからな？」

「……そうですか。これではまだ満足しないというのですね」

　エストは残念そうに肩を落とした。

「ですが、さすがに素足を見せるわけにはいきません」

「だからそんな趣味はないって」

　カミトはやれやれと首を振った。……精霊の羞しゆう恥ち心しんというのは本当にわからない。

（それにしても──）

　めずらしく頬ほおを染めて恥じらうエストの表情に、ドキッとしたのは事実だ。

　いつもクールで無表情な剣精霊。

　だからこそ、その恥じらう表情をもっと見てみたい。

（もし触ったら、どうなるんだろうな？）

　ふと、カミトの心に魔が差した。

　なにしろ、あのエストがここまで恥ずかしがるのだ。

　もし素足に触れたらどうなるのか──ちょっと見てみたい。

「……」

　カミトはそっと手を伸ばし──

　こちょ。

　エストの小さな足をくすぐった。

「……ひぁんっ！」

　唇から洩もれる可愛かわいらしい声。

　エストの肢体がビクンッと仰のけ反ぞった。

「……カミト、なにをするのですか！」

「ん？　マッサージだ」

　こちょこちょ。

「ひゃ……あ、んっ……」

　身体からだをよじり、くすぐったそうに悶もだえるエスト。

　そんな反応が可愛くて、カミトはつい──

　こちょ。こちょこちょこちょ。

「……ぁ、んっ、やめて……ください……」

「だめだ。お仕置きだ」

「……お仕置き？」

「勝手にベッドに忍び込むなんて、エストは悪い子だからな」

　こちょこちょ。

「ぁんっ、カミ……ト……ごめん……なさい」

　喘あえぎながら、透きとおった瞳ひとみに涙を浮かべて懇願するエスト。

　……さすがに、ちょっとかわいそうになってきた。

「反省したか？」

「は……い……」

　カミトがくすぐるのをやめると、エストは脱力したようにくてーっとなった。

　倒れこんできたエストを、カミトは優しく抱きとめる。

「……カミトは意地悪です」

　エストがめずらしく唇をとがらせた。

「悪い、エストが可愛くて……つい、な」

　苦笑しながら、エストの銀髪をそっと撫なでる。

　と、そのときだ。

　部屋の温度が一気に上がった。

「……っ!?」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

　背後からものすごい殺気……いや、熱気が放たれる。

　いやな予感に振り向くと──

「あ、あ、あんたたち……な、ななな、なにをしてるの？」

　紅あかいツーテールを逆立てた美少女が、わなわなと肩を震わせていた。

　芯しんの強そうな紅玉ルビーの瞳ひとみ。薄く色付いた桜色の唇。胸の膨らみこそお子様並みだが、均整のとれたそのプロポーションは十分に魅力的だ。

　クレア・ルージュ。

　容姿だけなら抜群に可愛かわいい、掛け値なしの超美少女。

　ただし、いまの彼女はどんな凶暴な精霊よりも恐ろしい。

「み、見損なったわ、あ、あんたがそんな変態だなんて……！」

「ち、違うぞクレア、これはだな、えっと……」

　カミトはあわてて言い訳しようとするが──

　今回に限っては、誤解でもなんでもなく、言い訳のしようもなかった。

「カミト君、足をくすぐるプレイは、さすがにマニアックすぎると思うの」

　クレアの背後からあらわれたフィアナが、そっと悲しそうに目を伏せる。

　どうやら、ぜんぶ見られていたようだ。……死にたい。

「カミト、焼き加減のオーダーは？」

　燃え盛る炎の鞭フレイムタンをかざしながら、クレアがにこっと微笑ほほえんだ。

　思わず魅了されそうな、天使の笑顔。

「ミディアムレア……くらいで」

「残念ね。あたしは消し炭ローストしか知らないわ」

　クレアが炎の鞭を振りかざし──

「──消し炭になりなさいっ！」

　カミトは窓の外へと吹っ飛ばされた。





　　　　◇






　そんな、いつもと変わらない朝を迎えたカミトだったが──

　朝食をとってからは、いつもとちょっと様子が違った。

　始業の鐘はとっくに鳴っているというのに、みんなまだ寮の部屋に残っているのだ。

「これとこれと、あとこれも必要ね……もうっ、スカーレット、荷物で遊ばないで」

「ニャー？」

　火猫ヘルキヤツトの姿をした炎精霊が、クレアの衣服を毛玉のように転がして遊んでいる。

　その塊かたまりの中に白い下着がちらりと見えて、カミトはあわてて目を逸そらした。

　クレアとフィアナはそれぞれ自分のベッドに座って、それぞれ鞄かばんに荷物を詰めていた。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の舞台である元素精霊界アストラル・ゼロへ向かうための準備である。

　いまから二週間前、学内ランキングの第一位、静寂の要塞サイレント・フオートレス──ヴェルサリア・イーヴァを倒した〈チーム・スカーレット〉は、精霊剣舞祭への出場権を手に入れた。同じく代表三枠に入った二チームと共に、オルデシア帝国代表として、これからの数日間を戦い抜くことになるのだ。

「クレア、昨日はちゃんと眠れたか？」

「当然。体調管理は精霊使いとしての基本よ」

　もう何度目かになるあくびを噛かみ殺ころしながら、クレアはうなずいた。

　チームの指揮官としての責任感からか、最近のクレアは夜中まで、図書館から借りてきた戦術書や精霊に関する文献を読みあさっているのだ。

「根を詰めすぎるなよ。試合形式レギユレーシヨンは精霊王の託宣が下るまではわからないんだ」

「ええ、わかってるわ。でも、対策を備えておくことは必要よ。〈精霊剣舞祭〉に出場するのは各国を代表する最精鋭の精霊使い──対策もなしに勝てるほど甘くない。それに今大会には、あの最強の剣舞姫ブレイドダンサーも出場するんだから」

「……ああ、そうだな」

　カミトは苦い顔でうなずいた。

　最強の剣舞姫──レン・アッシュベル。

　三年前の精霊剣舞祭の優勝者。

（……俺おれじゃない、もう一人のレン・アッシュベル）

　彼女がいったい何者で、何が目的なのか……

　確かめなくてはならない。

　カミトは革手袋に覆われた左手を、強く握りしめた。

　彼女の目的がなんであるにせよ、変へん貌ぼうしてしまったレスティアが、彼女と行動を共にしていることは間違いないのだ。

「あんたこそ、荷物はもういいの？」

　ニャーニャーと暴れるスカーレットの首根っこを捕まえながら──

　こんどはクレアが訊きいてきた。

　ぱんぱんに膨れあがったクレアの旅行鞄に対し、カミトの鞄は小さなものだ。

「ああ、俺おれはそんなに荷物もないしな」

　ほんの二ヶ月前まで放浪の旅をしていたカミトは、私物などほとんど持っていなかった。

　投とう擲てき用の短剣が数本と、これは荷物ではないが──精霊魔装の剣〈テルミヌス・エスト〉を腰の剣帯に収めている。エストは今朝のことで機嫌を損ねてしまい、剣の姿になったまま眠ってしまったのだ。……しばらくは起きてくれそうにない。

　もっとも、エストほどの高位精霊の機嫌を損ねようものなら、普通は町が壊滅する程度の被害を覚悟しなくてはならないのだが。

「……」

　二人の荷造りには、まだまだ時間がかかりそうだ。

（……まあ、二人とも高貴な身分の女の子だしな）

　男のカミトにはわからない、いろいろなものが必要なのだろう。

　さっきから、クレアが桃の缶詰をごろごろ詰めているのがちょっと気になるが。

「ん？」

　カミトは、ふと、荷物の散乱した床に目を落とした。

　戦術書や精霊関連の文献に紛れて、何冊か小説のような本があった。

　暇をもてあましたカミトは、その中の一冊をなにげなく手にとった。

『流浪の王子と囚とらわれの姫』──挿絵の多いティーンズ向けのロマンス小説だ。

（クレアの奴やつ、意外とこういうの好きなんだよな）

　興味本位で、パラパラと冒頭の部分を軽く読み流してみると──

「なっ!?」

　カミトの顔がみるみる赤くなった。

　本の内容は、美しいお姫様が冷酷な王子にさらわれて、とても口にはできないような、あんなことやこんなことをされる──そんな過激なものだったのだ。

「お、おまえ……こ、こんなの読んでるのか！」

「え？」

　クレアが振り向く。

　そして、カミトの手にしているものに気付くと、

「ふあああっ、か、かか、返しなさいっ、なに勝手に読んでるのよっ！」

　ごすっ。がすっ。

　手にした桃の缶詰で殴ってくる。

「おわっ……殺す気か！」

「お、乙女の秘密を覗のぞき見た罰よっ、万死に値するわ！」

「乙女の秘密を床に放ほうっておくなよ」

「う、うるさい～っ、ばかばかっ、変態っ！」

　クレアは涙目になってぼかすかと殴ってくる。

　……このままでは、精霊剣舞祭ブレイドダンスに出場する前に命の危機だ。

「ちょっと、うるさいわよ」

「だ、だって、カミトが──」

　クレアがフィアナのほうを向いたその隙すきに──

　カミトは本のページを開いて、クレアの前に見せつけた。

　ヒロインのお姫様が縄で縛られ、鞭むちで打たれている挿絵のあるページだ。

「……っ!?」

「変態なのはクレアのほうだろ？」

「……え？」

　クレアの肩がビクッとこわばった。

「貴族のお嬢様が、こんなはしたない本を読んで、恥ずかしくないのか？」

「そ、それは、えっと……」

　顔を赤らめ、ごにょごにょと口ごもるお嬢様。

　そんなクレアの姿を見て──

　カミトは、ちょっと意地悪してみたい気持ちになった。

（……うーん、ついからかいたくなっちまうんだよな、こいつは）
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　恥ずかしそうに顔を赤らめるしぐさが、妙に可愛かわいく見えるからかもしれない。

　クレアの耳もとに顔を寄せ、そっと囁ささやく。

「試験の成績もトップクラスのお嬢様が、こんないやらしい本を愛読してるなんて、みんなが知ったらどう思うだろうな？」

「ふああっ、な、なな、なにいってるのよ！」

「ひょっとして、この本みたいなことされたいのか？」

「ち、違うもんっ！　あたし、こんな縛られたりなんてしたくないもん！」

「このページ、折れ目がついてるぞ」

「……～っ、ふあああんっ！」

　ぷしゅーっと頭から湯気を噴き、クレアはベッドの中にもぐりこんでしまった。

「……やれやれ、相変わらずうぶなお嬢様だな」

　命の危機を脱したカミトはほっと安あん堵どの息をつくと──

　こんどはフィアナのほうを向いた。

「そっちは大丈夫そうか？」

「……うーん、儀式用の祭具がどうしてもかさばっちゃうのよね」

　大きな円鏡や燭しよく台だいを鞄かばんに詰めながら、フィアナが言った。

　フィアナ・レイ・オルデシア。

　オルデシア帝国の第二王女にして、五大精霊王エレメンタル・ロードに仕える精霊姫の養成機関〈神しん儀ぎ院いん〉第二位の姫ひめ巫み女こだ。

　かつては火の精霊王の精霊姫候補にさえ選ばれたことのある、本物のお姫様。

　だが、決して気位が高いわけではなく、とても話しやすい女の子だ。

　本来なら、カミトなど顔を見ることさえ許されない身分なのだが。

「よかったら手伝うぞ。このへんの荷物は適当に詰めちゃっていいのか？」

「ええ、助かるわ」

　カミトは荷物の散乱したベッドの上に腰掛けると、儀式用に使うと思われる、様々な種類の祭具を鞄に詰めはじめた。

　数珠に王杯に扇子、鞭むちに蝋ろう燭そく、さらには獣の耳や尻尾しつぽのようなものまで──

（本当に儀式に使う祭具なのか？）

　ふと、そんな疑問が頭をかすめるが、

（ま、姫巫女の儀式に関しては、俺おれも素人だしな）

　──と、なにげなく伸ばしたその手が、あるものを掴つかんだ。

　つるつるとした手触りのよい布の感触。

（……なんだ？）

　眉まゆをひそめ、目の前にかかげてみると──

「……っ!?」

　カミトはそのままの姿勢で固まった。

　それは、艶つややかな光沢のある黒い布だった。

　薔ば薇らの意匠をあしらった、薄いレースの刺し繍しゆう。

　素材はおそらくシルクだろう。布の両りよう端たんには細い紐ひもがついていた。

「えっと……」

　じわっとカミトの額ひたいに冷たい汗が浮かんだ。

　高級そうな黒い下着。

　しかも──

（な、なんでこんなところに穴が!?）

　破れているのではない。真ん中に、なぜか不自然な切れ目が入っていた。

（これじゃ、下着の意味がないような──）

「カ、カミト君!?」

「あ──」

　ふと、顔を上げたフィアナと目が合った。

　カミトは目の前に黒い下着をひろげたままだ。

「……」

「……」

「えっと……」

　フィアナは顔を真まっ赤かにして──

「こ、こんなはしたない下着を穿はいちゃうお姫様は……嫌い？」

　上目遣いに訊きいてきた。

「い、いや、その、悪い……！」

　カミトはドキッとしながら、あわてて下着を鞄かばんの中にしまった。

「ど、どうしてあんな下着を？」

「いきおいで買ってしまったのだけれど……さ、さすがに恥ずかしいわね」

　顔を真っ赤にしたまま、ごにょごにょとつぶやく彼女。

　……どうやら、本当に恥ずかしがっているようだ。

　このお姫様、いつもドキッとするようなことを言ってカミトをからかうのだが、本当はクレアと同じ、うぶな女の子なのだ。

「……ちょっと、大胆すぎたかしら」

「そ、そうだな、ちょっと……な」

　こほん、と咳せき払ばらいするカミト。

　そんな気まずい空気を吹き払ってくれたのは、部屋の外から聞こえてきた声だった。

「もうっ、準備はまだですの？　クレア・ルージュ」

　ややトーンの高い優雅な声。

　部屋の前にあらわれたのは──

　クレアのライバルにして、レイヴン教室の同級生。

　魔氷の精霊使い、リンスレット・ローレンフロストだ。

　まばゆいプラチナブロンドの髪。可か憐れんな眉まゆに縁ふち取どられたエメラルドグリーンの瞳ひとみ。

　一見、プライドの高いお嬢様のように見えるが、彼女がとても優しく、面倒見のいい女の子だということをカミトは知っている。

「お嬢様、眠いです～」

「もう、キャロルはいつもお寝坊さんですわね」

　そんな彼女にずるずると手を引かれているのは、メイドのキャロルだ。

「私はお嬢様と違って低血圧なんですよ……ふぁ」

　どうやら、今朝はリンスレットに起こされたらしい。

　……こちらはあいかわらずのダメッ娘こメイドだった。

「リンスレット、それはなに？」

　と、ようやく復活したクレアが訊きいた。

　リンスレットは、ちょっと大きめの木製の箱を手に持っていた。

「ふっ、最高級のティーセットですわ。ローレンフロスト家の淑しゆく女じよたるもの、いついかなるときも優雅でなくてはなりませんもの」

　プラチナブロンドの髪を、誇らしげにかきあげるリンスレット。

「あのね、あたしたち、遊びに行くんじゃないのよ」

　クレアは呆あきれたように肩をすくめた。

　と、こんどは窓の外からエリスの声が聞こえてきた。

「君たち、なにをしている！　もう集合の一時間前だぞ！」

「あんたは早すぎるのよ！」

　生き真面目まじめな騎士団長に向かって怒鳴るクレア。

（……このチームをまとめるのは、いろいろ前途多難そうだな）

　荷物をまとめながら、カミトはやれやれと肩をすくめた。
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　一時間後。

　チーム・スカーレットのメンバーは、集合場所である〈石の円環ストーンサークル〉の前に集まった。

　アレイシア精霊学院の敷地内にある、元素精霊界アストラル・ゼロへの〈門〉だ。

　この遺跡自体は学院が建てられる遙はるか以前にあったもので、帝国のテクノロジーというわけではない。こちらの世界に開いた〈門〉を維持する技術は、大陸各地に残るこうした遺跡を除いては完全に失われてしまっているのが現状だ。

　代表選手はここから元素精霊界アストラル・ゼロに転移し、精霊剣舞祭ブレイドダンスを司つかさどる〈神しん儀ぎ院いん〉の用意した船に乗ることになっている。

〈門〉の前にはすでに、学院から選抜されたほかの二チームも集まっていた。

　第一位の〈チーム・ワイヴァーン〉は、上級生のみで構成されたチームだ。

　彼女たちはチーム・スカーレットの面々に鋭い一いち瞥べつをくれると、ふいっと目を逸そらした。

　馴なれ合あうつもりはない──という意思表示だろう。当然の反応だ。同じ学院から選抜されたチームとはいえ、いざ精霊剣舞祭が始まれば、ライバル同士になるのだから。

（それに──）

　と、カミトは横目でクレアを見やった。

　上級生たちの視線が険しい理由は、もうひとつある。

　四年前、帝国に未み曾ぞ有うの災厄をもたらした、災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹。

　彼女の存在をうとましく思う学院生は、まだ大勢いるのだ。

　クレアは別段気にしていない様子だが、内心では傷ついているのかもしれない。

「む、おまえたちか──」

　と、木の杖つえを手にした金髪の少女がカミトに話しかけてきた。

「よお、野生少女。ひさしぶりだな」

「むー、私は野生少女じゃないのだ！」

　可愛かわいらしい小柄な少女は、むっと怒ったように頬ほおを膨らませた。

　こちらは第三位、以前対戦したこともある〈チーム・ケルンノス〉のメンバーだ。

　精霊の森で育った樫の賢者ドルイドの一族で、強力な〈獣群精霊〉を使役する。

　将来対戦するかもしれない相手としては、なかなか手て強ごわいライバルだ。

「おまえたちなど、私の〈獣群精霊〉で踏みつぶしてやるのだ！」

　ふふん、と木の杖をかかげて言うドルイドの少女。

　と、そこへ──

「ふん、ようやく三チームとも集まったか」

〈門〉の管理者であるフレイヤ・グランドル教師が、つかつかと歩いてきた。

　彼女は学院の時計塔をちらっと見上げると、

「十分後に君たちを元素精霊界へ転送する。友人との別れはすませておけよ」

　そう言って、〈石の円環ストーンサークル〉の中に魔術陣を描きはじめる。

　クレア、リンスレット、フィアナの三人は、お互いにそわそわと目を逸らした。

「べ、べつに、お別れなんていいわよ」

「そ、そうよね、たった数日間学院を離れるだけなんだし」

「え、ええ、大おお袈げ裟さですわよね」

　こくこくと同時にうなずきあう三人。

（そういえば、こいつら全員友達いないんだったな）

　……なんとも残念なお嬢様たちだった。

（まあ、俺おれもひとのことはいえないんだが──）

　一方、エリスは大勢の騎士団の後輩に囲まれて、たじたじとなっていた。

　凛り々りしい鳶とび色いろの瞳ひとみ。青いポニーテールが微風に揺れている。

　エリスは、精霊剣舞祭ブレイドダンスにも騎士団の甲かつ冑ちゆうを身につけていくようだ。

　それは、彼女が学院の代表であると同時に、風王騎士団シルフイードの代表でもあるという決意の表明なのかもしれない。

「団長、あたしたちのぶんも頼むぜ！」

「応援してますから！」

「ああ、必ず勝利してみせる！」

　ラッカとレイシア、元チームメイトの二人の言葉にうなずくエリス。

　彼女たちは、精霊剣舞祭優勝の夢をエリスに託したのだ。

　そして、もう一人──

　彼女に夢を託した少女がいることをカミトは知っている。

　後輩たちと別れ、戻ってきたエリスに、カミトは小声で囁ささやいた。

「エリス、そのリボン似合ってるな」

「そ、そうか……？」

　エリスは顔を赤くして、もじもじと指を絡めた。

　彼女のポニーテールの髪をくくっているのは、白いリボンだ。

　それは、彼女の義あ姉ねが学院を去る前にエリスに託したものだった。

「これを身につけていると、義姉上が見守ってくれているような気がするのだ」

　エリスはふっと微笑ほほえんだ。

　そんな彼女の無防備な横顔に、カミトは思わずドキッとしてしまう。

「時間だ。全員、〈石の円環ストーンサークル〉の中に入れ」

　フレイヤ教師が指先で石柱をなぞると、地面から青い光がほとばしった。

　この世界と元素精霊界アストラル・ゼロを繋つなぐ〈門〉が発生したのだ。

　カミトたちはうなずきあうと、輝く〈石の円環〉の中に足を踏み入れた。
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　まばゆい閃せん光こう。そして天地が逆転するような一瞬の酩めい酊てい感覚。

「う、ん……」

　目を開けて、最初に視界に飛び込んできたのは──

　鬱うつ蒼そうと茂る森の木々と、その奥に広がる広大な湖だ。

　元素精霊界アストラル・ゼロにしか存在しない、磨かれた鏡面のような湖。水草の茂る湖こ畔はんには明滅する淡い光球が無数に浮かび、幻想的な風景を作りあげていた。

「この湖、前に学院の合宿で来たことがあるわ」

　ぬかるんだ地面にタッと降り立つクレア。

　他ほかのチームのメンバーもつぎつぎと転送されてきた。

「ところで、船はどこだ？」

　カミトは湖の上を見回した。

　船らしきものなど、どこにも見当たらない。

「どこ見てるのよ。ほら、あれよ──」

　クレアが肩をすくめ、木々のあいだに覗のぞく空を指差した。

「ん？」

　顔を上げると──

　空に浮かんだ船影が、湖に巨大な影を落としていた。

「あれが、〈神しん儀ぎ院いん〉のベルファール級飛行艇……」

　カミトは目を見開いてうめいた。

　風の精霊王の名を冠した、最新鋭の飛行艇。

　噂うわさには聞いていたが、本物を見るのは初めてだ。

　流線型の鯨のようなフォルム。動力源はバルスタン王国製の精霊機関で、外装の素材には樹齢六千年以上の神樹を使っているらしい。

　精霊王に剣舞を奉納する精霊使いを、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の舞台に導く船だ。

「カミト、絶対に優勝するわよ」

「ああ」

　うなずいて、カミトは左手を強く握り締めた。

（……あの船に乗る資格を得るために、俺おれたちは這はい上あがってきた）

　クレアは、姉の起こした事件に関する真実を知るために。

　カミトは、失われた契約精霊を取り戻すために。

　そして、エリス、フィアナ、リンスレット──

　この場にいる全員が、それぞれの想おもいを抱いだいて〈精霊剣舞祭〉に挑む。

　飛行艇が、派手な水みず飛沫しぶきをたてて湖に着水した。
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「──坊やは、もうあちらに向かったようだな」

　アレイシア精霊学院、執務室。

　グレイワース・シェルマイスは部屋の壁に向かって声をかけた。

　返事はない──が、すぐに壁の中から、人影が染み出すように浮かび上がる。

「はい、先ほど」

　影精霊使いのフレイヤ・グランドル教師だ。

　彼女はグレイワースの執務机に近付くと、無遠慮に口を開いた。

「しかし、理解できませんね。学院長があの少年にそこまで肩入れする理由が」

「というと？」

「戦闘技能はたしかに圧倒的ですが、それだけで勝ち抜けるほど〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉は甘くない。それはあなたが一番よく知っておられるはずですが」

「ああ、君の言う通りだ。いまの坊やでは、まだ最強の剣舞姫ブレイドダンサーには勝てない。せめて本戦が始まる前に目覚めてもらいたいところだが──」

「どういう意味ですか？」

「いや、ただの戯たわ言ごとさ」

　グレイワースは、はぐらかすように首を振った。

「それより、例の件の調べはついたか？」

「ええ。いい加減、私を軍への密偵として使うのはやめてほしいものですね」

「それについてはすまないと思っているよ」

　グレイワースが肩をすくめると、フレイヤはレポートを乱暴に投げ出した。

「四年前の事件の資料です。例の施設──〈教きよう導どう院いん〉の崩壊後、帝国騎士団に保護された遺児は十四人。そのうち五人が、騎士団の特殊部隊に編入されているという噂うわさです。あとの九人は、施設で施された呪じゆ装そう刻こく印いんの影響で数年後に亡くなったと」

「しかし、それでは数が合わないな。施設で発見された資料と食い違う」

「遺児の全員が騎士団に保護されたわけではないようです。先日、我が学院に侵入したジオ・インザーギも、騎士団が把握していない施設の遺児の一人でした。彼のほかに、いまだ確認されていない遺児がいてもおかしくはないでしょう」

「そうだな……」

　グレイワースの脳裏に浮かんだのは、四年前に出会った少年の目だった。

　黄昏の魔女ダスク・ウイツチを殺しにきた──あの日、淡々と言い放ったその少年の目には、憎しみも、怒りもなく、ただ底の見えない虚無だけがあった。

（あのときの坊やと同じ子供、か……）

　心を奪われ、戦争兵器として育てられた幼い子供たち。

　同じ精霊使いでも、学院で育った貴族の少女たちとは根本的に異質なものだ。

「学院長？」

「いや、ご苦労だった。引き続き調査を続けてくれ」

「まったく、私の本職は密偵ではなく教師ですよ」

　フレイヤ教師はぼやきながら、再び壁の中に消えていった。

　グレイワースは窓の外を眺め、ふっと重い息をつく。

「軍用精霊に〈教きよう導どう院いん〉の遺児──彼女は本当に戦争でも起こすつもりなのか？」

　黄昏の魔女ダスク・ウイツチは焦燥に駆られていた。

　最強の剣舞姫ブレイドダンサーはまだ目覚めていない。

　彼はたしかに強い。

　一流の精霊使いの集う学院の中にあって、その実力は圧倒的だ。

　だが、それはあくまで学院という箱庭の中での話。

　いまの彼では、彼女には絶対に勝てない。

　あるいは、三年前のレン・アッシュベルでさえも──

「頼むよ、魔王の後継者──私も、もう長くはないのだからな」

　皮肉げに唇を歪ゆがめながら、グレイワースは鼓動する心臓を押さえた。
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　飛行艇が、エーテルで満たされた雲の上を滑るように進んでいく。

　目的地は、元素精霊界アストラル・ゼロにある聖せい域いきのひとつ──浮遊島〈ラグナ・イース〉。

　今回の精霊剣舞祭ブレイドダンスの会場だ。

　本来は、精霊王に仕える〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こだけが立ち入ることを許された聖域だが、精霊剣舞祭の期間中は、特別に一般の人間にも解放されるのだ。

「しかし、すごいな。この飛行艇ってのは」

　窓の下にひろがる雲海を見下ろしながら、カミトは目眩めまいを感じた。

　なにしろ、飛行艇に乗るのは初めてなのだ。

　貴族のお嬢様たちはさすがに慣れているようで、荷物をおろすとすぐに、チームごとに割り当てられた個室のソファでくつろいでいた。

　磨きあげられた大理石の壁、美しい刺し繍しゆうのほどこされた緋ひ毛もうの絨じゆう毯たん。

　船内に備え付けの調度品の数々は、どれも最高級のものだ。

「それにしても、ぜんぜん揺れないんだな」

「最新鋭の飛行艇だからよ。順調に行けばお昼ひる頃ごろまでには着くらしいわ」

　ソファの上に寝転んだクレアが言ってきた。……どうでもいいが、彼女の体勢はスカートがめくれてパンツが見えそうだ。カミトはあわてて目を逸そらす。

「そういえば、今夜は城館で開会のセレモニーがあるって聞いたけど、あんた、舞踏会用の礼服とか持ってきてるの？」

「いや、持ってきてないぞ。舞踏会なんて御免だからな」

　三年前の精霊剣舞祭ブレイドダンスを思い出して、カミトは苦々しくうめいた。

　正直、舞踏会にはトラウマがあるのだ。

「そうなんだ……」

　と、なぜか残念そうにつぶやくクレア。

「……？　俺おれが礼服を持ってないと、なにか困るのか？」

「な、なな、なんでもないわっ！」

　クレアは顔を赤らめ、ふいっとそっぽを向いた。

「なに怒ってるんだよ……」

「べ、べつに怒ってないわよ……ばか」

「……まったく、二人とも、船の上でまで喧けん嘩かですの？」

　リンスレットが呆あきれたように肩をすくめる。

「リンスレット、なにしてるんだ？」

　リンスレットは、テーブルの上に自前のティーセットを並べていた。

「いま紅茶を淹いれますから、ティータイムにしませんこと？」

「いいわね、ローレンフロスト地方の茶葉は風味がいいと聞くわ」

「ああ、精霊剣舞祭前とはいえ、適度なリラックスは必要だからな」

　外を眺めていたフィアナとエリスも、テーブルのほうへやってきた。

　いついかなるときでも優雅なティータイムを嗜たしなむのが、お嬢様の流儀らしい。

　リンスレットが、小さなティーカップに優雅な手つきで紅茶を注ぐと、湯気と一緒にふわっとした柑かん橘きつ系けいの香りが部屋の中にたちこめた。

「ありがと。へえ、いい香りね」

　クレアが素直に賞賛の言葉を口にする。

「ローレンフロスト地方特産のオレンジティーですわ」

「ふふ、お嬢様の淹れる紅茶はとってもおいしいんですよ」

　メイドのキャロルがふふっと微笑ほほえんだ。

「こういうのは普通、メイドさんの仕事なんじゃないか？」

　カミトがつっこむと──

「まあっ、可愛かわいいキャロルが火傷やけどをしたらどうするんですの！」

「す、すまん……」

　なぜかリンスレットに怒られてしまった。

　ちなみに、聖せい域いきには招待された人間しか入れないことになっているのだが、キャロルはローレンフロスト家の財産──つまりリンスレットの私物ということで、特別に同行を許されている。

　もっとも、キャロルを物扱いされたことに、リンスレットはご不満のようだが。

「カミトさん、お砂糖はおいくつですの？」

「ん、俺おれはひとつで頼む」

「クレアはふたつでしたわね？」

「あんた、なんであたしの好みなんて覚えてるの？」

「べ、べつに、たまたま覚えてただけですわっ！」

　リンスレットは顔を赤くして怒鳴った。

「お嬢様とクレア様、昔はよく遊ばれていましたからね」

「ふーん、そうなのか？」

　微笑ほほえむキャロルにカミトが訊きいた。

「はい、クレア様はお嬢様にとてもよく懐なついて──」

「ちょっと、あ、あんた、なにいってるのよ!?」

「そ、そうですわっ、わたくしとクレアはライバルなんですのよ！」

　リンスレットはふいっとそっぽを向いた。

「私はストレートでもらえるかしら」

「さすが王女殿下、紅茶の楽しみかたをよくわかっていますわね」

　満足そうにうなずくリンスレット。

　と、こんどはエリスがこほんと咳せき払ばらいして──

「わ、私は、お砂糖たっぷりのミルクティーで頼む」

　ちょっと恥ずかしそうに声を発した。

「はいはい、ミルクティーですわね」

「そ、それとだな……」

「はい？」

「で、できれば、クリームと蜂はち蜜みつ、それにマシュマロを浮かべて欲しいのだが……」

「な、なんですのそれは！」

　リンスレットの頬ほおがひきつった。

「そんな飲みかた、紅茶に対する冒ぼう涜とくですわ！」

「わ、私はいつもそうしているぞ！　過酷な剣の訓練を耐え抜くには、糖分を多く摂とる必要があるからな」

「もうっ、これだから武門のファーレンガルト家は……」

「騎士団長様も意外と子供っぽいのね。この紅茶の繊細な風味がわからないなんて」

「う、うるさいぞ！　あ、甘いほうが美お味いしいに決まってるじゃないか！」

　ふっと哀れむような目を向けるクレアに、エリスは涙目で言い返した。

　そんな二人を見ながら──

（なんだかんだで打ち解けてきたよな、この二人も……）

　カミトは内心で苦笑した。

　クレアは長いあいだ風王騎士団シルフイードと対立していたため、騎士団長のエリスとはずっと仲が悪かった。エリスがチーム・スカーレットに加わったのはほんの二週間前だが、二人とも最初のうちは、訓練中にずっと喧けん嘩かばかりしていたのだ。

　喧嘩の原因はいろいろだが、エリスが同じ近接武器を使うカミトとコンビを組むと主張すると、なぜかクレアが文句を言ってきて──というパターンが多かった。

　なにしろ、性格のぜんぜん違う二人だ。

　どちらも優等生には違いないのだが、エリスは生き真面目まじめな努力型で、クレアは気まぐれな天才肌。それでいて気の強いところだけは同じなのだ。

　そんなわけで、最初の一週間はとても険悪なムードだったのだが──

「信じられない。ほんとに蜂はち蜜みつを入れたわ……」

「わ、私はこれが好きなのだ！　そんなに言うなら、試しに飲んでみるがいい」

「ふん、こんな甘そうなの美味しいわけ……あら？」

　エリスのカップに唇を付けたクレアが、かすかに目を見開いた。

「どうだ？」

「……悪くはないわね。なんだか優しい味だわ」

「だろう？」

「でも、せっかくの紅茶の風味を損なうわ。しょせんはお子様の飲み物ね」

「そ、それはそうかもしれないが……」

　いまでは、こんな風ふうに軽口を叩たたき合あうくらいの仲にはなったようだ。

「──それにしても、君の火ひ猫ねこ精霊は可愛かわいいな」

　と。エリスがソファにうずくまるスカーレットに手を伸ばした。

　しっぽや手足の肉球を、指先でもふもふともてあそぶ。

「ちょっと、スカーレットはあたしの契約精霊よ。気軽に触らないで」

「す、少しくらい、いいではないか……」

　スカーレットをもぎゅっと抱きしめながら、エリスは唇をとがらせた。

　生真面目な騎士団長様は、意外と可愛いものに弱いのだ。

（……そういえば、部屋にもぬいぐるみとかあったしな）

「ニャーニャー！」

　スカーレットが迷惑そうに鳴き、クレアに助けを求めた。

「離してあげなさいってば、あんたも契約精霊いるでしょ！」

「だって、シムルグは顔があんまり可愛かわいくない……」

　むーっと拗すねたようにつぶやくエリス。

　……いまの台詞せりふ、契約精霊が聞いたらグレそうだ。

「エリス！」

「もうちょっと、もうちょっとだけもふもふさせてくれ」

　エリスがなおもスカーレットを抱きしめていると──

「ニャニャッ、ニャー！」

「あっ！」

　スカーレットはするっとエリスの腕を抜け、部屋の外へ出ていってしまった。

　クレアがやれやれとため息をつく。

「だから言ったでしょ、スカーレットはあたし以外の人間には懐なつかないんだから」

「そういうあなたも、わたくしのフェンリルを枕まくらにしないでくださいます？」

　リンスレットがクレアをジト目で睨にらんだ。

「……だ、だってこの子、なんかひんやりして気持ちいいんだもの」

　クレアはソファの上で、毛並みのよい白はく狼ろうの背中に頭をのせていた。
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　高位の魔氷精霊〈フェンリル〉は、とても迷惑そうな顔でくぅーんと鳴いている。

（……わかるぞ、その気持ち）

　クレアに奴隷精霊あつかいされているカミトは、思わず共感を抱いだいてしまった。

「ふふっ、カミト君は私の胸を枕まくらにしていいのよ？」

「……からかうなよ、王女様」

　カミトはフィアナのおでこをこんと小突いた。

「……もう、からかってるわけじゃないのに」

　ひとさし指をくわえ、不満そうに唇をとがらせる彼女。

「はあ、あとでスカーレットを探しにいかないと。この船、広いから探すの大変そう」

　クレアがこれ見よがしにため息をつくと、エリスはあさってのほうへ目を逸そらした。

「そういえば、この飛行艇、他ほかの国の代表も乗ってるんだよな？」

「ええ、あたしたちのほかにも、何チームか拾ってきているはずよ」

　カミトの問いに、うなずくクレア。

　カミトは紅茶のカップをテーブルに置き──

「──最強の剣舞姫レン・アツシユベルもか？」

「……っ!?」

　途端、部屋に緊張が走った。

　カミトの声に、妙な迫力が含まれていたからだ。

「いいえ、彼女はこの船には乗っていないわ」

　と、クレアは静かに首を振った。

「彼女は今回、アルファス教国の代表として出場するから、乗っているとすればもう一隻の飛行艇ね」

「そうか……」

「それにしても、腑ふに落ちませんわね」

「ええ、彼女ほどの精霊使いが、あのアルファスの代表だなんて」

　首をかしげるリンスレットに、クレアがうなずいた。

　アルファス教国──東西をそれぞれ、オルデシア帝国とドラクニア竜公国の二大強国に挟まれた小国である。主な産出資源は鉱山で発掘される精霊鉱石。だが、かの国に莫ばく大だいな富をもたらしているのは、古代遺跡に残る魔装具アーテイフアクトの発掘と売買だ。

　アルファス教国で発掘される古代の魔装具アーテイフアクトは、きわめて強大な封印精霊を宿したものが多く、過去のランバール戦争の際には一国だけ中立を保ち、各国への軍用精霊の供給で莫大な利益を上げたといわれている。

　真偽は定かではないが、闇やみの商人の組織である〈骸連盟マーダーズ〉の本拠地があるともいわれ、各国から非難の目をそそがれてきた。

　そんな国が、周辺の大国に侵略されずにいまなお存続しているのは、教主の巧みな外交手腕と、対立する二大強国に挟まれているという地理的な要因が大きい。

「そもそも、教国が精霊剣舞祭ブレイドダンスに代表を送ってきたのは五十年前のことよ。優勝実績もまったくないし、それが、どうしていまになって──」

　レン・アッシュベルは、いまや精霊使いを目指す少女たちにとって憧あこがれの存在だ。

　そんな彼女が、悪い噂うわさしか聞かない小国の代表として出場することが、クレアたちにはどうにも理解できない。

「アルファス教国といえば、軍用精霊を急速に買い集めているという噂もあるからな」

　エリスが腕組みしてつぶやいた。

「なぜいま、軍用精霊を集める必要があるのか──」

　それだけではない。

　アルファス教国が危険な目で見られる原因は、ほかにもあった。

（たしか、魔王信仰の発祥地──なんだよな）

　大陸各地に密ひそやかに根付く魔王信仰。

　その総本山が、アルファス教国だといわれていた。

　なにしろ、教国の首都はあの魔王スライマンの生誕した地なのだ。

　魔王信仰者は、いつの日か教国に魔王が再臨すると信じている。

　魔王──カミトは胸に妙なざわめきを覚える。

（俺おれを育てた連中も、魔王信仰者の一派だった……）

〈教きよう導どう院いん〉では、ヒトの手で魔王を生み出そうとしていた。

　だからこそ、彼らは男の精霊使いであるカミトの存在を祝福し、かつて魔王の使役した最高位の闇やみ精霊を与えたのだ。

「それにしても、レン・アッシュベルに関しては情報が少なすぎるわね」

　クレアが肩をすくめて言った。

「三年前に突然あらわれた、無名の精霊使い。年齢はあたしたちと同じ十六歳で、使役する精霊は闇精霊。彼女については、それくらいしかわかっていないわ」

　精霊剣舞祭で勝ち抜くためには、精霊使いとしての実力だけでなく、相手の情報を収集することも重要だ。

　契約精霊の属性や精霊魔装エレメンタルヴアツフエの形状など、他ほかのチームの情報は学院からある程度提供されていたが、肝心のレン・アッシュベルに関しては、ほとんど情報が出てこなかった。

　彼女本人だけでなく、チーム構成も不明だ。

（正体も目的も不明の精霊使い、か──）

　ただ伝説的な精霊使いの名前を騙かたっているだけの偽物ならばいい。

　だが、そんなはずはないのだ。

（グレイワースは、そいつが俺おれにしか倒せないと言っていた──）

　彼女を精霊剣舞祭ブレイドダンスで倒すために、カミトを学院に呼び寄せたと。

（それに──）

　と、カミトは革手袋に覆われた左手に目を落とした。

（レスティアが、その偽物と行動を共にしているのは間違いないんだからな）

　数週間前、廃鉱山で〈教きよう導どう院いん〉の遺児──ジオ・インザーギと戦った、あの時。

　──それが彼女の願いだから。

　レスティアはそう言った。

　そして、いずれ彼女と会うことになると。

　変へん貌ぼうしてしまった闇やみ精霊の少女。

　その変貌に、もう一人のレン・アッシュベルが関かかわっているのだとしたら──

（絶対に、許すわけにはいかないな）

　テーブルの下で、カミトは静かに拳こぶしを震わせた。

「しかし、これから数時間後には彼女と同じ舞台に立つのだな」

　と、エリスが感慨深そうにつぶやいた。

「三年前は、彼女のデビュー戦を観客席から観みていたというのに」

「ヴェルサリアとの試合はあたしも見ていたわ。彼女、すごく綺き麗れいだった」

「レン・アッシュベルの剣舞は本当に見事でしたわね」

　ぽーっと頬ほおを紅潮させるエリスに、うんうんと相あい槌づちを打つクレアとリンスレット。

　カミトは苦々しい表情で目を逸そらした。

「ま、そんな構えることはないさ。最強の剣舞姫ブレイドダンサーといったって、所しよ詮せんは三年前のことだ。噂うわさに尾ひれがついてるだけで、そこまでたいした奴やつじゃないだろ」

　肩をすくめて言うと──

「な、なんということを言うのだ君は！」

「あんた、ばかじゃないの？」

「はあ、愚かにもほどがありますわね」

「あ、いや、悪い……」

　お嬢様三人に睨にらまれ、カミトはあわてて謝った。

（……まさか、目の前にいるのが本人だって言うわけにもいかないしな）

　これ以上つるしあげられてはたまらない。カミトはすっと立ち上がった。

「どこにいくのよ？」

「ああ、スカーレットを探してくる」

　そんないいわけをして、カミトは部屋を出ていった。

「む、逃げたわね……」

「ふふっ、カミト君ってばかわいそう」

　カミトの正体を知っているフィアナだけが、くすくすと笑っていた。





　　　　◇






　高度四千メートルの上空。

　精霊剣舞祭ブレイドダンスの代表を乗せた飛行艇の真下に、一隻の小型戦闘艇が出現した。

　森の中に潜み、獲物が来るのを待ち構えていたのだ。

　金属製のハッチが開き、中から幼い容姿の少女が出てきた。

　吹き付ける強風に揺れる、頭の両りよう端たんでくくった暗灰色アツシユグレイの髪。

「──見つけたわ、兄様」

　少女はくすっと微笑ほほえむと、精霊の展開式サモナルを唱えた。

　瞬間、中指にはめた指輪が赤い輝きを放つ。

　そして──

「さあ、存分に暴れてきなさい。破壊精霊〈デス・ゲイズ〉」

　虚空の裂け目から、巨大な黒い怪物が姿をあらわした。
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　甲板に上がると、ものすごい速さで雲が流れていた。

　本来なら、吹き付ける風で人間の身体からだなどあっという間に吹き飛ばされる速度だが、風の音さえ聞こえないのは、精霊魔術による風の障壁が船体を覆っているからだ。

　飛行艇の縁から真下を覗のぞくと、不気味な森がどこまでも広がっていた。

　カミトが森を見下ろしていると──

「アレイシア精霊学院の代表、カゼハヤ・カミトですね？」

　背後から声をかけられた。

「……？」

　振り向くと、そこにいたのは黒髪を肩口で切きり揃そろえた、端正な顔立ちの美少女だ。

　頭にのせたベレー帽。皺しわひとつない黒い軍服サーコート。

　歳はカミトと同じくらいだろうか。気の強そうな黒い瞳ひとみでカミトを睨にらんでいる。

「誰だれだ？　なんで俺おれの名前を知っている？」

「あなたは有名人ですからね。大陸で唯一の男の精霊使い」

　少女は厳しい表情のまま告げてきた。

　可か憐れんな容姿とは裏腹に、その身に纏まとう雰囲気はどこまでも刺とげ々とげしい。

「そして、出会った少女を片かたっ端ぱしからもてあそんでは捨てる女の敵」

「まて、どういう意味で有名なんだ!?」

　カミトはあわてて叫んだ。

「誤ご魔ま化かしても無駄ですよ。我がドラクニアの諜ちよう報ほう能力は大陸随一なのですから」

「うん、おまえの国の諜報員はぜったい無能だからな──って、ドラクニア？」

　カミトは眉まゆをひそめて訊きき返した。

　ドラクニア竜公国。

　帝国の西側に位置し、魔獣の最高位である竜種を崇拝している軍事大国だ。

「ドラクニアの代表選手か」

「はい、竜皇騎士団長──レオノーラ・ランカスターと申します」

　軍服姿の美少女は、カミトを睨にらみながら名乗った。

「……レオノーラ」

　カミトはハッとしてつぶやいた。

　その名前はクレアから聞いていた。

（たしか、〈竜公女〉の異名をとるドラクニア代表のエース……）

　前評判では、あのヴェルサリアと並ぶ実力者とされている精霊使いだ。
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「ドラクニアのエース様が、俺おれになんの用だ？」

　カミトは警戒して身構えた。

　精霊剣舞祭ブレイドダンスは、ただの祭典ではない。

〈神しん儀ぎ院いん〉は認めないだろうが、国家同士の代理戦争という面も確かにあるのだ。

　精霊剣舞祭で優勝した個人やチームの所属する国家には、その後数年にわたって精霊王の加護が与えられ、その恩恵は国力の大幅な増大をもたらすことになる。帝国をはじめ、多くの国家が精霊使いの養成に力を入れているのはそのためだ。

　そして、勝利を得るためには手段を選ばない国家が存在することも、また事実だった。

「精霊剣舞祭が始まる前に、俺を亡き者にしようってことか？」

「なにを馬ば鹿かな」

　だが、レオノーラは静かに首を振る。

「〈静寂の要塞サイレント・フオートレス〉の出場しない帝国など、我が竜皇騎士団の敵ではありません。あなたたちは、精霊剣舞祭の舞台で正々堂々、叩たたきのめしてさしあげます」

「なら、いったい──」

　訝いぶかしむカミトに、彼女はなぜかもじもじと顔を赤らめた。

「わ、私はっ、その、あ、あなたの……あれを斬きるために来ました」

　カミトから目を逸そらしながら、腰に提げた大剣をスラリと抜く。

「ど、どうしてそこで剣を抜く!?」

　カミトはあわてて飛び下がった。

　彼女の言葉を信じるなら、暗殺に来たのではないという。

　では、いったい──

「っていうか、俺の何を斬るって？」

「だから、あ、あなたの……くっ、私の口から言わせるつもりですか！」

「は？」

「こ、この変態っ！」

　レオノーラは瞳ひとみいっぱいに涙を浮かべ──

　ズガンッ──甲板に大剣を叩きつけた。

　途端、木こっ端ぱみじんに吹き飛ぶ船の床板。

「……なっ!?」

　カミトは紙一重で斬撃をかわしていた。

「殺す気満々じゃねーか！」

「抵抗しなければ殺しはしません。おとなしくしていてください」

「だからどういうこと──」

　と、そこでカミトは気が付いた。

　レオノーラは据わった目で、カミトの下半身をじっと見つめていた。

　やがてその頬ほおが紅あかく染まったかと思うと、ふいっと目を逸そらす。

「って、まさか……」

　カミトの背筋を冷たい汗がつたった。

「はい、あなたのそれを、斬きらせていただきます。カゼハヤ・カミト」

　床にめりこんだ大剣を引き抜き、再び構えなおすレオノーラ。

「精霊剣舞祭ブレイドダンスのどさくさにまぎれて、私の部下に手を出されては困りますから」

「そんなことするか！」

「嘘うそをついても無駄ですよ、この変態鬼畜魔王！」

　冷え切った目でカミトを睨にらむ彼女。

「変態鬼畜魔王って……」

　……ひどすぎる。

　まさか不名誉な噂うわさが国外にまで広がっているとは思わなかった。

「そ、その魔性の力と甘い言葉で純真な乙女たちをたぶらかし、かの魔王スライマンもかくやという、あんなことやこんなことに耽ふけっているのでしょう！」

「あんなことやこんなことってなんだよ……」

「そ、それは……！」

　カミトの問いに、カアッと真まっ赤かになる彼女。

　どうやら、竜公女様は学院のお嬢様以上にうぶな女の子のようだ。

「あのな、逆だ。おまえは大いなる誤解をしてるぞ」

　カミトはため息をついて言った。

「……逆？」

「ああ、俺おれはいつもクレアに奴隷扱いされてるんだからな」

「なっ、チームメイトを肉奴隷に！」

「ちょっとはひとの話を聞け！」

　……っていうか、なんでお嬢様がそんな言葉を知ってるんだ!?

「ち、近寄らないでくださいっ、この変態！」

「うおっ！」

　ぶんっ──レオノーラがふたたび大剣を振るった。

　カミトはあわてて精霊魔装の剣テルミヌス・エストを抜き、その一撃を受け止める。

　甲板に響きわたる、甲かん高だかい金属音。

（……っ、まるで出会った頃ころのエリスみたいなやつだな！）

　大剣を受け止めながら、カミトは胸中でうめいた。

「なるほど、さすがに強い……」

　レオノーラが感嘆の声をあげた。

「それが軍用の巨人精霊を倒したという、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉ですか」

「そっちの情報は正確みたいだな」

「試してみたいものですね。私の〈竜殺しの聖剣ドラゴン・スレイヤー〉と、どちらが強いか！」

「……っ!?」

　刹せつ那な、レオノーラの大剣が凄せい烈れつな閃せん光こうを放った。

（これは……！）

　普通の精霊魔装エレメンタルヴアツフエではない。ヴェルサリアの城砦精霊ドレツドノートにも匹敵する圧迫感だ。

（──こいつ、めちゃくちゃ強い！）

　さすがに、ドラクニアのエースの称号は伊だ達てではないようだ。

「さあ、お、おとなしくズボンを脱いでください。い、痛くはしませんから」

「誰だれが脱ぐか！　痛いに決まってるだろ！」

　ぐぐぐ……と、大剣で押さえこまれるカミト。

　華きや奢しやな少女の細腕とは思えない、すさまじい力だ。

　おそらくは、肉体強化を得意とする竜属性の精霊魔装の効果なのだろう。単純な力比べでは、さすがのカミトも分が悪い。

「カミト！」

　ヒュッと空気を斬きり裂く音。

　刹那、弧を描いてひらめいた紅ぐ蓮れんの斬ざん閃せんが、レオノーラの大剣を絡めとった。

「あんた、あたしの奴隷になにしてるのよ！」

　鞭むちを放ったのは、甲板に上がってきたクレアだ。

　腰に手をあて、レオノーラに向かってびしっとひとさし指を突きつける。

「クレア、助かった──」

　レオノーラの注意が逸それた隙すきに、カミトは床を蹴けって跳躍した。

「貴女あなたは──」

　炎の鞭フレイムタンを斬り払ったレオノーラは、キッとクレアを睨にらんだ。

「カゼハヤ・カミトの肉奴隷の一人、クレア・ルージュ！」

「なっ!?」

　途端、クレアの顔が真まっ赤かになった。

　そして、ギギギ……とカミトのほうを向くと、

「あ、ああ、あんた、まさかあたしをそんな目で……！」

「まて、違うからな？　むしろ俺おれのほうが奴隷だからな？」

　……あれ、おかしいな。むしろ脅威が増えたような気がするぞ。

　カミトを睨む二人のお嬢様から、逃げるようにあとずさる──

　と、その時だ。

　ドオオオオオオンッ！

　耳をつんざくような轟ごう音おんとともに、船体が激しく揺れた。
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「きゃあっ！」

　床が大きく斜めに傾かしぎ、バランスを崩したクレアが転んだ。

「──なんだ!?」

　カミトは飛行艇の舷げん側そくから身を乗り出した。

　流れる雲海を見下ろすと──

「あれは!?」

　雲間に映る巨大な影。

　刹せつ那な、波なみ飛沫しぶきをあげるように雲を散らし、黒い怪物が姿をあらわした！

「……っ!?」

　全長はおよそ十メートルほど。その姿は、海を泳ぐエイによく似ている。

　エイと違うのは、頭部に巨大な紅あかい単眼がついていること。

　そして、海ではなく空を飛んでいることだ。

「魔獣か!?」

「いえ、あれは……まさか第二飛空師団の〈破壊精霊デス・ゲイズ〉？」

　レオノーラ・ランカスターが訝いぶかしげに眉まゆをひそめて言った。

「なに？」

「ドラクニアの軍が主力として使っていた軍用精霊です。ランバール戦争終結と同時に封印廃棄されたはずですが、なぜこんなところに──」

「軍用精霊……」

　おそらく、複数の精霊使いが協力して運用するタイプのきわめて強大な精霊だ。

　廃棄されたはずの軍用精霊。

　そんなものが、なぜ飛行艇を襲ってきたのかはわからないが──

　なんにせよ、現在この船が攻撃を受けているのは確かな事実だ。

　迎撃しなければ、船が沈むのは間違いない。

　軍用の破壊精霊──〈デス・ゲイズ〉が咆ほう哮こうを上げ、滑空してきた。

　風の障壁があるとはいえ、この船は戦闘艦ではない。

　あんな巨体に衝突されたらひとたまりもない。

　甲板にけたたましい警報が鳴り響いた。

　飛行艇が大きく旋回し、回避を試みる。

　さすが最新鋭の船だけあって素晴らしい機動性能だ。

　だが、精霊の前では鈍重な獲物でしかない。

「──来るぞ、伏せろ！」

　轟ごう音おん。

　凄すさまじい衝撃が船を襲い、カミトの身体からだは軽々と吹っ飛ばされた。

　破壊精霊の巨体が、船側をえぐるように激突したのだ。

「ふあっ！」「きゃんっ！」

「二人とも、俺おれに掴つかまれ！」

　床を転がる二人を、カミトはとっさに抱き寄せた。女の子の身体のやわらかさに一瞬、ドキッとするが、いまはそんなことを考えている場合ではない。

「クレア、大丈夫か？」

「ふああっ、あ、あんた、どこ触ってるのよ！」

　クレアが顔を赤くして怒鳴った。

「……？　どこって──」

　カミトは二人を抱き寄せた自分の手を見下ろした。

　その手が、ちょうど二人の少女の胸をわし掴みにしていた。

「……っ、わ、悪い！」

　カミトはあわてて手を離すが、

「こ、ここ、このエロ奴隷っ！　消し炭っ、消し炭よ！」

「おい、やめろ、そんな場合じゃ──」

　ぽかぽかぽかぽか。

　目の端に涙を浮かべ、カミトを叩たたくクレア。

　一方、レオノーラは──

「お、おお、お、男の人に、む、むむ、胸を触られ……！」

　ぼふんっ。突然、頭から湯気を噴いてこてんと倒れてしまった。

「……お、おい！」

　気を失った彼女を揺さぶってみるが、目覚める様子はない。

「あんたに胸を触られたのがショックだったみたいね」

「わ、わざとじゃないからな！」

「ふーん、どうかしら？」

　じーっと不満そうにカミトを睨にらむクレア。

　……ともあれ、ここは放ほうっておくしかなさそうだ。

　と、その時。再び船が大きく揺れた。

　船側に突っ込んだ破壊精霊が、長い尾をばたつかせて暴れているのだ。

「カミト、このままだと船が沈むわ」

「ああ……」

　切羽詰まったクレアの言葉に、うなずくカミト。

　甲板の下からは混乱した声が聞こえてくる。

　訓練を受けた精霊使いとはいえ、彼女たちは普通の女の子だ。突然の襲撃を受け、船内はパニックになっているに違いない。

　遠距離攻撃の得意なリンスレットも、この混乱の中では、すぐに甲板に上がってくることは難しいだろう。

「俺おれたちでやるしかない、か」

「そうみたいね」

　いまの一撃で動力部がやられたようだ。飛行艇は釘くぎ付づけされたように動きを止め、ゆっくりと降下していた。

「地上に落ちるまで、せいぜい二、三分ってとこか……」

　乗組員が予備の精霊機関を動かすまで、無防備な船を守らなければならない。

　カミトはよろめきながら立ち上がると、甲板の縁に片足をかけた。

「エスト、力を貸してくれ！」

　腰の剣帯から精霊魔装の剣テルミヌス・エストを抜き放ち、一気に神威カムイを籠こめる。

　カミトの声に応こたえるように、白銀の剣がひときわまばゆい輝きを放った。

　どうやら、エストは機嫌を直してくれたらしい。

「カミト、剣で戦うなんて無む茶ちやよ。あたしがやるわ」

「いや、俺がやる。あいつの外殻は炎の鞭フレイムタンじゃ貫けないぞ」

「それは──」

　クレアはきゅっと唇を噛かんだ。獲物を追いたてて狩るクレアの戦闘スタイルは、短期決戦には向いていない。それは彼女自身がよくわかっていることだ。

「でも、どうするのよ。あたしはエリスみたいに飛ひ翔しようの魔術は使えないわよ」

「あいつにしがみついて、落ちなければ大丈夫だろ？」

「は？」

　こともなげに言うカミトに、クレアは唖あ然ぜんとした。

「あ、あんた、ばかじゃないの！」

「どのみち、このままじゃ船ごと落とされる。試してみる価値はあるだろ」

「で、でも……」

　クレアはカミトの制服の袖そでをきゅっと掴つかんだ。

「なんだ、心配してくれてるのか？」

「ち、違うわよっ、心配なんてべつに……」

　ふいっと目を逸そらすクレア。

　そんな素直じゃない反応に、カミトは苦笑する。

　普段は傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぽく振る舞ってはいるが、根は優しいお嬢様なのだ。

「大丈夫だ。すぐに片付けてくる」

　カミトはぽんとクレアの頭を叩たたくと──

　輝く白銀の剣を手に、船側から真下に飛び降りた。

「……もうっ、知らないわよ、ばかっ！」

　風の障壁を突き破ると、轟ごう々ごうと唸うなるような風の音が聞こえてきた。

　船側に頭を突っこみ、激しく暴れる破壊精霊の背中めがけ──

「おおおおおおおおっ！」

　カミトは容赦なく、魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーを突き立てた。

　外殻を貫通し、刃が肉に沈みこむ感触。

　破壊精霊が不気味な咆ほう哮こうを上げ、その巨体をうねらせる。あやうく振り落とされそうになったカミトは、硬質の外殻に足をかけ、突き立った剣の柄を必死に握り締めた。

　破壊精霊は背中にとまった虫を叩きつぶすように長い尾お鰭ひれをくねらせ、狂ったように船体に巨体を打ちつける。

　巨体が激突するたびに船の装甲が剥はがれ、森の中へ落下していった。

（このままじゃ、船がもたない……）

　歯を食いしばって、全身の骨が砕けそうな衝撃に耐える。

（まずは、あの尾鰭をなんとかしないとな！）

　カミトは思い切って、テルミヌス・エストを抜き放った。重力に引かれ、外殻の上を滑り落ちていく身体からだ。だが、落下の寸前──カミトは足を強く踏みこみ、跳躍した。

　タンッ、タンッ──リズムを刻むように、巨大な精霊の上を飛び跳ねる。

　これだけの巨体だ。筋肉の収縮を観察してつぎの動きを予測すれば、身体が落下する前に、安全な足場を見つけて駆けることは不可能ではない。もっとも、実行するためには並外れた身体能力と戦闘の勘が必要不可欠だが。

「悪いな。おまえに恨みはないが」

　跳ねる巨体の動きさえ利用して──

　両手に構えた魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーが、破壊精霊の尾鰭を切断した。

　尾鰭は痙けい攣れんするように跳ねながら、真下の森へ落下する。

　だが、同時にカミトの身体も宙に投げ出されていた。

　重力に引かれ、落下する──その寸前。

　足首になにかが絡みつき、そのまま一気に引き上げられる。

　空中に投げ出され──つぎの瞬間、カミトは船の甲板に叩たたきつけられた。

「……～っ、痛いてえ……」

　カミトはヒリヒリと痛むあごを押さえる。

「っていうか熱あつっ、火加減調節しろよ!?」

　炎の鞭フレイムタンの巻き付いた足首が、ちょっと火傷やけどになっていた。

「無む茶ちやをした罰。あたしが失敗したら、あんたいまごろ地上に真っ逆さまよ」

「失敗するわけないって信じてたからな、ご主人様」

「……っ、あ、あんたってば、ほんとばかなんだから……」

　顔を赤らめ、ごにょごにょと口ごもるクレア。

「──と、来るぞ！」

　尾お鰭ひれを切断され、怒り狂った軍用精霊が滑空してきた。

　無数の牙きばの並んだ顎あごを大きく開け、甲板めがけて突撃──！

　すさまじい衝撃が船体を襲った。粉々に砕け散る甲板の床。

　カミトはとっさに剣を構え、飛んでくる破片からクレアをかばった。

「──さすが軍用の破壊精霊、無む茶ちや苦く茶ちやだな」

　破壊精霊は甲板に巨体を突き刺したまま、狂ったように暴れていた。

　どうやら巨大な頭部が食いこんで抜けないようだ。

　チャンスだ。また突撃を受ければ、この船では耐えられない。

　カミトは魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーを構えると、ふたたび神威カムイをこめる。

　両手に握った白銀の剣が閃せん光こうを放ち、巨大な大剣へと形を変化させた。

「クレア、これで決めるぞ！」

「わかったわ！」

　破壊精霊が激しく巨体をよじった。

　ヒレのような翼をはためかせ、再び空へ飛ひ翔しようしようとする──

「させないわ！」

　寸前、クレアの放った炎の鞭がその巨体を絡めとった。

　炎の鞭は外殻を斬きり裂くにはいたらない。

　だが、バランスを崩した破壊精霊は、轟ごう音おんをたてて甲板の上に落下した。

　そこに──

「おおおおおおおおっ！」

　大剣を構えたカミトが走る。

　ひらめく剣けん閃せん。

　地を蹴けって繰り出した斬撃が、破壊精霊のやわらかい下腹を斬り裂いた。

　だが──

「なに!?」

　下腹を貫かれてなお、破壊精霊は消滅しなかった。

　カミトの目の前で、牙きばの並んだ顎あごが開かれる──

　刹せつ那な。背後から声が聞こえた。

「黒き邪竜の御霊みたまよ、汝なんじ、我の命に従い、我が敵を滅却せよ──」

「……っ!?」

「──薙なぎ払はらえ、竜精霊〈ニーズヘッグ〉！」

　凛りんとした声が放たれた、瞬間──

　荒れ狂う黒い火か焔えんが、牙を剥むいた破壊精霊の巨体を呑のみこんだ。

　破壊精霊は、こんどこそ完全な消し炭となって飛行艇から落下する。

　甲板の床には、直線上に黒い焦げあとが残されていた。

「……クレア？」

　カミトが呆ぼう然ぜんと振り返ると──

　そこに、翼を広げた黒竜がいた。

　竜種にしては比較的小型だが、それでもカミトの背丈の二倍はある。

「詰めが甘いですね、カゼハヤ・カミト」

　黒竜のかたわらに立っているのは、レオノーラ・ランカスターだ。

　いつのまにか意識をとりもどしていたらしい。

「……あれが、竜皇騎士団最強の竜精霊〈ニーズヘッグ〉」

　クレアが厳しい眼まな差ざしでつぶやいた。

（……なるほど、さすがに並の精霊とは格が違うな）

　カミトは胸中で舌を巻く。

（今回の精霊剣舞祭ブレイドダンスには、少なくともこのクラスの精霊使いがいるってことか……）

「……助かった、ありがとな」

　カミトが感謝すると、レオノーラは静かに首を振った。

「あの軍用精霊はもともとドラクニアのもの、我々が始末するのが当然です」

「……ずっと気絶してたくせに」

「そ、それはっ、あの男が、わ、私の胸を……！」

　ジト目で睨にらむクレアに、わたわたとあわてるレオノーラ。

　カミトがやれやれとため息をついたその時──

　飛行艇の船体がぐんっと持ち上がった。

　どうやら、予備の精霊機関が稼働したようだ。

「これでひとまずは安心ね」

「それにしても、どうして封印廃棄されたはずの軍用精霊が襲ってきたんだ？」

　あの精霊は、狂乱していたわけではない。

　明確な意志を持ってこの飛行艇を破壊しようとしていた。

「おそらく、どこかの国が精霊剣舞祭ブレイドダンスの代表をまとめて葬ろうとしたのでしょう。封印廃棄された軍用精霊なら足がつきませんから」

　レオノーラが冷静に分析した。

「こういう襲撃はよくあることらしいわ。まだ会場にも着いていないけど、精霊剣舞祭はもう始まっていると考えていたほうがよさそうね」

　クレアは船側に身を乗り出すと、飛行艇の影になっている場所を指差した。

「見て、あれよ」

「うん？」

　カミトが覗のぞきこむと、小型の戦闘艇が雲間を縫って離脱していくところだった。

「船籍はわからないけど、いまの襲撃と無関係ってことはないでしょうね。あのクラスの軍用精霊を制御するとなると、複数人の精霊使いが乗っていると考えて間違いない」

「追えないのか？」

「飛行型の精霊でもないと、高速戦闘艇に追いつくのは無理よ。それに、連中の軍用精霊がさっきの一体だけとは限らない。危険すぎるわ」

「……封印廃棄された軍用精霊、か」

　ふと、カミトの脳裏に何かが引っかかった。

　思い出すのは、ジオ・インザーギと交戦した、あの鉱山都市での任務。

（レスティアは、封印廃棄された戦略級軍用精霊ヨルムンガンドを目覚めさせようとしていた）

　さすがに、考えすぎかもしれないが──

「あの闇やみ精霊の娘こ、学院都市での軍用精霊の暴走にも関かかわっていたわね……」

　だが、クレアも同じことを考えていたらしい。

　神妙な顔つきでカミトを見つめてくる。

「……」

　カミトが口をつぐんでいると──

「カミト、無事か!?」

「突然、船が揺れて……いったい、なにがありましたの!?」

「カミト君、大丈夫？」

　エリス、リンスレット、フィアナの三人がパタパタと甲板に上がってきた。

　その後ろから、他ほかのチームの代表らしき姿も何人かあらわれる──

「カゼハヤ・カミト、今日のところは退ひきますが──」

　と、レオノーラが黒竜を精霊魔装の剣の姿に戻し、さっと踵きびすを返した。

「世界中の姫ひめ巫み女こをたぶらかし、ハーレム天国を作るというあなたの〈願い〉──それだけは、この剣にかけて絶対に阻止させていただきます」

「まて、俺おれはそんな願いを望んでないからな！」

「あ、あんた、そんな願いを叶かなえるために精霊剣舞祭ブレイドダンスに出場したの？」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「クレア、信じるなよ！」

「ハ、ハーレム天国……だと？」

「カミトさん、どういうことですの！」

「えっと、私は何番目なの？」

「おまえらな……」

　……その後、カミトはお嬢様たちに一時間以上も問いつめられるのだった。





　　　　◇






「兄様、どうしてあんなに弱くなってしまったのかしら？」

　雲間を縫って飛ぶ小型戦闘艇の甲板の上で──

　暗灰色アツシユグレイの髪の少女は、不思議そうに首をかしげた。

　その足もとには、砕け散った指輪の破片が落ちている。

　破壊精霊を封印していた指輪だ。

「ミュア、〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉は使うなと言ったはずだ」

　船室のハッチを開け、もう一人の少女が姿をあらわした。

　こちらは褐色の肌をした、十五歳くらいの少女だ。

　美しい翡ひ翠すい色の髪。真紅の瞳ひとみに尖せん端たんのとがった長い耳。

　少女は亜人種であるエルフィム種族の特徴をそなえていた。

「ミュアは悪くないわ。あんな弱い精霊をよこした軍の連中が悪いのよ」

「今回の任務は彼の力を調べることだったはずだ。おまえの独断で、貴重な軍用精霊を一体失ったんだぞ」

「ミュアの〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉に耐えられないようじゃ、どうせ使い物にならないわ」

「軍用精霊はおまえの玩具おもちやじゃない。簡単に使い潰つぶしていいものではないぞ」

「ふん、そんな考え方してるからリリィは弱いのよ」

　不機嫌そうに頬ほおを膨らませるミュア。

　エルフィム種族の少女──リリィ・フレイムは重いため息をついた。

「まあいい。それで、彼の実力はどうだった？　貴重な軍用精霊を失ったんだ。せめてそれだけでも報告しなければ、紅蓮卿カーデイナルに申し訳がたたない」

「兄様、弱くなってたよ」

　ミュアはひとさし指を唇にあて、残念そうに首を振った。

「……弱い？　中級の軍用精霊を倒したのにか？」

「昔の兄様なら一人でやってたわ。でも、いまは兄様につきまとう連中がいて、兄様の足をひっぱってるの」

「アレイシア精霊学院のチームメイトか。たしかに信じられないな……彼がそんなぬるい連中と馴なれ合あっているとは」

「このままじゃ、兄様が腑ふ抜ぬけてしまうわ」

「……そうだな。いずれ紅蓮卿カーデイナルの計画にも支障が出るかもしれない」

　そうリリィがつぶやくと──

「大丈夫よ。みんなミュアが殺すから」

　ミュアがにこっと無邪気な笑顔を向けた。

「ミュア、勝手なことはするな。私たちは紅蓮卿カーデイナルの手足にすぎない──」

「うるさいなあ、リリィは」

「……っ!?」

　瞬間。リリィ・フレイムの全身に戦せん慄りつが走った。

〈教きよう導どう院いん〉の第二位──〈怪物モンストル〉ミュア・アレンスタール。

　決して彼女の機嫌を損ねてはならない。

　それは、ミュアと長いつきあいの彼女だからこそ、よく知っていた。

「ミュアは兄様のこと以外はどうでもいーのっ。邪魔するなら、リリィも殺すよ」

「ミュア……」

　息の詰まるような数秒間。

　そして──

「あはっ、冗談よ。リリィってば、なんて顔してるの？」

　ミュアは再び無む垢くな笑顔を彼女に向けた。

「リリィは大切なお友達だもの、そう簡単に殺したりしないわ」

「……」

　それから、ミュアは遠ざかる飛行艇の方を見つめ、そっとつぶやく。

「まってて、兄様。ミュアが邪魔なお姉ちゃんたちを消してあげるから」
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　破壊精霊の襲撃から数時間後。

　動力部を修復したベルファール級飛行艇は、風の精霊王の聖せい域いきに入った。

「あっ、島が見えてきましたわ！」

　甲板の上で、リンスレットが嬉うれしそうに前方を指さした。

　無邪気にはしゃぐお嬢様の姿は、なんだか可愛かわいらしい。

「お、大声出さないでよ、恥ずかしいでしょ」

　リンスレットを肘ひじでつつきながら、小声で囁ささやくクレア。

「あら、このわたくしが注目されて嫉しつ妬としているんですの？」

「あんたのは悪目立ちっていうのよ」

　そんな二人を横目に見ながら、カミトは船の縁に身を乗り出した。

「あれが聖域か……」

　厚く空を覆う雲間から、峻しゆん険けんな山脈に囲まれた巨大な浮遊島が見える。

〈ラグナ・イース〉──元素精霊界アストラル・ゼロの中でも、最も重要な聖域のひとつだ。

「あそこに、レスティアがいる……」

　カミトは革手袋に覆われた左手をぎゅっと握った。

　飛行艇は、浮遊島の港を目指して静かに進んでいった。
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　正午過ぎ。予定時刻からやや遅れて、飛行艇はラグナ・イースの港に着港した。

　滅茶苦茶に破壊された飛行艇の姿を見て、船の整備士たちは全員頭を抱えていた。

　港からは〈神しん儀ぎ院いん〉の用意した馬車に乗ることになった。

　馬車は本来四人乗りのものらしく、六人ではずいぶん窮屈だ。エストが剣の姿になっているのが、唯一の救いかもしれない。

　馬車が揺れるたびに、隣に座るリンスレットの胸がふよんと触れる。カミトはあわてて身体からだを離すのだが、なにしろ狭いのでまたくっついてしまうのだ。

「カ、カミトさん……えっちですわ」

「わ、悪い、不可抗力だ」

「それは、わかっていますけど……」

　拗すねるように唇をとがらせるリンスレット。

　だが、その口調に不思議と責めるような響きはなかった。

　ちなみに、もう片方の席に座るクレアはというと──

「……～っ、ど、どうせあたしの胸は揺れないわよ……」

　なぜか涙目になって独り言をつぶやいていた。

　馬車は開会式セレモニーの行われる城館へ向かって進んでいた。

　窓の外をあれこれ指差しながら、クレアがガイドをしてくれる。

「浮遊島〈ラグナ・イース〉は、元素精霊界アストラル・ゼロに存在する五つの聖せい域いきのひとつで、風の精霊王の領地よ。記録によれば七十四年前の精霊剣舞祭ブレイドダンスがここで開催されているわ」

　ちなみに、三年前の開催地は火の精霊王の領地である火山都市だった。開催地の選定に法則性のようなものはなく、五人の精霊姫に下される託宣によって決められるのだ。

「そして島の中央にあるあの城館は、ずっと大昔の神話時代の遺跡」

「俺おれたちの宿泊施設か」

「ええ、めったにない機会よ。普段は〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こしか立ち入ることを許されていない場所なんだから。そういえば、フィアナはあそこに入ったことあるの？」

　クレアが訊きくと、〈神儀院〉の姫巫女であったフィアナはうなずいた。

「ええ、でも一度だけよ。ずっと火の精霊王の祭殿にいたから」

「……精霊王の本祭殿か。なんだか緊張するな」

　エリスが緊張した表情でつぶやいた。

　舗装された石畳の道路に人の姿は見当たらない。

　開会のセレモニーに招かれているのは、五大精霊王エレメンタル・ロードに仕える精霊姫と、精霊剣舞祭に出場する精霊使いの代表、そして各国の頂点に君臨する王侯貴族だけだ。それ以外の人間が立ち入ることを許されるのは、本戦が始まる直前になってからである。

「帝国の皇帝夫妻は、もう到着してるんじゃないか？」

「……そうね。でも、私には関係ないわ」

　フィアナが肩をすくめると、カミトはハッとして──

「……わ、悪い」

　将来を期待された精霊姫候補であるにもかかわらず、精霊使いとしての力を失ったフィアナは〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉と呼ばれ、親族からもずっとうとまれていたのだ。

　皇帝夫妻のことを口にするのは、無神経だったかもしれない。

「べつにいいわよ。もともとそんなに仲はよくなかったし、今回〈神儀院〉に戻らなかったことで勘当寸前だしね。第二王女の地位にこだわるつもりもないし、いっそのこと王室とは縁を切ってしまっても──」

　と、こんどはフィアナが口をつぐんだ。

　クレアの両親は投獄され、姿を消した姉は反逆者として追われているのだ。

「べつに気にしてないわ」

　クレアは紅あかいツーテールをかきあげると、リンスレットのほうを向いた。

「リンスレットとエリスの家は、誰だれか観戦に来るの？」

「ええ。お父様と、妹たちも来るそうですわ」

「精霊剣舞祭ブレイドダンスは、優秀な精霊使いのスカウトも目的にしているからな。ファーレンガルト家は伝統的に、武芸に優れた者を養子として迎える伝統があるのだ」

　リンスレットとエリスが同時にうなずく。そういえば、エリスの義あ姉ねであるヴェルサリア・イーヴァも養子だったなとカミトは思いだした。

「だ、だから、その、君も父上の前で実力を見せれば、婿養子として迎えることも、や、やぶさかではないというか……」

「……？」

　なぜか赤くなって、ごにょごにょと口ごもるエリス。

「カミトの家族は来るの？」

「え？」

　クレアの言葉に──

　カミトは思わず訊きき返した。

「……俺おれの家族？」

　話の流れからして、カミトにその質問が来ることは当然ではあった。

　だが、カミトはとっさに返すことができなかった。

　家族──カミトにとっては、一番なじみのない言葉だ。

「あんた、自分の家族のことってほとんど話さないじゃない。たしか、両親は帝国にいるって聞いたけど？」

「あ、ああ……」

　曖あい昧まいにうなずく。学院に編入するにあたってグレイワースが用意した資料では、カミトは帝国の下級貴族の養子ということになっていた。クレアはそれを信じているのだ。

　無論、そんな貴族など、どこにも存在しない。書類の上に作られた架空の家族だ。

　カミトには、名前のわかる家族などいない。幼い頃ころ、かすかにあった本当の両親の記憶は、〈教きよう導どう院いん〉での過酷な日々を過ごすうちに消え去ってしまった。

　幼いカミトのそばにいてくれたのは、闇やみ精霊の少女──レスティアだけだ。

　あるいは──

（家族といえないこともないのかな、あいつらは……）

　ふと、カミトは施設にいた少女たちのことを思い出した。

〈教導院〉で戦術チームを組んでいた二人の少女。

　たがいに本当の名前さえ知らない、仲間ともいえない関係。

　諜ちよう報ほう専門の精霊使い、リリィ・フレイム。

　そして、なぜかカミトを兄様と呼び、懐なついていたあの少女。

（……軍用精霊使い、ミュア・アレンスタール）

　四年前。強大な炎ほのお精霊の襲撃によって施設が滅びたあの日以来、カミトは彼女たちの行方を知らない。十数人いた遺児の大半は帝国によって保護されたと聞くが、あのジオ・インザーギのように、施設の崩壊にまぎれて逃げ出した者もいるはずだ。

　彼女たちのことを思い出したのは、今朝見たあんな夢のせいだろうか──

「……？　どうしたのよ、なんか暗い顔して」

「いや、ちょっと昔のことを思い出してな」

　訊きいてくるクレアから目を逸そらし、カミトは窓の外へ目をやった。

　山の上にそびえ立つ城館が近付いてきた。
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　馬車は巨大な石で造られた門の前で止まった。

　小高い山の上にそびえ立つ城館は、類たぐいまれな美しさと荘厳さをかね備えた外観だ。

　周囲を深い森に囲まれ、少し離れた場所には大きな湖がある。

　他ほかのチームはすでに到着しているようで、門前には馬車が数台乗り付けられていた。

（……ドラクニアの竜公女様と鉢合わせしなくてよかったな）

　ほっと安心して馬車を降りると、

「お待ちしておりました。精霊王を愉たのしませる剣舞の姫ひめ巫み女こよ」

　門の中では、華麗な巫女装束を着た少女たちが揃そろって待ち受けていた。

「〈神しん儀ぎ院いん〉の見習い姫巫女たちよ。私の後輩ね」

　と、フィアナが耳もとで囁ささやく。

「滞在中は、私たちがお嬢様方のお世話をさせていただきます」

　姫巫女の長が腰をかがめた瞬間、はだけた儀式装束の胸もとがチラッと見えて、カミトは思わずドキッとした。

　よく見れば、少女たちの着ている儀式装束は、ほとんど半裸に近い格好だ。

　胸もとは大きく開き、裾すその切れ目からは、瑞みず々みずしい肌がわずかに露出している。

　儀式を司つかさどるための聖なる衣装のはずなのに、なんというか、妙にエロい。

　もしクレアたちがあんな衣装を着たら……と、ついそんなことを考えてしまう。

「ん？　カミト、どこ見てるのよ」

　ふいにクレアに訊かれ──

「ああ、あの衣装、クレアたちが着たら似合うんじゃないかって──」

「なっ!?」

　……カミトは思わず正直に答えてしまっていた。

（……うわ、しまった!?）

「な、なな、なにいってんのよ、こここ、このエロ奴隷っ！」

　クレアは顔を真まっ赤かにして、地面を鞭むちでピシピシ叩たたく。

「カ、カミトさんは、ああいう格好が好みですのね……」

「き、君は、神聖な巫み女こ装束をなんだと思っているのだ！」

「〈神しん儀ぎ院いん〉時代の巫女装束、まだとってあったかしら？」

　ヒソヒソと囁ささやき合う三人のお嬢様。

「それで、カミト様は、どのお嬢様の姿を想像なされたんですか？」

「……っ!?」

　にこにこと訊きいてくるキャロルから、カミトはあわてて目を逸そらした。





　　　　◇






　門を抜け、城館の中に入ると、そこは広大な玄関ホールになっていた。

　美しいアーチのかかった高い天井。奥の扉の先には絨じゆう毯たんを敷いた柱廊が伸びている。

　光源はランプや精霊鉱石ではなく、浮遊している小さな光精霊だ。

　神話時代の遺跡といっても、数千年の刻ときを経て改築と改装を重ね、遺跡としての面影はほとんど残っていない。唯一それを偲しのばせるのは石の列柱に彫られた彫刻だ。

　長い柱廊の壁には、美しい色彩で描かれた絵画がかけられていた。こちらはせいぜいここ数百年くらいのもので、モチーフとなっているのは、歴史に名を遺のこした精霊姫、それに〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の歴代優勝者たちだった。

「ん？」

　ふと、カミトは一枚の絵画の前で足を止めた。

　そこに描かれているのは、三年前の精霊剣舞祭の優勝者だ。

　最強の剣舞姫ブレイドダンサー──レン・アッシュベル。

　裾すその長い異国風のドレスを身に纏まとい、左手には禍まが々まがしい闇やみの魔剣を構えている。

　少女の手にするその魔剣は、闇精霊レスティアの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉だ。

　艶つややかな長い黒髪。真珠のように白い頬ほお。

　繊細なタッチで描かれたその少女の姿は、客観的に観みて、とても美しかった。

「……美化しすぎだろ。見る目のない画家だな」

　カミトがつぶやくと、前を歩くエリスがむっとしたように振り向く。

「見る目がないのは君のほうだ。彼女の美しさはそんなものではなかったぞ」

「そうね。正直、同性のあたしでもドキッとするくらい綺き麗れいだったわ」

　クレアも同意してうなずく。

「あー、そうかよ……」

　カミトは苦虫を噛かみつぶしたような表情でうめいた。

「ふふっ、よかったわねカミト君」

「おまえな……」

　くすくすと悪戯いたずらっぽく笑うフィアナを、カミトは半眼で睨にらむ。

　姫ひめ巫み女このあとについて広大な城の中を連れ回され、ようやく部屋の前に到着した。

「オルデシア帝国代表〈チーム・スカーレット〉のお部屋はこちらになります。お食事など、なにかご用の際は気軽にお申し付けください」

「ちょっとまて、俺おれも一緒の部屋なのか？」

　カミトがあわてて姫巫女に訊たずねると、

「そ、そそ、そんなわけないでしょ、なに考えてるのよ！」

　クレアがドキッとした表情で言ってくる。

「あ、ああ、さすがに殿方と同室というのはな」

　こほん、と咳せき払ばらいするエリス。

「そうね、さすがに……ね」

「で、でも、部屋がないなら、しかたないですわよね？」

　フィアナとリンスレットも、そわそわした様子で目を見交わす。

「……？　もちろん、殿方には別のお部屋を用意してありますが」

　きょとんとする案内役の姫巫女に、

「そ、そうよね、当然よね！」

「う、うむ、当然の措置だ！」

　お嬢様たちは揃そろってこくこくうなずいた。

「ふふっ、残念でしたわね」

「そんなわけあるか。女子部屋に男一人とか、どんな拷問だよ」

　くすっと微笑ほほえむキャロルに、カミトが半眼で答える。

「いいえ。お嬢様たちが、ですよ」

「……うん？」

　キャロルの言うことは、よくわからなかったが──

「じゃあ、俺はいったん部屋で寝るから。またあとでな」

「カミト、ちょっと待ちなさい」

　部屋に向かおうとすると、制服の襟をぐいっと掴つかまれた。

「なんだよ？」

「あたしたち、これから禊みそぎをするの」

「禊みそぎ？」

　禊ぎというのは、水で身体からだを清める儀式のことだ。精霊は清らかな乙女にしか使役できない。そのため、精霊使いは常に心身ともに清らかな状態でなければならないのだ。

「だから、その……あ、あんたも着替えて湖に来なさいよねっ！」

「いや、俺おれはいいよ。あとで一人でやるから」

　カミトは困ったように頭をかいた。

「っていうか、俺に水着姿見られるのなんかいやだろ？」

「そ、それは……」

　クレアは頬ほおを染めて視線を逸そらし、

「べ、べつに、い、いやじゃないけど。……カミトになら」

「……？」

「な、なんでもないっ！」

　あいにく、クレアの声はごにょごにょとしてよく聞きとれなかった。

　……なんだろう。最近のクレアは妙に歯切れが悪い気がする。

「と、とにかくっ、あたしたちはチームなんだから、禊ぎも一緒にするの！」

　これは奴隷に対する命令よ──と、クレアは紅あかいツーテールを逆立てて言った。

「そ、そうだ、集団行動を乱すのはよくないぞ！」

「カミトさんはチームメイトとしての自覚が足りませんわ！」

「一緒に禊ぎをするっていうのは、信頼関係の証あかしなのよ！」

　三人のお嬢様もこくこくとうなずく。

「いや、そんな大おお袈げ裟さな……」

　……なぜそんなに禊ぎにこだわるのか。

　眉まゆをひそめていると、メイドのキャロルがこほんと咳せき払ばらいした。

「ようするに、お嬢様たちはカミト様に新しい水着を披露したいと──」

「「「「キャロル！」」」」

　いっせいに声を上げるお嬢様たち。

「なんなんだよ、いったい……」

　カミトが困惑していると──

　くいくいっ。

　背後から制服の裾すそをひっぱられた。

「……エスト？」

　いつのまにか少女の姿に戻っていたエストが、カミトを見上げていた。

「カミト、私はカミトと湖で遊びたいです」

「……」

　エストの神秘的な瞳ひとみに見つめられ、カミトはぐっと息を呑のんだ。

（今朝は、エストに悪いことしたからな……）

　エストはもう怒ってはいないようだが──

　なにか、埋め合わせをしなくてはと思っていたところだ。

　カミトはエストの頭にぽんと手をのせ、すりすりと撫なでまわした。

「わかった。一緒に水遊びしような」

「はい、カミト。私は嬉うれしいです」

　無表情にこくこくとうなずくエスト。

　カミトはクレアたちのほうを振り向くと──

「というわけで、俺おれも禊みそぎに──って、おわっ！」

「「「「なんでエストには甘いのよっ！」」」」

　顔面に四人の荷物が飛んできた。

　……どうやら、チームワークに問題はなさそうだ。





　　　　◇






「──ここがカミト様のお部屋です」

　カミトが案内されたのは、廊下の一番端にある薄暗い一室だった。

　陰いん鬱うつな空気の漂う、かび臭い部屋だ。部屋の隅には絵画や彫刻などガラクタの数々が積み上げられ、そのすべてに蜘く蛛もの巣が張っていた。

「……なんか、俺だけ扱いがひどくないか？」

　……クレアたちの部屋には、暖炉やシャンデリアまであったのに。

　ここは部屋というか、むしろ倉庫に近い。

「〈神しん儀ぎ院いん〉が決めたことですから」

　姫ひめ巫み女この少女はこほんと咳せき払ばらいした。

　……なんだか、カミトに対しては態度があからさまに冷たい。

（……まあ、しかたないけどな）

〈神儀院〉の姫巫女は、学院以上に徹底して男を排除しているのだ。

　悪名高い魔王と同じ、男の精霊使い。……怖がられるのも無理はない。

「この部屋、光源もないのか？」

「はい。このような陰気な部屋には、光精霊も近付きませんから」

「窓、開けさせてもらうぞ」

「どうぞご自由に。錆さび付ついて開かないかもしれませんが」

「……」

　嘆息して、カミトは埃ほこりっぽい部屋に足を踏み入れた。

　エストは女子部屋に連れていかれてしまったので、掃除は一人でやるしかない。

（……そういえば、そろそろ腹も減ってきたな）

　飛行艇で紅茶を飲んだくらいで、今朝からなにも食べていない。

「悪い、なにか軽くつまめるものを頼めるか？」

「カミト様は女体盛りをご所望ですか？　残念ですがそういったものは──」

「なんでそうなるんだ！　普通にサンドイッチとかだよ！」

「女体サンドイッチ……む、胸で挟んで……？」

「……頼む、女体から離れてくれ」

　軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けてくる姫ひめ巫み女この少女に、カミトは重いため息をついた。





　　　　◇






「こ、こんな大胆な水着……大丈夫かしら？」

「騎士団長の胸、意外と大きいんですのね……」

「ぁんっ──な、なにをするのだ！」

　リンスレットに胸をつんつんされ、可愛かわいらしい悲鳴を上げるエリス。

　女子部屋では、お嬢様たちが学院の制服から水着に着替えていた。

　なめらかな瑞みず々みずしい肌。魅惑的な曲線を描く肢体。

　いずれ劣らぬ、抜群のプロポーションを誇る美少女たちだ。

　そんな中、部屋の隅で、一人敗北感に打ちひしがれるクレアの姿があった。

（……な、なによ、あたしだけじゃない！）

　……わずかに膨らんだ、小さな胸。

　その尖せん端たんは薄く桃色に色づいて、花咲く前の可か憐れんな蕾つぼみのようだ。

（みんなちゃんと成長してるのに……）

　ため息をつきながら、水着に着替えるチームメイトたちを恨めしげに見つめる。

　なんとか勝てそうなのはエストくらいだが、そもそも彼女は精霊だ。

（カミトだって、こんな小さな胸じゃ……）

　ふよふよとわずかな膨らみを揉もみながら──

　ふと、クレアの脳裏に思い浮かんだのは、二ヶ月前のことだ。

〈精霊の森〉の湖で、初めてカミトに出会った、あのとき。

　水浴びをしていたクレアの裸を見て、カミトは言い放ったのだ。

　──俺おれは子供の裸には興味ないから、と。

「……～っ！」

　思いだしただけで、頬ほおがカアッと熱くなる。

　同じ年とし頃ごろの少年に裸を見られたのは、もちろん、あれが初めてだ。

（……でも、考えてみたら、ほんの二ヶ月前のことなのよね）

　片足を上げ、下着をおろしながら、クレアはつぶやいた。

　たったの二ヶ月。

　けれど、カミトと出会ってから、いろいろなことがあった。

　学院でのエリスとの決闘。暴走した軍用精霊との戦い。

　編入してきたフィアナとの料理対決。鉱山都市での任務。

　二週間前には、学院最強の精霊使い、ヴェルサリア・イーヴァを倒し、精霊剣舞祭ブレイドダンスに出場するための五人のチームメイトも集まった。

　──カミトと出会うまでは、ずっと孤独だったのに。

（でも、あたしはまだ、カミトのことをほとんど知らない……）

　するっと床にパンツを落としながら、クレアはふと思案した。

　さっき、馬車の中で家族のことを訊きいたときも、はぐらかされてしまった。

（べつに、詮せん索さくしたいわけじゃないけど──）

　カミトのことで、いまもわからないのは、あの闇やみ精霊の少女のことだ。

　クレアに狂精霊を与え、鉱山都市ではジオ・インザーギと共に、封印された戦略級軍用精霊ヨルムンガンドを目覚めさせようとしていた彼女。

　カミトの契約精霊だったというが、くわしいことは聞いていない。

　過去の話になると、カミトは途端に口を閉ざしてしまうのだ。

　……それが気に入らない。

（ご主人様のあたしにくらいは打ち明けなさいよね、ばか……）

　小さな胸を手で隠しながら、クレアは不満そうに唇をとがらせた。
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　おだやかな陽ひの光が、森の中に優しく射さしこむ。

　空を飛び交う色彩豊かな鳥の群れ。

　生い茂った木々の枝には、色鮮やかな果実がたわわに実っている。

　城館のそばにある大きな湖だ。湖こ畔はんに多くの精霊が浮遊していることから、この湖の聖性が飛び抜けて高いことがうかがえる。姫ひめ巫み女この禊みそぎには最適の場所だ。

「クレアたちは、まだ来てないのか……」

　湖畔にやってきたカミトは、周囲をきょろきょろと見回した。

　上半身は裸。下はハーフパンツ型の水着をはいている。左手の革手袋はさすがに脱いでいるが、刻印のある手の甲には黒い布を巻いていた。

「俺おれだけ先に来てるとか、なんかはしゃいでるみたいで恥ずかしいな」

　頭をかきながらぼやいていると──

「カミト君、おまたせ！」

「おわっ!?」

　ふよんっ。

　突然、背後から抱きつかれ、カミトは思わず声をあげた。

「フィアナ!?」

　驚いて振り向くと──

　そこに、大胆な黒の水着を着た、可愛かわいいお姫様がいた。

「似合うかしら？」

「……っ!?」

　フィアナの水着は大人おとなっぽいビキニタイプだ。ボリュームのあるヒップを包むローレグのパンティー。胸もとを飾る黒いリボン。太ももに巻いたフリル付きガーターがなんともエロい。やわらかい胸を覆う三角の布地はとてもきわどい感じで、いまにもこぼれ落ちそうだった。

「お、王女様が、そんなはしたない格好しちゃだめだろ！」

「ふふっ、カミト君に怒られちゃった♪」

　フィアナはぺろっと可愛く舌を出すと、抱きついた腕をすっと離した。

「安心して。私がはしたない娘こになるのは、カミト君の前でだけよ」

「お、おまえな……」

　蕩とろけるようなその言葉に、カミトは思わずドキッとする。

「そうだ。カミト君、私の〈精霊刻印〉見せてあげようか？」

「なっ──」

　フィアナは、ぐっと前まえ屈かがみになると──

　大胆な水着に包まれた胸の谷間を、おしげもなく見せつけてきた。

　カミトは……ゴクリと唾つばを呑のみこんだ。

「ほら、ここよ。谷間の奥の方……」

　大胆にからかってきた割に、フィアナの顔はほのかに赤く火ほ照てっている。

　大人おとなぶってみせてはいるが、本当はとてもうぶなお姫様なのだ。

　いまにも顔をうずめたくなるような、やわらかい胸の谷間。

　その奥に刻まれた〈精霊刻印〉がチラッと見えた、そのとき──

「フィアナさんっ、な、なにをしていますの！」

　森の中の小道を、水着姿のリンスレットがパタパタと走ってきた。

　魅惑的なその姿に、カミトはまたもやドキッとする。

　リンスレットの水着は、腰にパレオを巻いた白いワンピース。お嬢様らしい清せい楚そな印象の水着だが、たわわな胸のボリュームは大胆に強調されていた。パレオの下から覗のぞくすらっとした脚がとても綺き麗れいで、カミトは思わず見惚れてしまった。

　走ってきたリンスレットは喘あえぎながら、カミトの前に立った。

「カ、カミトさん、わたくしの水着はどうですの？」

「……あ、ああ、よく似合ってるぞ」

　カミトが素直な感想を言うと、リンスレットはキュンと顔を赤くした。

「ほ、本当に……ですの？　お、お世辞はいやですわよ」

「お世辞なんかじゃないぞ。本当に、その……綺麗だ」

「……～っ、あうう……」

　耳まで真まっ赤かになるリンスレット。

　そのままこてんと倒れてしまいそうだ。

「ま、待たせてすまない！」

　と、こんどは生き真面目まじめな声が聞こえてきた。

　リンスレットと同じように小道を駆けてきたのは、騎士団長のエリスだ。

　こちらは実用性を重視した、紺色のスポーティーな水着。フィアナやリンスレットの水着にくらべるとやや地味な感は否いなめないが、普段は甲かつ冑ちゆうで押さえつけられているわがままボディがきゅっと押し出され、美しい身体からだのラインが危険なほどに強調されている。

　ほどよく引き締まった健康的な太ももと、はちきれそうなほど大きな胸に、カミトの視線はつい釘くぎ付づけになってしまう。

「カ、カミト、どこを見ているっ、あっちを向け！」

「わ、悪い……！」

　カミトがあわてて目を逸そらすと──

　エリスはこほんと咳せき払ばらいした。

「……い、いや、べつに見てもいいのだぞ？」

「どっちだよ……」

「う、うるさいっ！　ど、どうせつまらない水着だと思っているのだろう！」

「誰だれもそんなこと言ってないだろ」

　やれやれとため息をつくカミト。

「……も、もっとえっちな水着にすればよかった」

「うん？」

　いま、生き真面目まじめな騎士団長がすごいことを言ったような気がするが──

　その声は小さすぎて、カミトには聞こえなかった。

「エリスの水着姿、すごく綺き麗れいだぞ」

「え？」

　鳶とび色いろの目を見開き、きょとんとするエリス。

「真面目なエリスらしくていいと思うけどな、俺おれは」

「カミト……」

　エリスはぎゅっと胸をかき抱いだき、ぽっと頬ほおを赤らめた。

「あとはクレアとエストか──」

　カミトがつぶやくと、

「カ、カミト……」

「クレア？」

　聞き慣れた声にカミトは振り向くが──そこにクレアの姿はなかった。

　……いや。

　太い木の陰から、触覚のようなツーテールがぴょんと飛び出ている。

「おまえ、なにしてるんだ？」

「……」

　クレアは木の陰に隠れたままじっとしていた。

「ひょっとして、水着の紐ひもでも切れたのか？」

「ち、ちがうわよっ！」

　ツーテールの髪がぴょんと逆立った。

「じゃあどうして出てこないんだよ？」

「だ、だって、恥ずかしい……から」

「恥ずかしいって……みんな水着だぞ？」

「そ、そうだけど……わ、わかったわよ」

　クレアは観念したように、おずおずと姿をあらわした。

　その瞬間──

　カミトの呼吸が止まった。

　クレアが着ていたのは、真まっ赤かなビキニの水着だった。装飾の一切ないシンプルなデザイン──それがかえって彼女の美しさを引き立てている。紐ひもで結ぶタイプの細いパンティーがなめらかな肌を覆い、太ももには革鞭むちをしまうベルトの痕あとが赤く残っていた。

　認めるのは悔しいが、めちゃくちゃ可愛かわいい。

　正直、なんで恥ずかしがっていたのかわからない。

「おまえ……」

「な、なんとでも言いなさいよ、どうせあたしなんて……」

　両手で恥ずかしそうに胸を隠すしぐさを見て──

　カミトはようやく気が付いた。

　クレアは、胸が小さいことを妙に気にしているのだ。

（……やれやれ）

　カミトは苦笑して、恥ずかしがるクレアの頭にぽんと手をのせた。

「ふあっ！」

「いいか？　俺おれの正直な感想だ。一度しか言わないからな」

「な、なによ……！」

「可愛いぞ、クレア」

「ふああっ、ば、ばかっ、なに言ってるのよ！」

　ぽかぽかぽかっ。

　クレアは真っ赤になってカミトの肩を叩たたいた。





　　　　◇






「こんどは騎士団長が鬼ですわよ！」

「水泳では負けないぞ」

「エリス、風の加護を使うのはなしよ」

　森の中に響く嬌きよう声せい。きらめく水みず飛沫しぶき。

　跳ねるたびに揺れる胸が目にまぶしい。

　湖では水着姿の美少女たちが、パシャパシャと水をかけあってはしゃいでいた。

　……どうみても、神聖な禊みそぎの儀式という感じではない。

（まあ、リラックスするのは大事だからな……）

　湖の畔ほとりに寝転んで、カミトは大きく伸びをした。

　水着には着替えてきたものの、女の子たちに交じって遊ぶのはどうにも気が引けたので、こうして日光浴をしているのだ。彼女たちは不満そうだったが、もともとカミトを無理矢理連れてきたという負い目があるためか、なんとか諦あきらめてくれた。

　カミトの横ではエストがちょこんと膝ひざをかかえ、アイスキャンデーを舐なめている。

　雪の妖よう精せいのような肢体を包む紺色の水着は学院指定のものだ。

　なめらかなミルク色の肌、さらさらとした白銀の髪がよく映える。

　腰のラインから伸びるすらっとした両脚には、黒いニーソックスをはいていた。

　エストは、水着ニーソというちょっとマニアックな格好だった。

　肌の露出は少ないのに、なぜか全裸よりもいけない感じがする。

「エストは、みんなと遊ばないのか？」

「素足を見せるのは恥ずかしいです」

　エストは無表情に答えた。

「それに、私は泳げませんから」

「ああ、なるほど……」

　剣精霊であるエストは、水に浮かない性質を持っているのだ。

　彼女がいかに強大な精霊であろうと、本来備えている属性の性質までは覆せない。

（……そういえば、エストと契約したのも湖の近くの森だったな）

　ふとエストの横顔を見つめながら、カミトはそんなことを思った。

　魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー──テルミヌス・エスト。

　伝説の聖剣に封じられた封印精霊。彼女ほどの強大な精霊が、なぜカミトを選んだのか──いまだにわからない。

　それに、エスト自身に関しても、いろいろと謎なぞの多い存在だ。

「なあ、エスト──」

「？」

　アイスキャンデーを舐めながら、エストがこっちを向く。

「おまえ、本当にあの魔王を倒した聖剣なのか？」

　魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーの伝承は大陸各地に残っている。

　エストが途方もなく強大な精霊であることは間違いないが、さすがに本物の聖剣というわけではないはずだ──そう思っていた。

（けど、ひょっとしたら……）

　二週間前の試合で、ヴェルサリアの心臓に刻まれた〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉を破壊したあの力。

　あれほどの圧倒的な対呪性能は、普通の剣精霊にはないはずだ。

　大陸各地に伝わる伝承も、魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーが魔王の肉体に刻まれた精霊刻印を破壊し、彼の使役する七十二柱の精霊を解放したと伝えている。

「申し訳ありません、カミト」

　だが、エストは静かに首を振った。

「いまの私の記憶はごく限られた断片的なものなのです。私の本体とふたたび繋つながることができれば、完全な力と記憶を取り戻すことができるのですが」

「いや、謝るのは俺おれのほうだ。すまない」

　カミトがレスティアとの精霊契約を維持しているせいで、エストとの契約は不完全なものになってしまっている。エストが本来の力を発揮できないのはそのせいなのだ。

「いいえ、カミト」

　エストはアイスキャンデーを唇から離すと、神秘的な瞳ひとみでカミトを見つめてきた。

　そして──

「私は、貴方あなたと契約してよかった」

「……エスト？」

　一瞬、儚はかなげな表情を見せたエストに、ドキッとしたその時。

「──カミトさん」

「おわっ！」

　太陽の光を浴びて輝くプラチナブロンドの髪。

　いつのまにか、水着姿のリンスレットがそばに立っていた。
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「そんなに驚かなくても……」

「いや、その、悪い……」

　拗すねたように唇をとがらせるリンスレットに、カミトは謝った。

「どうしたんだリンスレット、みんなと泳がないのか？」

　すると、リンスレットはもじもじとしながら頬ほおを赤らめた。

「わ、わたくし、その……うまく泳げませんの」

「そうなのか？」

　意外だった。完かん璧ぺきお嬢様のリンスレットにそんな弱点があったとは。

「ん？　でも、さっきは普通に水の中で鬼ごっこしてたよな？」

「あ、あれは……その、ちょっとズルをしましたの」

「ズル？」

　リンスレットは恥ずかしそうにうなずき、パチンと指を鳴らした。

　凍いて付つくような冷気をまとい、虚空から美しい毛並みの白はく狼ろうがあらわれる。

　魔氷精霊〈フェンリル〉だ。

「水中で、この子の背中にずっとつかまっていたのですわ」

「……なるほどな」

　優雅にみえる白鳥も、水面下では必死に水をかいている──ふとそんな例え話を思いだし、カミトは苦笑した。

「わ、笑いましたわねっ、ひどいですわ！」

「わ、悪い……」

「それで、その……」

　と、リンスレットは頬を赤らめて──

「カミトさんに、お願いがあるのですわ」

「お願い？」

「その、よかったら、わたくしに……」

　そこで、リンスレットはごにょごにょと口ごもってしまった。

（……なんだ？）

　こういうとき、いつもは専属のメイドさんが通訳してくれるのだが──

　カミトが周囲をきょろきょろ見回すと、木こ立だちの陰にキャロルの姿を発見した。

　……さっきから姿を見かけないと思ったら、ずっと隠れていたらしい。

　唇を動かして、なにか喋しやべっているようだが──

　カミトは施設にいた頃ころに覚えた読唇術で、口の動きを読み取った。

（お嬢様、がんばってください──か。……なんなんだ？）

　そのまま、しばらく待っていると──

「カ、カミトさんっ！」

　リンスレットは、ようやく決心したように叫んだ。

　プラチナブロンドの髪をふぁさっとかきあげ、カミトをビシッと指差して──

「わ、わたくしに、泳ぎを教える権利をさしあげますわ！」

　……なるほど、とカミトは苦笑する。

（……相変わらず、素直じゃないお嬢様だな）

　けれど、慣れてくれば彼女のそんなところも妙に可愛かわいらしく思えてくる。

「エスト、ちょっとリンスレットと泳いでくるからな」

「はい、カミト……」

　エストはちょっと寂しそうに頬ほおを膨らませた。





　　　　◇






「カ、カミトさん、手を離さないでください……」

「ああ、大丈夫だ。もっと身体からだを伸ばしたほうがいいぞ」

　ちゃぷっ。静かな湖こ畔はんに水音が響く。

　みんなの遊んでいる場所から少し離れた、岩場の陰になっているところで、カミトはリンスレットに泳ぎの手ほどきをしていた。プライドの高い彼女は、泳げないことを絶対に知られたくないらしい。

「ぜ、絶対ですわよ……は、離したら、氷漬けの彫像にしますわよ！」

　不安そうな表情で、カミトの腕にぎゅっとしがみつくリンスレット。

　ふよんとした感触が肌に触れ、思わずドキドキしてしまう。

「わ、わかったから、爪つめを立てるのは勘弁してくれ」

「ご、ごめんなさい、ですわ……」

　リンスレットは腕から手を離し、こんどはカミトの手を握った。

　細くてやわらかい指先が強く絡みつく。

「殿方の手……ですのね」

　頬を赤く染め、上目遣いに見上げる瞳ひとみがかすかに揺れていた。

「まあ、いつも剣を握ってるからな……」

　言いながら、カミトはあわてて目をそらす。

（こ、この角度はまずいだろ……！）

　色っぽく白いうなじから、鎖骨にかけてしたたる水滴。

　水面からのぞく胸の谷間が目にまぶしすぎる。

「カミトさん、どこを見ていますの？」

「あ、いや……ほら、力を抜いて、身体からだを伸ばしてみろよ」

　カミトはあわてて誤ご魔ま化かした。

「わ、わたくしに命令なんて……そんな殿方、初めてですわ」

　きゅっと唇をとがらせるリンスレット。

　だが、その表情はなぜか嬉うれしそうだ。

「悪いな、お嬢様。礼儀のなってない奴やつで」

「いえ、も、もっと命令してもいいんですのよ。え、えっちな命令でも……」

「うん？」

「な、なんでもありませんわっ！」

　リンスレットはぶくぶくと水を泡立てた。

　おかしな奴だな──とカミトが訝いぶかしんだ、その時。

「……？」

　ふと、カミトはどこからか視線のようなものを感じた。

　首筋がチリチリするような剣けん呑のんな感覚。

　カミトは素早く周囲の茂みを見回すが──

　気配を感じたのは一瞬で、すぐに消えてしまった。

（気のせいってことはないと思うが……）

　ひょっとしたら、湖の精霊の機嫌を損ねてしまったのかもしれない。

　まあ、すぐに消えてしまったことだし、それほど気にすることもないだろう。

「どうしましたの？」

「いや、なんでもない……ほら、もっと力を抜けよ」

「……こ、こうですの？」

　リンスレットは素直にうなずくと、全身をすっと伸ばした。

　白い水着に包まれた可愛かわいらしいお尻しりが、ぷかっと水面に浮かぶ。

「う、浮きましたわっ！」

　可か憐れんな薔ば薇らの蕾つぼみがほころぶような笑顔に、カミトは息を呑のんだ。

　普段はツンとすましている彼女だけに、その笑顔はとても魅力的だ。

「リンスレットも、素直になれば可愛いのにな」

　苦笑しながらつぶやくと、リンスレットは耳まで真まっ赤かになった。

「……カミトさん、いじわるですのね」

　かぷっ。なじるように二の腕を甘く噛かんでくる。

　かぷっ。かぷっ。

「リンスレット、痛いって……」

「ふふっ、わたくしをからかった罰ですわ」

　リンスレットは優雅に微笑ほほえむと、ようやく噛かむのをやめてくれた。

　それにしても、さすが才女。コツを呑のみこむのが驚くほど速い。

「それじゃ、つぎは足を動かしてみるか」

「は、はい、ですわ……」

　リンスレットはこくっとうなずいて──

「きゃんっ！」

　突然、可愛かわいらしい悲鳴をあげた。

「ど、どうしたんだ？」

「ふぁ、や、ぁんっ……ど、どこを触っていますの！」

　バシャバシャと水を跳ね散らし、身み悶もだえするリンスレット。

「い、いやですわ、こんなところで……カミトさんの……えっち」

「……っ、ま、まて、俺おれはなにもしてないぞ！」

　カミトが必死に無罪を主張していると──

　ゴゴゴゴゴゴ……！

　それまで穏やかだった水面がぶくぶくと沸騰する。

「楽しそうね、カミト」

「クレア!?」

[image: ]

　水中からぷかっと浮かび上がったのは、ツーテールの髪を逆立てたクレアだ。

　口調こそ穏やかだが……怒っている。間違いなく。

「あ、あ、あんた、リンスレットと二人でなにしてたの？」

「いや、これはだな、泳ぎの訓練──」

　答えかけて──カミトはハッと口をつぐんだ。

　リンスレットからは、泳げないことを内緒にして欲しいと頼まれているのだ。

　秘密を打ち明けてくれた彼女の信頼を裏切るわけにはいかない。

　カミトが口ごもっていると、クレアはますます不信感を募らせたようだ。

「ひょっとして、あ、あたしに言えないような不ふ埒らちなことを……」

　ゴゴゴゴゴゴ……！

「ち、違うぞクレア、これはだな──」

　あわてたカミトは咄とつ嗟さに──

「その……ひ、秘密のレッスンだ！」

　そんな言葉を口にしていた。

「……秘密のレッスン!?」

　クレアの眉まゆがキッと吊つり上あがる。

　……まずい。どうやら言葉の選択を間違えたようだ。

「そ、そうですわっ、イケナイ秘密のレッスンですわ！」

　カミトの腕にしがみついたまま、リンスレットが言った。

「い、イケナイ秘密のレッスン……」

「まて、リンスレット、その言い方は誤解を──」

　だが、クレアはどんなことを想像したのか、すでに真まっ赤かになっていた。

「……～っ、カミト、こ、この変態っ、い、いやらしいわっ！」

　ぽかぽかぽかっ。

「落ち着け、違うからな！　おまえの考えてるようなレッスンじゃないからな！」

「クレア、秘密のレッスンの邪魔をしないでくださる？」

　リンスレットがふっと余裕の笑みを浮かべて挑発する。

「……っ、あ、あんた、カミトから離れなさいよ！」

「あら、どうしてですの？」

　睨にらみ合い、火花を散らす火ひ猫ねこ少女と氷ひよう魔まのお嬢様。

　……またいつもの喧けん嘩かがはじまった。

「カ、カミトはあたしの奴隷よ、あんたになんてあげないんだから！」

「いいえ、カミトさんはわたくしのものですわ！」

　むぎゅーっとお互いのほっぺたを引っぱる二人のお嬢様。

　……一流の精霊使い同士の低レベルな争いが展開されていた。

　激しい水みず飛沫しぶきを立てながら、くんずほぐれつ、水着をつかみ合う二人。

　リンスレットはもう普通に立っている。ここは浅瀬なので足がつくのだ。

　ずれた水着の隙すき間まから覗のぞく胸やお尻しりに、カミトは思わず赤くなった。

「い、いい加減にしなさいですわっ！」

　リンスレットがクレアの胸に手をかけ、水着を引っぱった。

　と、その瞬間。

　赤い水着の紐ひもがはらっとほどけ落ち──

「……っ!?」

　時間が止まった。

　クレアはすぐに両手で胸を隠すが、もう遅い。

　可愛かわいらしい小さな膨らみが、カミトの網膜に強く焼き付いてしまった。

「……み、見た？」

「……すまん」

　正直にうなずくカミト。

「あ、うう……」

　クレアはカアッと耳まで真まっ赤かになって──

「……～っ、ふあああああんっ!?」

「クレア！」

　たちまち森の中に姿をくらましてしまった。

「やれやれ……」

「わ、悪いことをしてしまったかしら……」

　リンスレットはしゅんと反省していた。

　湖の奥には暗い森が広がっている。

　精霊王の聖せい域いきとはいえ、森には危険な精霊や魔獣が生息しているかもしれない。

　クレアが一流の精霊使いであることはわかっているが──さすがに心配だった。

　カミトはため息をつくと、森の中へ消えたクレアを追いかけた。
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　暗い森の中を駆けながら──

（カ、カミトに胸を見られたわ……！）

　クレアはカアッと赤面した。

　顔から火が出るほど恥ずかしい。

（もうっ、なによなによ、ばかっ！）

　裸なら、最初に出会ったときに見られている。

　けど、二ヶ月前といまとでは、ぜんぜん違うのだ。

　どうしてかはわからないけれど……。

（な、なんでこんなに……ドキドキするのよ）

　クレアは立ち止まると、トクンと脈打つ胸を押さえた。

　そう、裸を見られたことがいやなんじゃない。

　成長しない貧相な胸を、カミトに見られたことがショックなのだ。

（こ、こんな小さな胸、おかしいわよね……）

　ふよっ。ふよっ。

　やわらかい胸を指先で摘つまみながら、きゅっと唇を噛かみしめる。

　クレアは本で読んだことがあるので知っていた。

　男の子はみんな、胸の大きな女の子が好きなのだ。

　それは、きっとカミトだって例外ではない──

　さっきだってカミトは、胸の大きなリンスレットにデレデレしていた。

（な、なな、なにがイケナイ秘密のレッスンよ、あ、あのばか！）

　思い出すと、ふたたび怒りがこみあげてきた。

　いったい、二人は岩場の陰でなにをやっていたのか──

「べ、べつに、あいつが誰だれと仲よくしようと関係ないけど……」

　──拗すねるようにつぶやいた、その時だ。

　ふと、クレアは首筋に寒気のようなものを感じた。

「……誰!?」

　振り向き、鋭く声を発する。

　と。

「ふーん、意外と鋭いんだね、お姉ちゃん。でも、群れからはぐれるのはよくないわ」

　木こ立だちの中から影のようにあらわれたのは──

　黒いフードを被かぶった一人の少女だった。

　わずかに覗のぞく暗灰色アツシユグレイの髪。青く透き通った瞳ひとみ。

　身長は小柄なクレアよりもさらに小さく、幼い少女のようだ。

（──こんな場所に子供が？）

　クレアは訝いぶかった。

〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こというわけではなさそうだ。

　可能性として考えられるのは、他ほかのチームの代表だろうか。

「あたしに、何か用？」

　クレアは警戒しながら訊きいた。

　さっき感じた寒気、あれは殺気に近いものだった。

　相手が幼い少女とはいえ、油断するわけにはいかない。

　少女はくすっと笑った。

「お姉ちゃんには消えてもらうわ。兄様のために」

「……っ!?」

　刹せつ那な、クレアは素早く反応して跳んだ。

　地面から湧わき出でた水が、無数の触手となって襲いかかってきたのだ。

（……っ、水精霊の使い手!?）

　のたうつ水の触手が木々の枝を粉々に叩たたき折った。

　クレアはタッと地面に降り立つと、口の中で精霊語の召喚式サモナルを紡ぐ。

　──紅あかき焔ほのおの守護者よ、眠らぬ炉の番人よ！

　──いまこそ血の契約に従い、我が下に馳はせ参さんじ給たまえ！

「──スカーレット！」

　虚空を裂いて紅ぐ蓮れんの炎ほのおを纏まとう火猫ヘルキヤツトが姿をあらわした。

　火猫はすぐに炎の鞭フレイムタンとなってクレアの手に収まる。

「あんた、誰だれに喧けん嘩かを売ったかわかってるの？」

「もちろんよ、クレア・ルージュ。災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹」

「ずいぶん調べてるみたいね！」

　クレアは炎の鞭を薙ないだ。

　真紅の斬ざん閃せんが弧を描き、森の木々をいとも簡単に切断する──

　だが、地面から飛び出した水の触手は、炎の鞭を簡単に絡めとった。

「なっ──」

「お姉ちゃんの炎精霊じゃ、この〈スキュラ〉を倒すことはできないわ」

「……スキュラ？」

　クレアはその名前を学院の資料で読んだことがあった。

　精霊使いが単独で運用できる特殊工作用の軍用精霊だ。その汎はん用よう性せいの高さが危険視され、ランバール戦争後は各国で封印廃棄されていたはずだが──

　そこで、クレアはハッと気が付いた。

　封印廃棄された軍用精霊を使う暗殺者──

「あんた、まさか飛行艇を襲った……きゃっ！」

　瞬間、地面から伸びてきた水の触手に、クレアの足が絡めとられる。

　触手はぬるぬると全身に絡みつき、そのままクレアの身体からだを宙に持ち上げた。

「……っ、このっ、離しなさい……！」

　必死に炎の鞭フレイムタンを振るうが、鞭むちは透明な水精霊の中をすり抜けるだけだ。

　相手は炎精霊と最も相性の悪い水属性の精霊。

　おまけにこの場所は、炎精霊の力の弱まる水辺だった。

　高位精霊のスカーレットとはいえ、抜け出すことは難しい。

　ぬるぬるした水の触手は水着の隙すき間まから容赦なく入りこんでくる。

　ふとももに絡みつく、おぞましい感触。

「……ぁ、ん、な、なにするのよっ、いやぁ……！」

「ふふっ、みっともない格好ね、お姉ちゃん。でもすぐに楽にしてあげるわ」

　少女は、身動きのとれないクレアに向かってゆっくりと近付いた。

「……っ、どうしてあたしを狙ねらうの？」

「お姉ちゃんが、兄様を堕落させたからよ」

「……兄様？」

　クレアはハッとした。ふと脳裏に思い浮かんだのは──

「ひょっとして、カミトのこと？」

「おまえなんかが軽々しく兄様の名前を呼ばないで」

　水の触手がクレアの頬ほおをパシッと打った。

「くっ……」

「お姉ちゃんを殺せば、兄様はきっと目を覚ましてくれるわ」

「な、なによ目を覚ますって！　カミトはカミトでしょ！」

「知ったふうな口を聞かないで」

　ゾッとするほど静かな口調。クレアの背筋に鋭い悪寒が走った。

「お姉ちゃんこそ、兄様のなにを知っているの？」

「え？」

　少女のその言葉に──

　クレアはハッと目を見開いた。

（……そうだ。あたしはカミトのことをなにも知らない）

　たとえば、カミトを兄様と呼ぶこの少女。

　カミトに妹がいたなんて、ぜんぜん知らなかった。

　この少女は知っているのだろうか。

　クレアの知らないカミトの過去を。

　ズキン──と胸が痛む。痛みの正体はわからないけれど。

「さようなら、お姉ちゃん」

　少女が水精霊に獲物の捕食を命じる──

「……っ!?」

　刹せつ那な、剣けん閃せんがひらめいた。

「──クレア！」





　　　　◇






　地面に突き立つ短剣の刃。

　少女は素早く跳躍すると、宙でくるっと回って着地した。

　水精霊スキユラの力が弱まったその一瞬、火猫ヘルキヤツトの姿に戻ったスカーレットが触手を斬きり裂く。投げ出されたクレアの身体からだを、カミトが両腕で抱きとめた。

「カ、カミト……」

「クレア、下がってろ」

　カミトはクレアをそっと地面に下ろすと、目の前の少女と対たい峙じした。

（まさか、精霊使いがいるとはな──）

　エストを連れてこなかったことを後悔する。

　さっきの短剣をかわした動きでわかった。相手は手て練だれの暗殺者だ。

　地面に突き立った短剣がふっと消滅する。武器複製ウエポン・ワークスの精霊魔術──剣精霊と契約したカミトの使える数少ない精霊魔術のひとつだった。

（さっき、湖で感じた気配はこいつか……）

　カミトは少女の姿を観察した。フードを被かぶっているせいで顔は見えない。

　少女の唇が、かすかに震えるように動いた。

「……兄様」

「え？」

　瞬間、水精霊が再生し、無数の触手となって襲いかかる。

「かはっ！」

　腹をえぐる衝撃。

　カミトは吹っ飛ばされ、汚泥の地面に叩たたきつけられた。

「痛いてぇ……」

「カミト！」

　倒れたカミトにクレアが駆け寄った。

「なんでよけないのよ！　あんたなら、あんな攻撃──」

　そこでクレアは口をつぐんだ。……そう、よけられないはずがないのだ。

「……あたしをかばって？」

「お嬢様の顔に、傷をつけるわけにはいかないからな」

　唇の血をぬぐい、カミトはよろよろと立ち上がった。

　そこへふたたび、水の触手が鞭むちのように振り下ろされる。

　カミトは咄とつ嗟さに腕をかかげて防御した。だが、どれほど鍛えた肉体であろうと、人間が精霊の攻撃を受けきることなど不可能だ。

　鈍い衝撃。骨の砕ける音が響く。

「……ぁぐっ！」

「兄様、どうして邪魔をするの？」

　地面に倒れこむカミトに向かって、少女は悲しそうにつぶやいた。

「……兄様？」

　たしか、さっきもカミトのことをそう呼んだ。

　近付いてくる少女。フードの隙すき間まから覗のぞく暗灰色アツシユグレイの髪が揺れる。

「おまえ、まさか──」

　カミトがハッと目を見開く。

　少女は手を振りかざし、水精霊に攻撃の命令を下す──

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　刹せつ那な、飛来した無数の氷の矢弾が、水精霊の本体を撃ち抜いた。

　一瞬で氷の彫像と化す水精霊。そこへ──

「いまですわ！」

「──喰くらえ、灼しやく熱ねつの劫ごう火か球！」

　クレアの放った火炎球フアイアボールが直撃した。

　すさまじい大爆発。

　無数の氷の破片となって砕け散る水精霊。

「ふっ、他愛たわいもないですわね」

　魔弓の弦をピンと弾はじき、ふぁさっと髪をかきあげるリンスレット。

　余裕の仕草だが、全力でカミトを追ってきたらしく、息を切らしていた。

「リンスレット、助かった……」

　カミトは痛みにうめきながら立ち上がる。

　リンスレットとクレアはそれぞれ精霊魔装エレメンタルヴアツフエを構え、暗殺者の少女と対たい峙じした。

「あーあ、やられちゃった。〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉を使わないとこんなものね」

　だが、精霊を失ったというのに、少女の態度には余裕があった。

　子供っぽい仕草でぺろっと舌を出すと、フードを跳ね上げる。

「……っ!?」

　暗灰色アツシユグレイのツインテール。可か憐れんな幼い顔立ち。

　四年前とほとんど変わらない面影に、カミトは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「ミュア……」

「ミュア？」

　クレアが訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「ミュア、どうして……」

「兄様は、とても弱くなってしまったわ」

　少女はふっと悲しげにため息をつくと、くるっと身をひるがえした。

「でも、安心して。きっとミュアが目を覚ましてあげるから」

　そう言い残して、森の中へと消えてゆく──

「待ちなさい──」「ですわ！」

「待て！」

　追おうとするクレアとリンスレットを、カミトは手で制した。

「ちょっと、どうして止めるのよ！」

「──勝てる相手じゃない」

　カミトの鋭い表情に、息を呑のむ二人。

　やがて、暗殺者の少女は完全に姿を消した。
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「──ミュア・アレンスタール」

　薄暗い部屋のベッドに寝転びながら、カミトはその名前をつぶやいた。

〈怪物モンストル〉の異名を与えられた〈教きよう導どう院いん〉第二位の少女。

（……どうして、あいつがここに？）

　あの日以来、二度と会うことはないと思っていた。

　それが、あんな最悪の形で再会することになってしまった。

　ミュア・アレンスタールは軍用精霊使いの特務兵エキスパート。

　破壊精霊デス・ゲイズに飛行艇を襲わせたのも彼女に違いない。

〈教導院〉の遺児である彼女が、こんな場所にいる理由──

　思い当たることがないわけではない。ほんの数週間前、カミトはもう一人の〈教導院〉の遺児、ジオ・インザーギと戦っているのだ。

　あのとき、事件の背後にいたのは──

（……レスティアが関かかわっているのか？）

　革手袋に覆われた左手がズキッと疼うずく。

　と、その時。コンコンと部屋の扉を叩たたく音が響いた。

「……うん？」

　痛む肋ろつ骨こつを押さえながら、カミトはベッドから起き上がる。

「誰だれだ？」

　ドアを開けると──

「……にゃあ♪」

　可愛かわいい猫がいた。

　いや、正確には頭にネコ耳を生やした、帝国の第二王女様だ。

「……」

「……」

「……えっと。フィアナ、なにしてるんだ？」

　唖あ然ぜんとして訊きくカミト。

「ご、ご主人様に、ご奉仕するにゃん♪」

「……」

　ヒョオオオオ……！

　凍いて付つく冷気が吹き抜けた。

「もう、な、なにを言わせるのよ……」

「いや、わけがわからないんだが……」

　フィアナはこほんと咳せき払ばらいして、

「治癒の儀式よ」

「治癒の儀式？」

　カミトは鸚鵡おうむ返しに訊きき返す。

「カミト君、怪け我がしたんでしょ？」

「ん……まあ、たいしたことないけどな」

「嘘うそね」

　フィアナは指先でカミトの肋ろつ骨こつをぐいっと押した。

「痛いてええええっ！」

「ほら見なさい。私の目は誤ご魔ま化かせないわよ」

　ミュアの水精霊に叩たたきつけられた時の怪我だ。

　隠していたのだが、聖精霊の使い手である彼女にはバレていたようだ。

「ほら、ベッドに寝て」

「おわっ」

　ぐいっとカミトの手を引くフィアナ。

　カミトはそのままベッドに押し倒されてしまった。
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　押しつけられる胸の感触に、思わずドキッとする。

「ち、治癒してくれるのはありがたいが……なんでネコ耳なんだよ？」

「ふふっ、これは儀式の道具なのよ……あっ、道具なのにゃん♪」

　あわてて語尾を直すネコ耳フィアナ。

「うそつけ！　なんかおかしいと思ってたんだ！」

　今朝、荷物を詰めていたとき、たしかにこのネコ耳があった。

　ほかにも、ロープとかロウソクとか鞭むちとか……儀式に使う道具だというので適当に詰めていたが、よく考えてみるといろいろおかしい。

「えっと、カミト君は、こういうの嫌いだった？」

　不安そうな表情で訊いてくるフィアナ。

「いや、き、嫌いじゃないが……」

　カミトはあわてて首を振る。

　たしかに、ネコ耳を生やしたフィアナは可愛かわいい。めちゃくちゃ可愛い。

　思わず頭を撫なでたくなってしまうほどだ。

「……よかった。結構恥ずかしかったんだから」

　フィアナはほっと安あん堵どの表情を浮かべると、自然に体重をあずけてきた。

　艶なまめかしい衣きぬ擦ずれの音。耳もとに触れる熱い吐息。

「……フィアナ!?　その、む、胸があたってるんだが」

「動いたらだめよ。この儀式は身体からだを密着させないと効果がないの」

「理屈はわかるが……」

　カミトはゴクリと唾つばを飲みこんだ。

「……んっ、ちゅっ……ぁんっ」

　可愛らしいお姫様の唇がちゅっと肌に触れ、細く繊細な指先が、痣あざになった肋ろつ骨こつの上をそっとすべる。傷きず痕あとにかすかに触れる濡ぬれた舌先がくすぐったい。

「ふふっ、カミト君、気持ちいい？」

「……っ！」

　この状況でそんなことを訊きかれても、正直に答えるわけにはいかない。

（……けど、たしかに効くんだよな。フィアナの儀式魔術は）

　さすがは〈神しん儀ぎ院いん〉の元エリート姫ひめ巫み女こ。

　治癒が専門というわけでもないのに、その腕は超一流だ。

　負傷した部位の痛みだけでなく、全身の疲れが癒いやされていくのを実感できる。

　カミトは抵抗するのを諦あきらめ、心地よい指先の動きに全身をまかせた。

「……でも、いつもながら驚かされるわね。カミト君の回復力には」

「ああ、俺おれも不思議なんだけどな」

　これまで特に気にしたことはなかったが、どうもそうらしい。

　一般に、精霊使いは神威カムイの流れる経脈が発達しているため、肉体機能の回復が早い。

　しかし、カミトの場合はそれが異常なほどなのだ。

「エストと契約してるからじゃないのか？」

「私も最初はそう思っていたんだけど……」

　契約精霊の属性が、契約者の肉体に影響を及ぼすことはめずらしくない。

　たとえば、クレアの髪が炎ほのおのように逆立つのはその影響だ。剣精霊のエストは鋼はがねの属性を持っているため、肉体が頑がん健けんになっているのかもしれない。

「どうも、それだけじゃなさそうなのよね」

　首をかしげるフィアナ。

　もうひとつの可能性としては呪じゆ装そう刻こく印いんだ。〈教きよう導どう院いん〉で呪装刻印を移植された孤児の中には、人間離れした回復能力を獲得した者もいた。

　だが、無論、カミトの身体に呪装刻印など刻まれていない。

「フィアナの腕がいいんだろ」

　カミトが肩をすくめて言うと、

「逆よ」

「逆？」

「カミト君の身体からだに、私の聖属性の精霊魔術は効きにくいのよ」

「どういうことだ？」

「わからないわ」

　フィアナは首を振った。

「もちろん、まったく効かないわけじゃないけど──手をかざすだけの精霊魔術だとなぜか弾はじかれてしまうの。だからこうして身体からだを密着させる必要があるんだし」

　ふよんっ。

「……フィアナ!?」

「ほら、身体が固いわ。もっと力を抜いて」

　フィアナは悪戯いたずらっぽく笑うと、カミトの耳たぶを甘く噛かむ。

「ま、まて、それはさすがに……」

「言ったでしょ、誰だれにだってこういうことをするわけじゃないのよ？」

　フィアナは不満そうに唇をとがらせ、

「こ、こんなことするのは、す、好きな人だけなんだから……」

　ドレスのような制服の肩かた紐ひもにそっと手をかける──

　ドゴオオオオンッ！

　突然、部屋のドアが粉々に砕け散った。

「……っ!?」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　そこにいたのは──

　燃え盛る炎の鞭フレイムタンを手にしたクレアだった。

「ねえ、カミト、なな、な、なにをしているの？」

　カミトは本気で死を覚悟した。





　　　　◇






「さあ、選びなさい。好みの焼き加減を！」

「だから、あれは治癒の儀式だったんだよ！」

　五分後。カミトは埃ほこりっぽい部屋の床に正座させられていた。

　目の前には革鞭むちをピシピシと打ち鳴らすクレア。

　紅あかいツーテールの髪が逆立っている。……ずいぶんご立腹のようだ。

　クレアはカミトを冷たく見下ろすと──

「ふーん、ネコ耳をつけて？　あ、あんなふうに、おっきな胸を押しつけて？」

「ぐっ……」

　カミトは喉のどの奥でうめいた。

　……だめだ。あのネコ耳のせいでなにを言っても信用がない。

「……まあいいわ」

　と、クレアは肩をすくめ、重いため息をついた。

「べ、べつに、あんたがあのエロ王女となにをしようと、あたしには関係ないし」

「じゃあなんで怒ってるんだよ……」

「う、うるさいわねっ！」

　クレアがキッと睨にらんできたので、カミトは口をつぐんだ。

　……ともあれ、内心ではほっと安あん堵どする。

　機嫌は悪いままだが──ひとまず、この件は見逃してくれるようだ。

　だが、話はそれで終わらなかった。

「カミト」

　ふいに、クレアは真剣な目付きになって──

「あんたに、訊きかなくちゃいけないことがあるわ」

「……」

（……まあ、そうだよな）

　覚悟はしていた。

　というか、さっきからずっと考えていたのは、そのことだった。

「あたしを襲ったあの娘こ──カミトを知ってたわよね」

「ああ」

「兄様ってどういうこと？　あの娘は何者なの？」

「……」

　クレアが疑問を抱いだくのはもっともだ。

　彼女の命を狙ねらった暗殺者が、チームメイトと旧知の仲だったのだ。

　追及されて当然だった。

「どうしたの？　なんで黙ってるのよ」

　クレアの声に軽い苛いら立だちが交じる。

　だが、カミトはクレアから目を逸そらし、口を閉ざしていた。

（俺おれは……）

　ミュア・アレンスタールとの関係を打ち明けるべきだ。理性ではわかっていた。

　だが、そうすれば、カミトが〈教きよう導どう院いん〉出身であることも話さなくてはならない。

　徹底して殺人のための戦闘技術を叩たたきこまれた少年時代。

　決して消すことのできない、あの忌まわしい過去を。

（俺の素性を知ったら、クレアは──）

　軽けい蔑べつされるか。あるいは──同情されるのか。

　いずれにせよ、きっと、これまでと同じ関係ではいられなくなる。

　それが怖かった。

（俺が弱くなったってのは、こういうことなのかもな……）

　クレアから目を逸らしたまま、胸中で自じ嘲ちようする。

　二ヶ月前の自分なら、そんなことは思わなかったはずだ。

　他人からどんな目で見られようと構わなかった。

　レスティアさえ取り戻せれば、それでいい──そう思っていた。

「クレア、悪い……」

「……どうして？」

　クレアの声がかすかに震える。

「あたしにも話せないことなの？」

「……」

「ひょっとして、昔の恋人とか──」

「んなわけあるか」

　半眼でつっこむカミト。

「じゃあ、どうして話してくれないのよ」

「──全部話さないと信用できないか？」

　かすかな苛いら立だちを含んだ、自分でも驚くほど冷たい声。

　ハッと顔を上げると、クレアが驚いたように目を見開いていた。

「そ、そういうわけじゃないわよ。でも──」

「でも、なんだよ？」

「……」

　クレアが疑問に思うのは当然のことだ。

　本当はカミトを心配してくれていることもわかっている。

　だが──いや、だからこそ、口調が刺とげ々とげしくなってしまうのを止められない。

「だって……」

　クレアはきゅっと唇を噛かんだ。

「だって、カミトは自分のこと、ちっとも話してくれないじゃない」

「それは……」

「さっきのことだけじゃないわ。あの闇やみ精霊の娘こ──」

「レスティアのことは、クレアには関係ない」

　カミトは冷たく首を振る。それは完全な拒絶の意思のあらわれだった。

「……そう、わかったわ」

　クレアは震える息を吐くと──

　カミトに背を向け、静かに部屋を出ていった。





　　　　◇






「最低だな、俺おれ……」

　軋きしむベッドに座って、カミトはつぶやいた。

　クレアに身勝手な苛立ちをぶつけてしまったことを、後悔していた。

　だからといって、彼女に過去を話すわけにもいかない。

（俺の過去を知ったら、あいつは……）

　その時、部屋にエリスたち三人が入ってきた。

「カミト、クレアはどうした？」

　エリスがきょろきょろと部屋を見回した。

「ああ、ちょっとな……」

　ばつが悪そうに視線を逸そらすカミト。

「また喧けん嘩かしたんですの？」

　リンスレットがため息をつく。カミトは曖あい昧まいにうなずいた。

「しょうがない娘こですわね。まあ、舞踏会までには帰ってくるでしょうけど」

「舞踏会？」

「開会式セレモニーの舞踏会よ。もちろん、カミト君も出席するのよね？」

　フィアナが訊きいてくる。

「いや、俺おれはいいよ」

「なんですって!?」「なんだと!?」「カミト君！」

　カミトが首を振ると、三人は同時に声を上げた。

「ど、どうしてですの？」

「……舞踏会は嫌いなんだよ」

　カミトにとって舞踏会はちょっとしたトラウマなのだ。

　三年前、レン・アッシュベルとして参戦した精霊剣舞祭ブレイドダンス。あのとき、大勢の貴族の男どもからダンスの申しこみや求婚をされた経験は、いま思い出しても鳥肌ものだ。

　今回は女装するわけではないのだから、関係ないといえば関係ないのだが、一度根ざした苦手意識はなかなか消えてくれない。

「それに礼服も持ってないしな」

「礼服なら頼めば貸してくれますわよ」

「俺は行かないって言ってるだろ」

「ふーん、いいのかしら？」

　フィアナがくすっと笑った。

「……どういうことだ？」

「舞踏会には、精霊剣舞祭に参加する代表が出席するわ。──ということは、あのレン・アッシュベルも来るかもしれないってことよ」

「……っ！」

「ふふっ、どうする？」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむフィアナに、カミトは──

「……わかったよ」

　不承不承といった風ふうにうなずいた。

（……舞踏会、か）

　クレアもドレスを着るのだろうか──ふと、そんな考えが浮かぶ。

「……謝っとかないとな」

　カミトは軋きしむベッドから立ち上がった。

「カミトさん、どこへ行くんですの？」

「ちょっと猫を探してくる。迷子になってるかもしれないからな」
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「──なによ、ばかばかっ、カミトのばかっ！」

　ツーテールの髪を逆立てながら、クレアは城の廊下を走っていた。

　目に浮かんだ大粒の涙を制服の袖そででぬぐう。

　──クレアには関係ない。

　そんなカミトの冷たい声が、頭の中でぐるぐると反響した。

（あたし、カミトに信頼されてないんだ……）

　そう思うと、とても悲しくなった。

　──お姉ちゃんこそ、兄様のなにを知っているの？

　あの暗殺者の少女は、クレアに向かってそう言った。

（そうよ、あたしはカミトのことをなにも知らない……）

　胸がズキズキと痛い。喉のどの奥が苦しい。

　なんだろう、この気持ち。

（……どうして、あたしにはなにも話してくれないのよ）

　足を止め、涙を拭ふいて、クレアはとぼとぼと歩き出した。

　廊下を歩くドレス姿の少女たちが、クレアに怪け訝げんそうな顔を向けてくる。

（……そうだ、今夜は舞踏会があるのよね）

　じつは昨日の夜から、密ひそかに胸躍らせていたのだ。

　新しい水着と一緒に、とっておきのドレスまで用意していた。

（べ、べつに、あいつのために着るわけじゃないけど……）

　ふと脳裏に思い浮かんだカミトの顔を、クレアはあわてて打ち消した。

（でも、あたしのドレス姿を見たら、あいつどんな顔をするのかしら……）

　ぽーっとそんなことを考えてしまい、羞しゆう恥ちに顔を赤らめる。

（な、なに考えてるのよ、カ、カミトなんてもう知らないんだから！）

　きゅっと唇を噛かんだ、その時。

　突然、足下にゆらっと陽炎かげろうが立ち、炎ほのおを纏まとう火猫ヘルキヤツトがあらわれた。

「……スカーレット、どうしたのよ？」

　クレアはきょとん、として屈かがみこむ。

「おやつが欲しいの？　ツナ缶なら部屋にあるわよ」

　スカーレットはぶんぶん首を振る。

　と、スカーレットの口もとで銀の鎖が揺れているのに気が付いた。

「それは……」

　猫の姿をあしらった銀のペンダント。

　二週間前、カミトが誕生日にプレゼントしてくれたものだ。

　宝石箱の中に大切にしまっていたのを、わざわざ持ってきたらしい。

「な、なによ、もう……」

　クレアはペンダントを手にとった。

　男の子からもらった初めての誕生日プレゼント。

　あのときは、本当に嬉うれしかった。

「……」

　クレアは、そっと大切そうにペンダントを胸にしまった。

「……そうね。さっきはあたしも悪かったと思うわ」

　スカーレットの頭を撫なでながら、ふっとため息をつく。

（……あいつの前じゃなきゃ、素直になれるのに）





　　　　◇






「……クレアのやつ、どこいったんだ？」

　迷宮のような城の中を、カミトはクレアを捜して歩いていた。

　……というか、完全に迷っていた。

　なにしろベースとなっているのが、普通の建築物とまったく構造が異なる神話時代の遺跡なのだ。おまけに何百年にもわたって増改築を繰り返したせいで、あちこちの廊下が繋つながって、さながら迷宮のようになっている。同じような部屋がいくつも並んでいるのも方向感覚を狂わせる原因だ。

（……これで迷わないほうがおかしいな）

　陽ひは落ちかけて、開会式セレモニーの時間も近付いてきている。

（一度、部屋に戻るか。入れ違いになってるかもしれないし──）

　と、カミトはそこで足を止めた。

　廊下を抜けたところに、噴水付きの庭園があらわれたのだ。

「へえ、こいつはすごいな……」

　その美しい光景に思わず目を奪われる。

　庭園には無数の花々が咲き誇り、小さな光の精霊たちが集っていた。

　噴水から滾こん々こんと湧わき出だす水は、清らかな聖性に満ちている。

（もしかすると、姫ひめ巫み女この禊みそぎ場なのかもしれないな）

　そんなことを考えながら、カミトはそっと庭園に足を踏み入れた。

　宙を舞っていた精霊たちが、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

　噴水の周囲には、石で造られた五体の彫像が並んでいた。

　元素精霊界アストラル・ゼロを統すべる五大精霊王エレメンタル・ロードの立像だ。

　燃えさかる剣を構えた戦士──火の精霊王〈ヴォルカニクス〉。

　穏やかな目をした少年──風の精霊王〈ベルファール〉。

　鉄の大おお槌つちを振りかざした巨漢──地の精霊王〈ロッド・ギア〉。

　胸に水みず瓶がめを抱えた女性──水の精霊王〈イセリア・シーウォード〉。

　天てん秤びんと錫しやく杖じようを手にした老人──聖の精霊王〈アレクサンドロス〉。

　人々に恩恵と災厄の両方をもたらす、あらゆる精霊の創造主。

　無論、実際の精霊王がこのような姿をしているわけではない。

　彫像は、精霊王の似姿を人々が想像して擬人化したものだ。

「これも神話時代の遺跡か……」

　みごとな彫像だった。少なくとも、ここ数百年のあいだに造られたものではない。さほど遺跡に造ぞう詣けいの深くないカミトでも、それくらいはわかった。

　素材となっている石も普通の石ではない。貴重な精霊鉱石が使われているようだ。

　さらに近付いてみると、

「ん？」

　カミトはふと違和感を覚えた。

　精霊王の似姿を模した五体の彫像。その側に──

　打ち砕かれて膝ひざから下だけが残った、もうひとつの彫像があったのだ。

　それは、この美しい庭園にそぐわない、ひどく場違いなものに思えた。

（……どうして、こんなものが？）

　無惨な姿を晒さらしている、膝から下だけの彫像。撤去されずに残っているのは、これが貴重な古代遺産だからに違いないが。

「……っ!?」

　その時。ふとカミトの脳裏に思い浮かんだものがあった。

　そう、あれはたしか。

（廃鉱都市にあった古代の真しん祭さい殿でん……）

　この構図は、あの扉に刻まれていた彫刻レリーフとよく似ている。

　五大精霊王の似姿と、一カ所だけ不自然に剥はぎ取とられた彫刻。

（あのとき、エストがなにかつぶやいたんだよな……）

　状況が切迫していたので、つい聞き逃してしまっていたが……

「たしか……」

「──後のちの時代に存在を消された、闇の精霊王レン・アツシユドール」

　突然、背後から聞こえてきた声に──

　カミトはハッとして振り向いた。

　闇やみ色いろのドレスを身に纏まとった、黒髪の美しい少女が、噴水のそばに佇たたずんでいた。

　くすっと悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ表情。優しい黄昏たそがれ色の瞳ひとみ。

　ずっと探していた──ずっと逢あいたかった少女が、そこにいた。

「レスティア……」

「子猫を捜していたら、幽霊がでてきたみたいな顔ね」

　彼女は微笑すると、軽くステップを踏むように歩いてきた。

「……」

　カミトは動けない。ただ目を見開いて立ちつくしている。

　カミトの前に来ると、闇の少女はつま先を伸ばして背伸びした。

「ずいぶん伸びたのね。あの頃ころは私と同じくらいだったのに」

「レスティア、おまえは……」

　カミトがハッと我に返る。

「そんなに怖い顔しないで、カミト」

「……っ！」

　まるで微睡まどろみを誘うような、優しく甘い声。

　変わらない。なにもかもが、三年前と残酷なまでに変わらない。

　左手の刻印が、火傷やけどしそうなほどに熱くなっていた。

（……っ、どうしてそんな表情をするんだよ！）

　──おまえは誰だれだ？

　──どうして、レスティアの姿で俺おれの心をかき乱すんだ！

　本当は、目の前の少女に向かって、そう叫びたかった。

　だが──

　出かかった糾弾の言葉を、喉のどの奥で押しとどめる。

　……わかっていた。彼女が本物の契約精霊レステイアだということは。

　たとえ彼女がどんなに変へん貌ぼうしていようと、見間違えるはずがない。

　心を閉ざしていたカミトに、初めて光をくれた少女。

　ずっとそばにいて、あたたかい安らぎを与えてくれた。

　しかし、いまは──

「……」

　カミトは唇を強く噛かんだ。

　三年前の、あのときのままで逢えると思っていた。

　何が彼女をこんなにも変えてしまったのか。

　あるいは、彼女があの〈願い〉に呑のみこまれたとき、何かが壊れてしまったのか。

（俺おれは、三年前のあのとき──）

　精霊王に、いったい何を願ったのか。

　訊ききたいことはいくらでもあった。

　そして、訊かなければならないことも。

　少し迷ってから、カミトは口を開いた。

「レスティア……」

「ん？」

　可か憐れんに首をかしげる闇やみ精霊。

「あの軍用精霊に飛行艇を襲わせたのは、おまえなのか？」

「あれは〈彼女〉の指示よ。私じゃないわ」

　レスティアは答えると、打ち砕かれた彫像の上に腰掛けた。

　足を組み、物憂げに頬ほお杖づえをつくその姿は、堕おちた女神のように美しい。

「それは、俺の名を騙かたるもう一人のレン・アッシュベルのことか？」

「彼女はあなたの名を騙っているわけではないわ、カミト」

　レスティアは優しく微笑ほほえんだ。

　まるで何も知らない幼い子供に諭すように。

「彼女もまた、本物のレン・アッシュベルなのよ」

「どういうことだ？」

「残念だけど、いまのあなたにその意味を教えることはできないわ」

　レスティアは静かに首を降った。

「……どうして、いまさら俺の前にあらわれた？」

「警告よ」

「警告？」

「あなたの過去が、あなたの大切なものを壊そうとしているわ」

「俺の過去……」

　カミトはつぶやいて──

「──〈教きよう導どう院いん〉の遺児か」

「ええ。ミュア・アレンスタールは〈彼女〉の命令を無視して暴走している。まあ、〈彼女〉は敢あえて看過しているようだけど」

「ミュアは、どうして俺たちを狙ねらうんだ？」

「狙っている獲物はあなたではないわ。あなたの大切な女の子たちよ」

「なんで、あいつはそんなこと……」

「決まってるじゃない。大好きなお兄ちゃんをとられたからよ」

「……」

　たしかに、ミュア・アレンスタールはカミトの命を狙ねらっていたわけではなかった。

　もしそうなら、あの時、精霊魔装エレメンタルヴアツフエの使えなかったカミトを見逃すはずがない。

　クレアは優秀な精霊使いだ。エリスも、リンスレットも、戦闘訓練を受けていないフィアナでさえ強力な騎士精霊と契約している。

　だが、彼女たちは精霊使いであると同時に、普通の女の子なのだ。

　優しくて、素直じゃなくて、紅茶と甘いお菓子が好きなお嬢様。

（けど、〈教きよう導どう院いん〉の遺児は違う──）

　かつてのカミトがそうであったように──

　幼い頃ころから、破壊と殺さつ戮りくの技術だけを教えこまれてきた存在だ。

　それは精霊を愉たのしませるための剣舞ではない──純粋な戦闘技能。

　学院にいた貴族のお嬢様たちとは、住んできた世界がまったく違うのだ。

　精霊剣舞祭ブレイドダンスの代表生といえど、戦えば勝ち目はない。

「──させない、そんなことは」

　カミトは低くうめいた。

　クレアも、エリスも、フィアナも、リンスレットも、エストも──

「俺おれの仲間は絶対に守る」

「できるかしら？」

　レスティアは指先を唇にあて──

「〈教導院〉の遺児は謂いわば過去のあなた。ジオ・インザーギ程度の相手に苦戦するいまのあなたに、彼女たちを止められるとは思えないけど」

「関係ない。俺は、命に代えてもあいつらを守るからな」

「ふうん、ちょっと妬やけるわね」

「──だからレスティア、おまえも守ってみせる」

「……っ!?」

　レスティアは目を見開いた。

　黄昏たそがれ色の瞳ひとみに、はじめて動揺の色が浮かぶ。

「──変わっていないのね、そういうところは」

　彼女はふっと肩をすくめると、おもむろに立ち上がった。

　そして、トンと前に足を踏み出すと──

「嬉うれしいわ、カミト」

　背伸びして、カミトにそっと口付けした。

「……っ!?」

　数秒間、そのままの姿勢で固まるカミト。

　頭の中は痺しびれて真っ白になっていた。

「……んっ」

　レスティアがゆっくりと唇を離す。

　そして、まだ呆ぼう然ぜんとしているカミトの耳もとで囁ささやいた。

「待っているわ、カミト。あなたが魔王の後継者として目覚めるのを」

「レス……ティア……？」

　伸ばしたカミトの指先は、しかしむなしく虚空を掴つかむ。

　闇やみ精霊の少女は、黒い霧となってカミトの前から姿を消した。





　　　　◇






「……」

　庭園に続く廊下の陰で、クレアは呆然と立ちつくしていた。

　カミトを探している途中、庭園で闇精霊の少女と話すカミトの姿が目に入った。

　あの闇精霊の少女は危険だ──すぐにスカーレットを召喚しようとしたが、カミトが少女と話している様子を見て思いとどまった。

　二人は、まるで長いあいだ逢あえずにいた、恋人のように見えたのだ。

　そのまま、クレアは出ていくタイミングを失ってしまった。

　二人の話の内容は、廊下からではほとんど聞こえなかった。

　聞こうと思えば聞けたのかもしれないが、カミトが話したがらなかった過去を、そうやって聞いてしまうのは、なんだか卑ひ怯きような感じがしたのだ。

　そうしているうちに、見てしまった。

　二人がキスしたのを。

「あ──」

　ぽたっ。

　涙のしずくが床に落ちた。

（やだ、どうして涙なんて……）

　制服の袖そででごしごしと目をこする。

（どうして、どうしてよ……）

　どうして、こんなにも──胸が痛いのか。

（……カミト、嫌そうじゃなかった。ぜんぜん抵抗しなかった）

　あふれてくる涙は止まらない。

　クレアはその場から逃げ去るように廊下を駆けだした。





　　　　◇






　浮遊島〈ラグナ・イース〉の神域に存在する巨大な地下空洞。

　本来ならば〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こでさえ立ち入ることの許されないその場所に──いま、二つの靴音が反響していた。

　足音のひとつは〈教きよう導どう院いん〉の遺児、リリィ・フレイムのものだ。

　前を歩く主君の背中に向かって、報告書の内容を読み上げている。

「交戦の結果、ミュア・アレンスタールは破壊精霊デス・ゲイズを損壊。この結果を受けて、教国の軍幹部からは激しい抗議が来ています」

「言わせておけ。保身のことしか考えぬ、無能な老人どもだ」

　報告を受けた相手が容赦のない口調で告げた。

　長い黒髪を腰まで伸ばした少女だ。

　黒い外がい套とうを身に纏まとい、顔には鬼神の姿を模した緋ひ色いろの仮面を付けている。

　リリィは主君の反応に驚きはしなかった。同盟者であるはずのアルファス教国も、彼女にとっては目的を遂行するための道具でしかないのだ。

「しかし紅蓮卿カーデイナル、今後の軍用精霊の調達は──」

「リリィ、ここではその名前で呼ぶなと教えたはずだが？」

「申し訳ありません。──レン・アッシュベル」

　主君の冷淡な声に、リリィはゾクッと身を震わせた。

　静寂の地下空洞に硬い靴音が響く。手にした精霊鉱石の照明は、壁に刻まれた不気味な彫刻の数々を映し出している。〈神儀院〉の姫巫女も立ち入ることを禁じられたこの地下空洞の道を、なぜ彼女は知っているのか。

　あるいは、きわめて高位の姫巫女──それこそ〈精霊姫〉に近い地位の者なら、ここに入ったことがあっても不思議ではないが。

「レスティアが、彼と接触したそうだな」

　真紅の仮面の少女──レン・アッシュベルが口を開いた。

「はい。あなたの命令を無視して勝手なことを──」

「あの闇やみ精霊は私の配下ではなく対等な同盟者だ。私に従う義務はない」

「……はい」

　リリィは不満そうに唇を噛かみしめた。彼女には、主君の手足となるべく集められた駒こまが、それぞれ勝手に動いているのが歯は痒がゆかった。

　紅蓮卿カーデイナル──レン・アッシュベルに真の忠誠を誓っているのはリリィだけだ。同じ〈教導院〉の遺児であるミュア・アレンスタールはカゼハヤ・カミトのことしか頭にないし、あの闇精霊の少女もなにを考えているのか掴つかめない。

「それに、私も今こ宵よい、彼とまみえることになるのだしな」

「舞踏会に出席されるのですか？」

　リリィがかすかな驚きの声を上げる。

「レン・アッシュベルは前大会の優勝者だ。不参加というわけにもいくまい」

「しかし、お召し物の用意は──」

「夜会用のドレスくらい持っている。ほとんどは妹に残していったがな」

「妹君がおられたのですか？」

「……」

　その質問に対して返事はなかった。

　主君の機嫌を損ねたかと思い、リリィはあわてて言葉を紡いだ。

「ミュアの報告では、彼はまだ目覚めていないとのことですが」

「もはや悠長に待っている時間はない。いまだ目覚めぬというのなら、この手で目覚めさせてやるだけのことだ。もし耐えられなければ、それは彼に魔王の後継者たる資格がなかったということ──計画を変更するだけだ」

「──だめよ。兄様を目覚めさせるのは、ミュアの役目なんだから」

　と、背後の暗くら闇やみから声がした。

　姿をあらわしたのは、暗灰色アツシユグレイの髪の少女──ミュア・アレンスタール。

「ミュア、なにをしていた!?」

　リリィが鋭い声を発する。

「ちょっと遊んできただけよ。兄様を堕落させるお姉ちゃんたちと」

「……っ、勝手なことを！　また許可なく軍用精霊を使ったのか」

「たいした奴やつじゃないわ。特殊工作用の〈スキュラ〉よ。よわっちくて、すぐやられちゃったけど。こんどはもっとマシな精霊をよこしてくれないかしら」

「……っ！」

　むっと頬ほおをふくらませるミュアに、リリィは頭をかかえた。

　純粋な戦闘タイプでない〈スキュラ〉級の精霊でも、教国にとっては貴重な軍事力だ。このことが判明すれば、軍幹部の連中はますます頑かたくなになるだろう。

「よく聞け。教国の連中は、精霊剣舞祭ブレイドダンスの本戦が始まるまで、我々に軍用精霊を提供しないと通達してきた」

「ふーん、ずいぶん舐なめた真ま似ねをしてくれるじゃない」

「おまえが命令を無視して破壊精霊デス・ゲイズを失ったからだ」

「だって、兄様と遊びたかったんだもの」

　ミュアが拗すねたように唇をとがらせる。

「とにかく、精霊剣舞祭の本戦が始まるまでは、おとなしくしていろ。命令があるまで彼には手を出すな──」

「命令？」

　ミュアは不思議そうに首をかしげた。

　すっと目の光が消える。

「ねえ、リリィ？　いったい誰だれがミュアに命令するの？」

「──っ!?」

　リリィの背筋にゾクッと悪寒が走った。

　全身の肌が粟あわ立だつような戦せん慄りつ。心臓を素手でじかに掴つかまれたような恐怖。

「ねえ、教えてよ──」

　ミュアの右手に刻まれた精霊刻印が、禍まが々まがしい輝きを放つ──

「ミュア・アレンスタール」

　レン・アッシュベルが声を発した。

「うん？」

「おまえは私の配下ではなく同盟者だ。誰もおまえに命令などしない」

　ミュアはにこっと笑った。

「わかってるならいいわ。ミュアに命令できるのは兄様だけなんだから」

　ミュアが機嫌を直すと、リリィはほっと安あん堵どの息をつく。

「でも、困ったわね。軍用精霊がないんじゃ、お姉ちゃんたちと遊べないわ」

「ならば、これを使ってみるか──〈怪物モンストル〉よ」

　レン・アッシュベルは懐から指輪をとりだすと、ミュアに向かって投げよこした。

「これは？」

　訝いぶかしげな表情で指輪を眺めるミュア。

　装飾のない銀の指輪だ。表面に細かな精霊語の文字が彫られている。

「殲せん滅めつ精霊〈ティアマット〉──かつて精霊王が、闇やみの王の軍勢を滅ぼすために創造した、精霊兵器だ。〈神しん儀ぎ院いん〉の手によって軍用精霊として調整カスタマイズされている。おまえの〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉にも十分耐えられるはずだ」

「……これ、ミュアにくれるの？」

「好きに使うがいい。同盟者であるおまえへの友ゆう誼ぎの証あかしだ」

「なかなか気が利くじゃない。いいわ、もらっといてあげる」

「ミュア、軍用精霊は玩具おもちやじゃないぞ！」

「玩具よ。ミュアにとってはね」

　リリィに向かって肩をすくめ──

　ミュアは中指にはめた指輪をぺろっと舐なめた。





　　　　◇






「──もうすぐよ、兄様。ミュアが邪魔なお姉ちゃんたちを消してあげるから」

　暗い地下空洞を歩きながら、ミュア・アレンスタールはひとり微笑ほほえんだ。

　彼女が〈教きよう導どう院いん〉の施設に連れてこられたのは、わずか四歳の時だ。

　帝国辺境の寒村で生まれた彼女は、貴族の血筋ではなかったが、生まれついて精霊契約の力を持っていた。

　村人たちは精霊使いが生まれたことを喜び、彼女を大切に育て上げた。

　そして四歳の誕生日、彼女を村の守護精霊のもとに連れて行った。

　ミュアを守護精霊と契約させ、村を繁栄させるために。

　だが、彼女が契約の儀式を交わした途端、守護精霊は狂乱した。

　これまで、村を守ってきたのと同じ炎ほのおで村を焼き払い、自身も消滅したのだ。

　ミュアの力──それは、精霊を狂わせてしまう異能の力だった。

　村を追われた彼女は、やがて教導院に連れ去られ──

　そこで、〈怪物モンストル〉になった。

　心を奪われ、幼い肉体に呪じゆ装そう刻こく印いんを刻まれ、殺さつ戮りくの技術だけを徹底して仕込まれた。

　生まれついた異能によって精霊を滅ぼしてしまうミュアは、契約精霊と心を通わせることさえできなかった。

　孤独と殺戮の日々は少女の心を蝕むしばみ、ゆるやかに壊していった。

　そんなある日のことだ──施設に連れてこられた一人の少年と出会ったのは。

『お前、いつも一人なんだな』

『そうよ。ミュアはずっと一人だもの。ミュアが話すのは殺す相手だけ』

『なら、僕が友達になってやるよ』

『ふん、ばかみたい。ここで友達なんて』

『じゃあ、お兄さんだ。ミュアが妹な』

『……なにを勝手に決めてるのよ、ばかね』

　彼と交わした最初の会話。きっと少年は覚えてさえいない。

　それでも、ミュアは覚えている──壊れた心の片隅で。

「──兄様は、ミュアだけのものよ」

　地下空洞から地上に出ると、陽ひはほとんど落ちかけていた。

　城館では精霊剣舞祭ブレイドダンスの開会式セレモニーが始まる頃ころだ。

「だから許さない。兄様に近付く奴やつは、絶対に」
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　夕刻。代表生の宿舎となっている城館で精霊剣舞祭ブレイドダンスの開会式セレモニーが始まった。

　城館の大ホールには、すでに大勢の賓客が集まって談笑していた。

　流れる優雅な音楽。精霊鉱石をふんだんにあしらったシャンデリア。

　中央に並んだテーブルには、贅ぜいをこらした魚料理や肉料理、果物が並べられている。

　開会式に招かれているのは、各国を代表する精霊使いと、身分の高い王侯貴族だ。

「今回は我が国の代表が勝たせてもらいますぞ」

「なんの、我が白の騎士団には最高峰の精霊使いがいますからな」

　表面上は礼儀正しく振る舞いながらも、激しい舌戦を繰り広げる貴族連中に、礼服姿のカミトは心底うんざりした視線を向けた。

（……ったく、おまえらが剣舞を奉納するわけじゃないってのに）

　一方、精霊剣舞祭に出場する少女たちは、緊張した面持ちだ。

　大陸の主要各国で選抜された、いずれ劣らぬ一流の精霊使い。

　彼女たちがカミトとほぼ同い年なのは、精霊剣舞祭の出場条件が、精霊王の託宣によって二十歳以下の姫ひめ巫み女こと規定されているためだ。

　これは精霊剣舞祭に限ったものではなく、精霊に奉納する重要な祭儀においては、ほとんどが同じ条件であった。精霊は若く清らかな乙女の捧ささげ物を最も好むのだ。

「……にしても、あいつらまだ来てないのか？」

　鴨かも肉にくのソテーの皿を手にしたまま、カミトは周囲をきょろきょろと見回した。

　チームメイトのお嬢様たちの姿はまだ見あたらない。

　ひょっとすると、ドレスの着替えに手間取っているのかもしれないが──

　気になるのは、喧けん嘩かしたままのクレアが来るかどうかだった。

　結局、あの後、城の中でクレアと出会うことはできなかったのだ。

　ホールの入り口を見ていると、一人の少女が姫巫女を困らせているのが目に入った。

「動物はご遠慮ください！」

「むー、獣ではない！　このオオカミは森の仲間だ！」

「仲間でも、だめなものはだめです！」

　……どうやら、樫の賢者ドルイドの娘がホールにオオカミを連れこもうとしているようだ。

　違うチームとはいえ、同じ学院代表なのでちょっと恥ずかしい。

　やれやれとため息をつき、カミトは視線を下に落とした。

「エスト、なにかとってやろうか？」

　と、お皿を持った剣精霊の少女に訊たずねる。

「つぎはお魚がいいです、カミト」

「ん、好き嫌いしないのはいい子だ。お嬢様たちはみんな偏食だからな」

　すりすり。なでなで。

　褒めながら頭を撫なでてやると、エストはくーっと目を細める。

　純白のドレスで着飾ったエストは、まるで雪の妖よう精せいのように可愛かわいらしい。

「……エストは可愛いな」

　頭を撫でながら、思わず声に出してしまった。

　エストの小さな耳がぴくっと震えた。

「カミト？」

「あ、いや……」

　カミトは誤ご魔ま化かすように頭をかいた。

　……いまのはちょっと恥ずかしい。

「カミト、もういちど言ってください」

「うん？」

「もう一度です」

　エストは神秘的な瞳ひとみでじーっとカミトを見つめてくる。

「エ、エストは可愛いな」

「カミト、もう一度」

「可愛いよエスト」

「もっと……」

「エスト可愛いよエスト」

「カミト君、なにしてるの？」

「おわっ！」

　振り向くと──

　白いドレスで着飾ったフィアナが、ジト目でカミトを見つめていた。

「いや、いまのは、その……」

　あわてて言い訳しようとすると──

「その前に、なにか言うことはないの？」

「え？　あ、ああ……」

　そこで気付かないほどカミトも朴念仁ではない。いや、指摘されるまで気付かないのだから、やはり朴念仁なのかもしれないが。

　カミトはゴクリと息を呑のみこんだ。

　胸もとの大きく開いた白いドレス。素肌を見せる大胆なデザインなのに、楚そ々そとした気品が感じられるのは、彼女が本物のお姫様だからだろうか。

「……し、白も似合うんだな」

「それだけ？」

　お姫様は拗すねたように唇をとがらせた。

「……えっと、パッドはつけてないんだな」

「怒るわよ？」

「ま、まて！」

　むーっと頬ほおを膨らませるフィアナ。カミトはあわてて首を振る。

　そして──

「……すごく、綺き麗れいだ」

　ようやく素直な感想を口にした。

「ん、合格。カミト君のスーツ姿も似合ってるわよ」

「……おまえな、人前で恥ずかしいこと言わせるなよ」

「ふふっ、最初に褒めてくれなかった罰よ」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむフィアナに、カミトはため息をつくしかない。

「ん、そういえばエストは？」

　いつのまにか、エストがいなくなっていることに気が付いた。

　周囲を見回すと、エストはお皿を持ったままデザートのほうに移動していた。

　カミトと目が合うと、ふいっと顔をそむける。

「妖よう精せいさんの機嫌を損ねちゃったみたいね」

「なんでエストが機嫌を損ねるんだ？」

「ふふっ、女の子の前で、ほかの女の子を褒めちゃだめなのよ」

　フィアナはつんつんとカミトの胸を指でつつく。

「カ、カミトさん、ここにいましたのね」

　と、こんどはドレス姿のリンスレットがやってきた。

　目の覚めるようなマリンブルーのドレス。輝くプラチナブロンドの髪をアップにまとめたその姿は、まるで氷の国に君臨する雪の女王だ。

　ほのかに火ほ照てって色付いた頬。あでやかな薔ば薇ら色の唇。

　いつもの制服姿も、もちろん可愛かわいらしいが──

　着飾ったリンスレットは、ため息が洩もれそうなほど美しかった。

「リンスレット、綺麗だな」

　今度は失敗しないよう、カミトは素直に褒めた。

「え？」

　きょとん、と目を見開くリンスレット。

　その顔がみるみるうちに真まっ赤かになる。

「ふぁっ、な、なにを言いますのっ！」

　氷雪の女王の顔は一瞬にしてとろけてしまった。

「ふーん、カミト君は誰だれにでもそういうことをいうのね。さすが夜の魔王ね」

「俺おれはフィアナのアドバイス通りにしただけだぞ」

　不満そうに唇をとがらせるフィアナを、カミトはジト目で睨にらんだ。

「そういえば二人とも、クレアは一緒じゃないのか？」

「さっき部屋に戻ってきましたわ。カミトさんは会ってないんですの？」

「……ああ」

　どうやら、カミトが捜しに行ったのと入れ違いになってしまったらしい。

「もう、あの娘こってば、昔から本当に世話が焼けるんですから」

　ぷんぷんと頬ほおを膨らませるリンスレット。

（……まだ怒ってるってことだよな）

　カミトは胸中で重いため息をつく。もし舞踏会に来なかったら、あとで料理だけでも持っていってやるか──と、そんなことを思っていると。

「……あ、あの、カミトさん」

「うん？」

　リンスレットがもじもじとカミトを呼んでいた。

「えっと、せ、せっかくですし、その……」

　こほん、こほんこほん。何度も咳せき払ばらいするお嬢様。

　そして、決心したように──

「わ、わたくしと、踊ってみませんこと？」

「……俺と？」

　カミトは戸惑った。

「……だ、だめですの？」

「いや、誘ってくれるのは嬉うれしいが、俺なんかでいいのか？」

「え、ええ、わたくし、他ほかの殿方と踊るのはちょっと怖いですし」

「……なるほど。でも、俺は基本的なステップしか知らないぞ」

　カミトが踊れるステップは、三年前にグレイワースから教えこまれたものだ。

　正直、自信があるとはいえないし、きっと、いまの流行ではない。

「で、でしたら、わたくしが教えてさしあげますわ！」

　だが、リンスレットは嬉しそうに声を上げた。

「ん、そうか？　リンスレットがいいなら、よろしく頼む」

　カミトも年とし頃ごろの少年だ。

　リンスレットのような可愛かわいい子と踊れるというのは、素直に心が躍る。

　白い手袋に覆われた、リンスレットのたおやかな手をそっと握った。

「……っ、カ、カミトさんの手、ですわ……」

　きゅんっ。リンスレットは顔を赤らめる。

「……～っ、ず、ずるいわよ、私も！」

　と、もう片方の手をフィアナが握ってきた。

「お、おい、フィアナ!?　これじゃ踊れないだろ……」

「そうですわ！　早く手をお離しになって！」

　カミトの手をひっぱりあうフィアナとリンスレット。

　二人のやわらかい胸が腕にあたってドギマギする。

　……いつのまにか、三人は周囲の注目を浴びまくっていた。

「なにしてるのかしら？」「修羅場？」「アレイシア精霊学院の代表みたいよ」「連中は舞踏会のマナーも知らないのか」「例の男の精霊使いよ」「ああ、あの例の──」「いやがる女の子を無理矢理……」「二人まとめて相手するなんて」「きっと夜の相手もまとめてしてるんだわ」「なんて破廉恥な！」「でも、彼ちょっとカッコイイかも……」

　ヒソヒソと囁ささやき交わす声。

（っていうか、なぜか非難が俺おれだけに集中しているような……）

　そこへ──

「お、おまえたち！　精霊王の御み前まえで風紀を乱すな！」

　凛りんとした生き真面目まじめな声が飛んできた。

「エ、エリス!?」

　駆けてきたのは、ドレス姿のエリスだ。

　エリスはカミトの腕を引っぱると、二人のお嬢様を手際よく引きはがした。

「きゃっ、なにするのよ」「騎士団長、なにをするんですの！」

「君たちこそ何をしているのだ、まったく……」

　腰に手をあて、文句を言う二人を厳しく叱しかるエリス。

「我々は学院の代表としてここへ来ているのだぞ。もっと自覚を持つべきだ」

　と、今度はカミトの方をキッと睨にらみ──

「カミト、君も──」

　そのまま固まった。

「どうしたんだ、エリス？」

　説教されると思っていたカミトは、拍子抜けしてしまった。

　エリスはぽっと顔を赤らめ、胸の前でもじもじと指を絡ませる。

「そ、その、君はスーツも意外と似合うのだな。ま、馬子にも衣装というやつか」

「そうか？　礼服ってのはどうにも苦手なんだが──」

　照れるように頭をかきながら、カミトはドレス姿のエリスを見つめた。

　彼女が着ているのは華やかな純白のドレス。凛り々りしいエリスのイメージとは対照的に、フリルをふんだんにあしらった、とても女の子らしいドレスだ。

「エリスもよく似合ってるぞ。なんか、お姫様みたいで可愛かわいいな」

「なっ……」

　ポニーテールの髪がぴょんと跳ねる。

「あ、うう……そ、そんな、わ、私は、可愛いなどと……！」

　真まっ赤かになってあわてふためくエリス。

「む、カミト君！」「カミトさん？」

　フィアナとリンスレットがじとーっと睨にらむ。

「な、なんだよ……」

「──噂うわさは本当だったようですね、カゼハヤ・カミト」

「……？」

　棘とげのある声に振り向くと、見知った少女がカミトを鋭く睨んでいた。

「お、おまえは!?」

　胸もとに竜の徽き章しようをあしらった紺こん碧ぺきのドレス。頭には羽根付き帽子をのせている。

　レオノーラ・ランカスター。

　竜皇騎士団の騎士団長にして、ドラクニア竜公国のエース様だ。

「やはりあのとき、斬きり落としておくべきでした」

　レオノーラはカミトを睨んだまま、悔しそうに唇を噛かんだ。

　カミトの背筋にゾッと悪寒が走る。

「竜公女レオノーラ・ランカスター、貴公のお噂はかねがね聞いている」

　突然、エリスが胸に手をあて、彼女に向かって騎士の礼をとった。

「貴女あなたは？」

「アレイシア精霊学院代表、エリス・ファーレンガルト」

「ファーレンガルト公爵家──あのヴェルサリア・イーヴァを輩出した？」

　エリスは顔を上げてうなずくと、

「今回、義あ姉ね上うえはゆえあって出場しないが、貴公のことは清廉な騎士だと聞いている。貴公のような騎士と剣を交えることができるのを嬉うれしく思う」

　レオノーラに向かって利き手を差し出した。

「帝国にも立派な騎士はいるようですね」

　レオノーラはふっと微笑すると、ためらうことなく手を握った。

　同じ騎士どうし、何か共感するものがあるのかもしれない。

（……たしかにこの二人、ノリが似てるからな）

　カミトは胸中で苦笑する。

「しかし、それだけに惜しい。あなたのような立派な騎士が、カゼハヤ・カミトの愛人として囲われているなんて──」

「ちょっと待て！」

　カミトはあわてて声を上げた。

（こ、こいつ、いまなんて──）

「あ、愛人だと!?」

　エリスは耳まで真まっ赤かになって叫んだ。

「そ、そんな破廉恥なっ……わ、私は愛人などではっ──」

「そうだ、否定してくれエリス！」

「愛人……などでは、ない……が、カ、カミトが望むなら、私はそれでも……」

　……あれ？　なんでごにょごにょしてるんだ？

「……っ、なんという恐ろしい男。このような立派な騎士まで堕落させるとは」

「だから違うって言ってるだろ！　エリス、早く誤解を解いてくれ！」

「……～っ、う、うるさいっ！　き、君は、私が愛人では不満なのかっ！」

「なに言ってんだおまえ!?」

　カミトが突っこんだ、その時だ。

　ホールの入り口で、かすかなざわめきが起こった。

「ようやく来ましたわね、あの娘こ」

　リンスレットがつぶやく。

　カミトはハッとして入り口のほうを見た。

　ざわめきの中心にいたのは──

「クレア!?」

　真紅のドレスで着飾ったクレア・ルージュだ。

　リボンでくくった紅あかいツーテールの髪。光沢のあるエナメルの赤いハイヒール。

　レースの付いたスカートの端を優雅に摘つまみ、ホールへ入ってくる。

　胸は小さいものの、均整のとれたプロポーションは十分に魅力的だ。

　薔ば薇らのように愛らしく、野生の山猫のように気高い美少女。

　そんなクレアの姿に、カミトは息を呑のんで見惚れた。

　着飾った周囲の少女たちが霞かすんでしまうほどの華やかさ。

　見惚れていたのはカミトだけではない。ホールにいた全員が感嘆のため息を洩もらした。

「さすがルビア様の妹ね。生まれついての華がある」

　悔しいけど負けたわね──と、フィアナが肩をすくめる。

「クレアのドレス姿を見るのは、本当に久々ですわ」

　リンスレットがわずかに口もとをほころばせる。

　ホールのざわめきはますます大きくなっていった。

「おい、あの紅あかい髪の娘も精霊剣舞祭ブレイドダンスの代表か？」

「うむ、精霊は清らかで見目麗しい乙女を好むというが、まさに──」

「おい、誰だれかダンスに誘ってみないのか？」

　どうやら、若い貴公子の連中がクレアに目を付けたらしい。

　囁ささやき交わす声に、カミトはわずかな苛いら立だちを感じた。

（……おまえたちに、あの火ひ猫ねこお嬢様の相手がつとまるのかよ）

　正体のわからない苛立ちを吐き出すように、胸中で毒づく。

　その時。一瞬、こっちを向いたクレアと目が合った。

「クレア──」

　声をかけようとすると──

　すぐにふいっと目を逸そらされてしまい、言葉を呑のみこむ。

　……どうやら、まだ怒っているようだ。

　声をかけるタイミングを失い、カミトは立ち止まった。

　クレアは色目を使う貴公子どもを無視して中央へ歩いていく。

　そのうちに、ざわめきの中からこんな声が聞こえはじめた。

「あの劫ごう火かのように紅い髪。……まさか例のエルステイン公爵家の娘か？」

「オルデシア帝国に災厄をもたらした、災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹？」

「……なんと不吉な。あれは魔性の娘だ」

　どうやら、舞踏会の参加者の中にクレアの素性を知っていた者がいたらしい。

　不穏な囁きは燎りよう原げんの火のように広がっていく──

　聞こえていないわけではないだろう。だが、クレアは平然としていた。

　と、そんな彼女の目の前に、若い貴族の男が一人進み出た。

「私と一曲踊っていただけませんか、炎ほのおの髪のお嬢さん？」

　雰囲気は軽薄そうだが、なかなかの男前だ。

　貴族の中でも特に身分の高い男らしく、周囲に取り巻きの連中を連れていた。

「おいおい本気か？」

「若様の火遊びにも困ったものだ」

　仲間の連中が苦笑する。男はどこかの国の王族らしい。

「あいつ……」

　カミトは喉のどの奥でうなった。

　男の表情には、ダンスに誘う相手への真しん摯しさが見られない。クレアがあの災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹であることを知って、興味半分に声をかけているだけだ。

　クレアは──

「悪いけど、お断りするわ」

　男の誘いを冷たく断った。

　当然だ。あの火ひ猫ねこ少女は誰だれにも懐なつかない。

「なんだと？」

　取り巻きの一人が鼻白む。

「まあまあ、こういう気の強い女もたまにはいい」

　男は余裕たっぷりにうなずくと、クレアの腕を強引に掴つかんだ。

　そして──

「麗しい乙女よ、手に接せつ吻ぷんを──」

「……は？」

　クレアが硬直する。

（なに考えてるんだ、あの馬ば鹿か貴族は!?）

　精霊使いの姫ひめ巫み女こにとって、口付けは最も神聖な精霊契約の儀式だ。

　たとえ手であろうと、それを軽々しく求めることなど許されない。

　この無礼な行為には、周囲からもさすがにどよめきの声があがった。

「……触らないで！」

　クレアは鋭く叫んだ。

　普段は強がっていても、実際は男に免疫のないお嬢様だ。声がかすかに震えていた。

　見ていられない。カミトが出ていこうとした、その瞬間──

「なにをお高く止まっているんだ。俺おれはバルスタン王国の皇太子だぞ」

「いや、離しなさいっ！　この──」

　パァンッ──かん高い音がホールに響き渡った。

　クレアが男を平手で打ったのだ。

　彼女はそのまま、ホールの入り口へ向かって走っていく──

「くそっ、あの女、俺の顔を──」

「なんと野蛮な……」

「あの災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹ですからな」

　非難の声を上げるバルスタンの皇太子とその取り巻きたち。

（……っ、消し炭にされなかっただけ感謝しやがれ！）

　カミトは毒づくと、クレアの背中を追って走る──

「待て、クレア！」

「カミトさん！」

　と、その腕をリンスレットが掴んだ。

「リンスレット、なんで止めるんだ！」

「わたくしが行きますわ」

「けど──」

「喧けん嘩か中ちゆうのカミトさんが行ってもまたこじれるだけですわ。これでも幼おさな馴な染じみですから、あの娘このことは心得ていますの」

「……」

　カミトは、数秒間考えて──

「……わかった、クレアを頼む」

　素直にうなずいた。

　リンスレットはクレアを追ってぱたぱたと走っていく。

「カミト君」

　その時。フィアナが耳もとで鋭く囁ささやいた。

「なんだ？」

「彼女が来たわ──」

「彼女？」

　カミトはハッとした。

　先ほどよりもずっと大きなざわめきが、ホールの入り口付近でわき起こった。

　今回の精霊剣舞祭ブレイドダンスで、最大の注目を集める人物があらわれたのだ。

　カツン──と、硬い靴音を鳴らし、彼女が入ってきた。

　夜を統すべる女王のような、漆黒のドレス。

　緋ひ色いろの仮面で顔を覆った、黒髪の少女。

　最強の剣舞姫ブレイドダンサー──レン・アッシュベルが。
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（あれが、もう一人のレン・アッシュベル──）

　漆黒のドレスを身に纏まとった彼女は、圧倒的な存在感を放っていた。

　不用意に近付けば灰になる──そんな錯覚さえ覚える。

　一度ざわめきが収まると、こんどは耳の痛くなるような静寂がおとずれた。

「……」

　誰だれもが固唾かたずを呑のんで、彼女のことをみつめていた。

　クレアのときのように、彼女に近付こうとする者は誰もいない。

　カミトの背筋に悪寒が走った。

（……俺おれは、あいつに勝てるのか？）

　気が付くと、流れていた音楽が止やんでいた。

　最強の剣舞姫ブレイドダンサーはホールの中央でいったん足を止め──

　こちらへ向かって歩いてきた。

「……っ!?」

「カミト君」「カミト」

　フィアナが無意識にカミトの袖そでを掴つかむ。レン・アッシュベルに憧あこがれているはずのエリスまでもが、わずかに怯おびえた様子を見せていた。

「……」

　カミトは二人を庇かばうように前に進み出た。

　レン・アッシュベルが、カミトの目の前で立ち止まる。

「──おまえが、カゼハヤ・カミトか」

　強きよう靱じんな鋼はがねのような声。

「ああ」

　カミトはうなずいた。

「はじめまして──でいいのかな？　レン・アッシュベル」

　皮肉げに唇を舐なめると、緋ひ色いろの仮面を睨にらむ。

　だが、仮面の奥に覗のぞく紅あかい目からは、何の感情も読みとれない。

　と、彼女はおもむろに右手を差し出してきた。

「……？」

　カミトが訝いぶかしんでいると──

「カゼハヤ・カミト、私と一曲踊ってくれないか？」

　意外な提案をしてきた。

（……いや、これは提案じゃない。命令だ）

　口調こそ静かだが、そこには否──と言わせない力があった。

　カミトは、エリスとフィアナのほうを振り向くと──

「悪い、少し外してくれないか？」

「し、しかし、カミト──」

「……わかったわ。エリス、行くわよ」

　フィアナがそっとエリスの手を引いた。彼女はカミトが本物のレン・アッシュベルであることを知っている。聡そう明めいなお姫様は、何か事情があることを察してくれたのだ。

「舞踏の嗜たしなみはあるか？」

「流行遅れのやつならな」

　カミトは剣けん呑のんに言い返すと、レン・アッシュベルの手をとった。

　止やんでいた音楽の演奏が、ふたたび始まった。





　　　　◇






　城の外に広がる暗い森の中を、クレアは走っていた。

　木々の枝が真紅のドレスに引っかかり、ビリビリと裂ける。

　泥を跳ね上げる赤いハイヒール。なめらかな白い肌に無数の傷がつく。

　それでも、かまわずに走った。

（どうしてよ……）

　いつまでたっても、あの光景がずっと頭を離れない。

　闇やみ精霊の少女が、カミトに口付けしたあの瞬間が。

（……べ、べつに、あいつのことなんてどうでもいいわ！）

　もやもやした感情を振り払うように、クレアは首を振った。

　ただ、奴隷であるはずのあいつが、ご主人様をさしおいてほかの女の子とあんなことをしたのが許せないだけだ。

（……そうよ、本当にそれだけよ）

　なのに──

　どうして、こんなにも胸が痛いのか。

　さっき、あの男に手を掴つかまれたとき、とても嫌だった。

　カミトなら、あんなふうに乱暴なことはしない。

　よくクレアをからかうし、いつも子供扱いするし、ときどき意地悪なことも言うけど──でも、あんなことはしない。

　気が付くと、クレアは昼間禊みそぎをした湖に来ていた。

　深しん閑かんとした森の中。湖には無数の精霊が浮かんでいる。

　クレアは膝ひざを抱え、湖の畔ほとりに座りこんだ。

　せっかく用意したドレスが汚れてしまうが、どのみちもう舞踏会には戻れない。

　紅あかいツーテールはくしゃくしゃにほつれ、ドレスは木々の枝で無惨に裂けていた。

「なによ、あのばか……」

　ひどくみじめな気分になって、クレアはつぶやいた。

　ぽたっと地面に涙のしずくが落ちる。

「……違う。ばかなのはあたしだわ」

　また、素直になれなかった。

　本当なら、いまごろカミトと踊って──

　その時。森の中をぱたぱたと駆けてくる足音が聞こえてきた。

「……カミト？」

　あわててごしごしと涙をこする。

　だが、森の中からあらわれたのは、カミトではなかった。

「もうっ、どこまで走りますの！」

「リンスレット……」

　クレアは目を見開く。

　リンスレットは荒い息をつきながら、クレアの隣にへたりこんだ。

「ふっ、ずいぶんみっともない格好ですわね」

「あんたもね」

「あ、あなたがあんなに速く走るからですわっ！」

　リンスレットのドレスはズタズタに裂け、髪には葉っぱや木の枝が絡まっていた。

「せっかく新しいドレスをおろしましたのに……」

　しゅんと残念そうに肩を落とす彼女。

　クレアはふいっと顔をそむけた。

「……なにしにきたのよ、あんた」

「あなたの残念胸を笑いにきたのですわ。ドレスだと余計に目立ちますわね」

「……～っ、な、なんですって！」

　紅いツーテールが炎ほのおのように逆立つ。

　リンスレットはふぁさっと髪をかきあげると──

「やっとあなたらしくなりましたわね」

　ふっと穏やかに微笑した。

「……」

「またカミトさんと喧けん嘩かしたんですの？」

「ぐっ……」

　クレアはきゅっと唇を噛かんだ。

「……あ、あいつが悪いのよ。あいつが、なにも話してくれないから」

「どういうことですの？」

「だから、その……あんたは気にならないの？　カミトの過去とか」

「カミトさんの過去？」

　リンスレットはちょっと首を傾かしげて──

「まあ、気にならないと言えば、嘘うそになりますわね」

「あたし、あいつに信頼されてないのかしら」

　クレアのツーテールがしゅんと萎しおれた。

「どうしてそう思うんですの？」

「だって、なにも話してくれないなんて……」

「大切な人だからこそ打ち明けられない──ということもありますわ」

「それは……」

　クレアはむっと考えこむ。

「……そ、そうなのかしら」

　たしかに、そういうこともあるかもしれない。
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　だけど──

「ほんと子供ですわね、あなたって」

「う、うるさいわね……」

　クレアはうーっとうなった。

（あたしだって、わかってるわよ……）

　でも、不安なのだからしかたない。

　どうでもいい奴やつのことだったら、きっと、こんな気持ちにはならない。

　カミトだから──過去を話してくれないことが、こんなにも不安なのだ。

　そのことに気付いた途端、胸がドキッとした。

（あ、あたしってば、なに考えてるのかしら！）

　カアアッと頬ほおが火ほ照てっている。

「クレア、どうしましたの？」

「な、なんでもないわっ！」

　ぶんぶん首を振るクレア。

　と、その時だ。

「──ふーん、二人揃そろってるんだ」

　森の中から、幼い少女の声が聞こえた。

「その声……！」

　クレアとリンスレットはハッと身構える。

　森の木々がバキバキと音を立てて倒れ、そして──

「ちょうどいいわ。まとめて遊んであげる」

　二人の目の前に、巨大な黒い怪物が姿をあらわした。

　怪物の背に乗った暗灰色アツシユグレイの髪の少女──ミュア・アレンスタールがくすっと笑う。

「この殲せん滅めつ精霊──〈ティアマット）で」





　　　　◇






　優雅に奏でられるワルツの調べ。

　ホールの中央で踊る二人は周囲の注目を集めていた。

　レン・アッシュベルがリードするのは、激しく燃える焔ほのおのような舞踏だ。

　姫ひめ巫み女こが祭儀のときに奉納するような、本格的な儀式舞踏。

　変幻自在なその動きに、カミトはついていくのがやっとだった。

「なかなかいい動きだ。さすが剣舞を極めた者は違うな」

「そいつは皮肉か？　最強の剣舞姫レン・アツシユベル」

　囁ささやく緋ひ色いろの仮面に向かって、カミトは言い返した。

　レン・アッシュベルが素早く足を組みかえる。カミトは即座に反応し、彼女の腰を抱いて引き寄せる。揺らめく焔ほのおのように反転。ふたたび音楽に身をまかせる。

　二人が舞っているのは、もはや華麗な舞踏ではない。

　激しく火花を散らす剣舞ブレイドダンスだ。

「あんたには、いろいろ訊ききたいことがある」

「性急だな。私はもう少しおまえとの舞踏を楽しみたいが」

「悪いな。ここからは俺おれがリードさせてもらう」

　カミトはレン・アッシュベルの手を引くと、無人のテラスへ誘い出した。

　冷たい夜風が火ほ照てった肌を冷やす。

　広いテラスからは、浮遊島に広がる大森林が一望できた。

「めんどくさい駆け引きはなしだ。単刀直入に訊くぞ」

　カミトは足を止め、彼女から身を離した。

　緋色の仮面を睨にらみつけ──訊く。

「レスティアに何をした？」

「何をした、とは？」

「ふざけるな。あんたがレスティアを支配してることはわかってるんだ」

「私は彼女を支配などしていない。彼女は私の同盟者だ」

「……レスティアは、自分の意志で協力してるってことか？」

「そうだ。私は彼女を利用し、彼女もまた私を利用している」

「……」

　カミトはくっと唇を噛かみしめた。

（鵜う呑のみにはできない、が──）

　ある程度の説得力があるのは確かだった。

　たしかに、レスティアは命令ではなく独断で動いているように見える。カミトにミュアのことを警告しにきたのも、おそらくは彼女の独断だ。

「封印廃棄された軍用精霊や〈教きよう導どう院いん〉の遺児を集める目的はなんだ？」

「──戦争のためだ」

　と、彼女は即答した。

「……戦争？」

　カミトは絶句した。

　だが、考えてみれば意外な答えではない。

　軍用精霊と〈教導院〉の遺児──どちらも、戦争くらいにしか使い道がない。

「そうだ。〈彼ら〉と戦うための兵力が要る」

「彼ら？」

「この世界の王たちだ」

「なっ──」

（世界の王と戦う……だと？）

　その意図が、カミトには理解できなかった。それは、大陸全土を巻きこんだ、数十年前のランバール戦争を再現するということなのか──

「そんなことをしてなんになる？　世界を破滅させるつもりか？」

「違うな。この世界を救うための戦争だ」

「なにを言って──」

「だが、戦争を始めるには発端が必要だ」

　レン・アッシュベルがカミトの襟首を掴つかんで引きよせた。

「……っ!?」

「試させてもらうぞ、魔王の後継者レン・アツシユベル。おまえに〈彼ら〉を殺す資格があるのかどうか」

「……っ!?」

　刹せつ那な、彼女の右手がカミトの胸を貫いた。
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　それは──無数の剣のような鱗うろこに覆われた、多頭の魔竜だった。

　レオノーラ・ランカスターの竜精霊ニーズヘツグを遙はるかに凌しのぐ黒い巨体。

　広がる翼は月を隠し、鉤かぎ爪づめは地面を深々とえぐっている。

　胴体の中心からは五本の首が生え、それぞれが独立しているようだ。

「……殲滅精霊テイアマツト？」

　ほとばしる暴力的なまでの威圧感に、クレアは息を呑のんだ。

　間違いない。目の前の魔竜は第一級の軍用精霊。

　二週間前に戦った、ヴェルサリアの城砦精霊ドレツドノート以上の存在だ。

　魔竜の背に乗った少女は、くすっと微笑ほほえむと──

「──やっちゃえ、〈ティアマット〉」

　無邪気な声で、そう命じた。

「……っ!?」

　魔竜の首のひとつが灼しやく熱ねつのブレスを吐いた。

　ゴオオオオオオッ！

　激しい炎ほのおが大地を舐なめ、森の木々を一瞬にして焼き払う──

　クレアとリンスレットは咄とつ嗟さに反応し、湖の中に飛びこんだ。

　夜空が真まっ赤かな炎ほのおの色に染まる。

　ミュア・アレンスタールはパチパチと手を鳴らした。

「へえ、やるじゃない。精霊剣舞祭ブレイドダンス代表は伊だ達てじゃないのね」

「このっ……！」

　水面からクレアが顔を出し、キッとミュアを睨にらんだ。

　真紅のドレスはぐっしょりと濡ぬれ、重く肌にはりついていた。

「……っ、クレア、手を……けほっ、ごほっ……」

「あんた、なにやってるの!?」

「わ、わたくし泳げないのですわ！」

「は？」

　バシャバシャともがくリンスレット。クレアはあわてて彼女を引き上げた。

「なんで足のつくところで溺おぼれるのよ」

「う、うるさいですわっ！」

　リンスレットはふいっとそっぽを向いた。

「……あんた、どうしてあたしたちを狙ねらうの？」

「お姉ちゃんたちが、兄様を弱くするからよ」

　ミュアが冷たい声で答える。

〈ティアマット〉の首のひとつが鎌かま首くびをもたげ、風の刃を放った。

「……っ、スカーレット！」

　クレアが叫び、紅ぐ蓮れんの炎を纏まとう火猫ヘルキヤツトを召喚した。

　スカーレットは炎の鞭フレイムタンに姿を変え、襲い来る風の刃を薙なぎ払はらう──

　が、すべての刃を撃ち落とすことは不可能。

「……ぁくっ！」

　真紅のドレスが裂け、肩から霧のような血ち飛沫しぶきが舞った。

　無む垢くな白い肌に無数の裂傷が走る。

「ふふっ、せっかくのドレスが台無しね」

　獲物をいたぶる猫のように、ミュアが唇をぺろっと舐なめる。

「ふん、ちょうど動きにくいなって思ってたとこよ」

　クレアは不敵に微笑ほほえむと、ドレスの裾すそをビリビリと引き裂いた。

　スカートの裂け目から、革鞭むちを巻き付けたふとももがチラッと覗のぞく。

「やっぱり、舞踏会よりも剣舞ブレイドダンスのほうが性に合ってるわ」

　舞い散る火の粉の中、クレアは燃える炎の鞭をピシッと打ち鳴らした。

「奇遇ですわね。わたくしもですわ」

　リンスレットもみずからドレスを引き裂き、魔氷精霊〈フェンリル〉を召喚する。

　氷風を纏まとう白はく狼ろうは〈氷の魔弓〉に姿を変え、リンスレットの手に収まった。

　轟ごう々ごうと夜空を燃やす炎ほのおの壁。

　それぞれの精霊魔装エレメンタルヴアツフエを手に、二人は巨大な魔竜と対たい峙じする。

「ばかなお姉ちゃんたち。ミュアに勝てると思っているの？」

〈ティアマット〉が、大気を引き裂くようなおぞましい咆ほう哮こうを上げた。

　いや、咆哮ではない。これは──

（まさか、精霊魔術の詠唱!?）

　知能の高い一部の精霊は、自ら精霊魔術を唱えることもできる。竜属性の精霊は、とくに精霊魔術の扱いに長けていることで知られていた。

　大地が激しく揺れた。

　木々の根を砕いて地面が隆起し、無数の石の柱が地中から飛び出す──

　クレアとリンスレットは同時に跳んでいた。

「地の精霊魔術〈試練の剣山ジヤツジメント・ソード〉!?」

「なんて威力ですの！」

「逃がさないわよ、お姉ちゃん」

「……っ!?」

　赤い竜の首から巨大な火炎球フアイアボールが放たれた。

　火炎球は大爆発を巻き起こし、地中から生えた石の柱ごと木こっ端ぱ微み塵じんに破壊した。

「きゃあっ！」

　激しい爆風で地面に叩たたきつけられる。

　同じ精霊魔術でも、クレアの唱える火炎球とは比較にならない威力だった。

「くっ……！」

「あはっ、さっきの威勢はどうしたの、お姉ちゃん？」

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──魔氷の矢弾フリージング・アロー！」

　刹せつ那な、リンスレットが氷の矢弾を放った。

　飛来する無数の鋭い氷の牙きば。致命傷は与えられなくとも、追加効果の絶対零度アイスナインによって動きを鈍らせることはできるはずだ。

　だが、着弾の寸前──〈ティアマット〉の咆哮が轟とどろいた。

　地中から出現した巨大な石の壁が、氷の矢弾をすべて防ぐ──

「な、なんですの！　炎属性と地属性の精霊魔術を同時に扱うなんて──」

「……そういえば昔、姉様から聞いたことがあるわ」

　クレアが額ひたいの汗をぬぐいながらつぶやいた。

「ランバール戦争の頃ころ、帝国の騎士団に〈火〉、〈水〉、〈地〉、〈風〉、〈聖〉──五大元素精霊すべての属性を兼ね備えた軍用精霊が配備されていたことがあるって」

「それが、あの殲滅精霊テイアマツトだというんですの？」

「あるいは、ね。結局まともに運用できる精霊使いがいなくて、戦争中に封印廃棄されたって聞いたけど」

「……だとすると、まずいですわね」

「ええ」

　五大元素精霊の属性をすべてあわせ持った精霊──

　リンスレットの魔氷精霊とクレアの炎ほのお精霊だけでは、弱点を突くことは難しい。

「でも、あれほどの軍用精霊を、たった一人で自在に操るなんて──」

　クレアは炎の鞭フレイムタンを構え、ミュアを睨にらんだ。

　一人の精霊使いと契約を結ぶ契約精霊と違い、軍用精霊は特別な契約を交わすことなく使役することのできるタイプの精霊だ。

　その長所は汎はん用よう性せいの高さ──精霊使いの技量に関係なく、資質のある者ならある程度の力を引き出すことができる。ミュア・アレンスタールが複数の精霊を運用することができるのはそのためだ。

　しかし、それは反面、ある程度の力しか引き出せない──ということ。

　たとえば、契約精霊のように精霊魔装エレメンタルヴアツフエとして展開することはできないし、本来、精霊の持っていたはずの能力も制限されてしまうのだ。

　だが、あの少女は軍用精霊の力を完全に引き出している。

　ミュア・アレンスタールは軍用精霊の使役に特化したエキスパートだ。

（けど、彼女は、いったいどこでそんな訓練を──）

「そろそろ、遊ぶのもあきちゃったわ。お姉ちゃん」

　と、ミュアは風に揺れる暗灰色アツシユグレイの髪をかきあげた。

「……っ、いままで遊んでたっていうの？」

「そうよ、お姉ちゃん」

　黒衣の袖そでをまくると、右手に刻まれた禍まが々まがしい紋様が輝いている。

「あれは、まさか呪じゆ装そう刻こく印いん!?」

「精霊の力を限界まで絞り尽くす──〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉。これがミュアの力」

　瞬間、〈ティアマット〉が、凄せい絶ぜつな咆ほう哮こうを上げた。

　五本の首が暴れ狂い、巨大な胴体がギチギチと醜く膨れあがる。

　まるで、不可視の万力に締め上げられているかのように。

「いったい、なんですの！」

　五本の首のひとつ、純白の竜頭が顎あごを開いた。

　喉のどの奥で、激しい閃せん光こうがほとばしる──

「……っ、カミ──」

　思わず口にしかけた、その名前を──クレアは咄とつ嗟さに呑のみこんだ。

（こんなときだけ助けを呼ぶなんて、そんなのっ……）

　死を覚悟した、その刹せつ那な。

　ズンッ──と、眼前に甲かつ冑ちゆうの騎士が出現した。

　白銀に輝くその騎士は、大盾を構え、放たれた閃せん光こうを弾はじき返かえす！

「クレア、大丈夫!?」

「フィアナ！」

　森の奥からフィアナが駆けてきた。

　クレアを守ったのは、防衛型の騎士精霊〈ゲオルギウス〉だ。

　そして、もう一人。

「唸うなれ、風翼の槍レイ・ホーク！　我は命じる──凶まがツ風よ、狂え！」

　吹き荒れる旋風を纏まとい、エリスが精霊魔装エレメンタルヴアツフエの槍やりを薙なぐ。

　無数の風の刃が殺到し、狂乱する魔竜の胴体を斬きり裂いた。

　全身から血ち飛沫しぶきを上げ、憤ふん怒ぬに暴れ狂う〈ティアマット〉。

「フィアナ、エリス──助かったわ」

「礼を言うのはまだ早いぞ」

　エリスが厳しい眼まな差ざしでつぶやいた。

「ふふっ、ちょうど手間がはぶけたわ」

　右手に刻まれた呪じゆ装そう刻こく印いんを禍まが々まがしく輝かせ──

　ミュア・アレンスタールがぺろっと唇を舐なめる。

「お姉ちゃんたち、みんなまとめて殺してあげる」
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「かはっ……！」

　カミトは胸を押さえ、テラスの床にうずくまった。

　心臓が焼けるように熱い。全身の血が沸騰するような感覚。

　同時に、すさまじい激痛が身体からだ中じゆうを駆けめぐる。

「俺おれに、なにをした……？」

「ほんの少し解放しただけだ。おまえの中に眠る魔王の素質をな」

「……魔王の素質だと？」

　カミトは床にうずくまったまま、緋ひ色いろの仮面を睨にらみ上げた。

　呼吸が苦しい。心臓が狂ったように鼓動している。

「ぁ……ぐぅ……がっ、あああああっ！」

　喉のどの奥から絶叫がほとばしった。

「やはり肉体が拒絶するか」

　レン・アッシュベルはもがくカミトを冷静に見下ろした。

「まあいい。耐えられなければ、それはおまえがその程度の器だったということ──」

「て、めえ……」

「立て。カゼハヤ・カミト」

　彼女は、激痛にうめくカミトの腹を容赦なく蹴け飛とばした。

「がっ……！」

「そこで寝ているのもいいが、おまえの大切なものが傷つくことになるぞ」

「な、に……？」

　焼け付くような喉で呼吸をしながら、カミトはなんとか上体を起こす。

「あれを見ろ──」

　レン・アッシュベルの指先が、テラスから見える森を指差した。

　昼間おとずれた湖のほうだ。黒い煙と激しい炎ほのおが上がっている。

「おまえの仲間が、ミュア・アレンスタールと交戦中だ」

「なん、だと……!?」

　叫んだ瞬間、最大の激痛がカミトを襲った。ふたたび地面に倒れこむ。

「おまえの仲間たちはミュア・アレンスタールに勝てない。それは、かつて彼女と組んでいたおまえが一番よく知っているはずだ」

「……っ！」

　否定できない。

　ミュア・アレンスタールは〈教きよう導どう院いん〉育ちの〈怪物〉だ。

　一流の精霊使いとはいえ、学院という箱庭で育ってきた貴族のお嬢様と、純粋な破壊兵器として調教されたミュアとでは、戦闘技能に圧倒的な差がある。

「させねえよ……俺おれは二度と、失わない……！」

　カミトは鼓動する胸を押さえ、ふらつく足で立ち上がった。

　震える指先で、レン・アッシュベルの胸ぐらを掴つかむ。

　緋ひ色いろの仮面の奥──燃えるような紅あかい瞳ひとみが、カミトの目を射い貫ぬいた。

　そして、彼女は逆にカミトの腕を素早く掴むと──

「その意気だ。私を失望させるなよ、最強の剣舞姫ブレイドダンサー」

　テラスからカミトの身体からだを突き落とした。
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「──終末の笛を吹き鳴らせ、王の尖せん兵ぺいたる魔竜よ！」

　ミュア・アレンスタールの無邪気な声が、燃える夜空に響きわたる。

　火竜・地竜・水竜・風竜・聖竜──ミュアの異能〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉によって狂乱した〈ティアマット〉の竜頭が、一斉にブレスを放った。

「──汝なんじ、我が身を守る盾となれ、旧ふるき誓約の騎士よ！」

　フィアナの命に応じ、騎士精霊ゲオルギウスが大盾を構えて迎え撃つ。

　大気を揺るがすような大爆発。爆風で周囲の木々が同心円状に吹き飛んだ。

　騎士精霊の大盾が崩壊し、頑強な甲かつ冑ちゆうが剥はがれ落おちる──

　耐えたのは、ほんの数秒。

　防御に優れているはずの騎士精霊は、粉々に砕け散って虚空へ消えた。

　殲滅精霊テイアマツトの力をまざまざと見せつける、圧倒的な破壊力。

「……っ、ゲオルギウス！」

「あはっ、玩具おもちやにもならないわね、お姉ちゃん」

　慄りつ然ぜんとして立ち尽くすフィアナを、嘲あざ笑わらうミュア。

「エリス、リンスレット──同時にいくわよ！」

「ああ！」「わかりましたわ！」

　叫び、クレアが炎の鞭フレイムタンを放った。

　紅ぐ蓮れんの斬ざん閃せんが魔竜の巨体に絡みつき、一瞬、その動きを封じる。

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──魔氷の矢弾フリージング・アロー！」

「──凶まがツ風よ、狂え！」

　リンスレットは魔氷の矢弾フリージング・アローを火竜の頭に、エリスは風の刃を地竜の頭に放った。

　それぞれ、相性のよい属性の竜頭を狙ねらったのだ。

　だが──

「無駄よ」

　地竜と風竜がそれぞれ別の精霊魔術を唱える。

　氷の矢弾はふたたび石の壁に防がれ、風の刃は同じ風の刃によって撃墜された。

　そして、無防備になった三人に、純白の聖竜が〈裁きの閃光ホーリー・レイ〉を放つ──

　地面が爆はぜ、土砂が巨大な柱となって噴き上がった。

　クレアたちは吹き飛ばされ、地面に激しく叩たたきつけられる。

　放射状にえぐられた地面。火の粉を散らし、夜を赤く染めて燃え上がる大気。

「……っ、軍用精霊を、手足のように使役するなんて……」

　地面の土を掴つかみながら、クレアはうめいた。

　絶望的な戦力差。学院ではトップクラスの精霊使いが、まるで赤子のようだ。

（でも……）

　突然、鱗うろこがひび割れ、〈ティアマット〉の巨きよ躯くが醜く膨れあがった。

　ミュアの〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉によって、膨大な負荷がかかっているのだ。

「いいんですの？　その軍用精霊、そのままでは消滅しますわよ！」

　満まん身しん創そう痍いのリンスレットが鋭く叫ぶ。

　ミュアはふっと肩をすくめ──

「いいのよ。精霊なんて使い捨ての玩具おもちやだもの」

「なんですって……！」

　クレアは驚きに目を見開いた。思わず頭に血が上る。

「あんた、それでも精霊使いなの？」

「ミュアは兵器よ。この〈ティアマット〉や兄様と同じ殺さつ戮りく兵器」

「……!?」

　その言葉に──クレアの表情が固まった。

「あんた……いま、なんて言ったの？」

「うん？」

「兄様と同じってどういうこと？」

「あはっ、ひょっとして、知らなかったの？」

　ミュアは酷薄に唇をゆがめた。

「兄様は、ミュアと同じ──〈教きよう導どう院いん〉で育てられた暗殺者よ」





　　　　◇






「……っ、く……そ……」

　テラスから地面に突き落とされたカミトは、苦く悶もんのうめきを上げた。

　肋ろつ骨こつの一本や二本は折れているかもしれない。

〈教導院〉で徹底的な体術訓練を受けたカミトだ。本来なら、三階から落とされたところでたいした怪け我がにはならない。だが、いまカミトの肉体は焼けつくような激痛に苛さいなまれ、指一本まともに動かすことができなかった。

（……俺おれは、いったいなにをされた？）

　朦もう朧ろうとする意識の中で、レン・アッシュベルの言葉を思い返した。

　魔王の素質を解放した──と、彼女はたしかにそう言った。

（……どういうことだ？）

　いや、それよりもいまは──

　カミトは震える指先で地面をえぐった。

　森を焼く炎ほのおは、いよいよ激しさを増している。

　こうしているあいだにも、クレアたちは──

　動かない身体からだがもどかしい。気ばかりが焦ってしかたない。

　城館の中からは、いまも優雅な音楽の調べが聞こえてくる。

　聖せい域いきの中で戦闘が起きているというのに、中の連中は気付いた様子もない。

　いや、そういえば、テラスにいたカミトも、さっきは戦闘の音に気付くことができなかった。城館の周囲に大規模な封絶結界が張られているのかもしれない。

（だが、これほどの規模の結界をどうやって……）

　そんなものを維持できるのは、それこそ〈精霊姫〉級の姫ひめ巫み女こくらいのものだ。

「ぐっ、ぁ……」

　ドクン──と、暴れ狂う心臓。

　ふたたび全身を襲った激痛に仰のけ反ぞった、その時。

「──カミト！」

「……っ!?」

　パタパタと駆けてきたのは、白いドレス姿のエストだ。

「申し訳ありません。何者かのほどこした封絶結界のせいで感知が遅れました」

「エスト、ぐっ……」

「カミト……まさか、その力は──」

　エストは神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみをハッと見開いた。

　倒れたカミトのそばに屈かがみこみ、そっと背中を抱き起こす。

　頬ほおにかすかに触れる白銀の髪。甘いミルクのような匂においが鼻孔をくすぐった。

「……エスト？」

「カミト、そのままじっとしていてください」

　言うと、エストは焼け付くカミトの胸にそっと手を触れた。

　美しい白銀の髪が、夜よ闇やみにぼうっと輝く。

　カミトは、不思議と痛みがやわらいでいくのを感じた。

「テルミヌス・エストの解かい呪じゆの力か？」

「はい。これで、ある程度は抑おさえこめると思いますが──」

　ヴェルサリアの心臓に刻まれた呪じゆ装そう刻こく印いんをも破壊した、聖剣の力。

　痛みが完全に消えたわけではないが、これならなんとか動くことはできそうだ。

「カミト、大丈夫ですか？」

「ああ、エストのおかげでな……」

　カミトは上体を起こし、地面に膝ひざをついた。

「カミト、まだ動いてはだめです」

「クレアたちを、助けに行かないと」

「だめです、カミト！」

　エストが悲鳴のような声を上げた。いつも無表情な彼女が、こんなふうに感情を露あらわにするのは初めてのことだった。

「エスト……」

「いまは呪のろいの進行を一時的に抑おさえているだけ。そんな状態で神威カムイを使えば、いまの私の力では抑えきれない」

「……ああ、わかってる」

　だが、それでも──

　刹せつ那な。森の向こうで凄すさまじい轟ごう音おんが鳴り響いた。

　夜空を焦がすような、巨大な火柱が噴き上がる。

「エスト、頼む。ミュアと戦えるのは俺おれしかいないんだ」

「カミト、ですが……」

「力を貸してくれ」

「……」

　たとえエストの協力が得られなくとも、一人で向かうつもりだった。

　だが──

「……カミトはずるいです」

　エストは──

　ため息をつくと、そっとカミトの手を握った。

「──私はカミトの剣、貴方あなたの望むままに」

「エスト、すまない」

　カミトはうなずくと、精霊語の展開式サモナルを紡ぐ。

　──冷徹なる鋼の女王、魔を滅する聖剣よ！

　──いまここに、我が剣となれ！

　エストの肢体が光の粒子となって虚空に消える。

　そして次の瞬間、カミトの手には、光り輝く白銀の剣が握られていた。

「いくぞ、エスト！」

　精霊魔装の剣テルミヌス・エストを構え、カミトは夜の闇やみの中へ走り出した。

　過去との決着をつけるために。
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　パチパチと炎ほのおの爆はぜる森の中──

「……カミトが、〈教きよう導どう院いん〉で育てられた暗殺者？」

　クレアは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　エリス、フィアナ、リンスレットも、地面に倒れたまま顔を見合わせる。

〈教導院〉──帝国の国民であれば、その名前を聞いたことのない者はいない。

　四年前。災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの反逆と同じ年に明るみにされた、帝国の暗部。

　大陸中から素質のある孤児を集め、暗殺者としての訓練を施していた、狂信の集団。

「そんなこと……」

　にわかには信じられない。

　だが、だとすれば──

　カミトの尋常ではないあの強さ。

　頑かたくなに過去を隠したがっていた理由も説明がつく。

（……そうだったんだ。だから、カミトは──）

　クレアは立ち尽くしたまま、きゅっと唇を噛かみしめた。

「あはっ、ショックだった？　お姉ちゃん」

　ミュアが嘲あざ笑わらうように言った。

「兄様はミュアと同じ怪物なの。人間じゃないのよ」

　刹せつ那な、〈ティアマット〉の地竜が精霊魔術を詠唱した。

　地中の汚泥から不気味な植物の蔓つるが生え、クレアたちに襲いかかる。

　立ち上がる力さえない四人は、なすがままに絡めとられ、宙に持ち上げられた。

「いやぁっ！」「なんですのっ！」「お、おのれ、不ふ埒らちな！」

　ぬめぬめとした触手のような蔓がドレスを引き裂き、乙女の柔肌をまさぐる。

　嫌悪感に身を震わせるが、抵抗することはできない。

「ふふっ、いい格好ね。お姉ちゃんたち」

「ん、ふぁっ……このっ……！」

　クレアが炎の鞭フレイムタンを振るい、蔓を焼き払おうとするが──

　炎はボッと燻くすぶるような煙を上げ、消滅してしまった。

（……っ、聖性が失われてる！）

　精霊は、清らかな乙女にしか使役することができない。たとえ深い絆きずなで結びついた契約精霊であったとしても、それは変わらない。

　精霊使いの姫ひめ巫み女こが、大切な儀式や剣舞の前に禊みそぎをするのもそのためだ。

　いたずらに辱はずかしめ、嬲なぶっているわけではない。ミュアは彼女たちの肉体を穢けがすことによって、精霊と交感する力を奪っているのだ。

　ドレスが完全に引き裂かれ、とうとう少女たちは下着一枚の姿になってしまった。

　だが、あられもない姿に羞しゆう恥ちを抱いだく間もなく、蔓つるは容赦なく手足に食いこむ。

　苦しくなる呼吸。ミシミシと鳴る骨の音。

「……ぁ、ぐぅ……」

「いい声で鳴くのね。兄様にも聞かせてあげたいわ」

　無邪気に笑う幼い少女の声。

（カミ……ト……）

　薄らいでゆく意識の中で──

　クレアはその名前を呼んだ。

　これまで何度も守ってくれた、彼の名前を。

（──助けて、カミト！）

　その時。

　剣けん閃せんがひらめいた。

（……え？）

　突然の浮遊感。

　直後、クレアの身体からだはぽふっと汚泥の中に落下する。

　エリス、フィアナ、リンスレットもつぎつぎと蔓から解放された。

「……」

　クレアはパチパチとまばたきした。

　そこに──

「悪い、待たせたな」

　輝く白銀の剣を手にしたカミトが立っていた。





　　　　◇






　カミトは肩で息をしながら、咆ほう哮こうする〈ティアマット〉の前に立ちはだかった。

　顔は血の気が引いて青ざめ、全身に滝のような冷や汗をかいている。エストのおかげである程度抑おさえられているとはいえ、ほとんど立っているのもやっとの状態だった。

「カミト……」

　クレアが驚いた声を上げた。

「……俺おれのこと、聞いたのか？」

「……」
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　沈黙がその答えだった。

　それだけでカミトは理解した。

　彼女たちに、過去を知られてしまったことを。

「カミト、本当なの？　あんたが、その……」

「ああ、本当だ」

　カミトは、クレアから目を逸そらしてうなずいた。

「俺おれはミュアと同じ、〈教きよう導どう院いん〉の遺児だよ」

　ハッと息を呑のむ音が聞こえた。

　クレアだけではない。エリス、フィアナ、リンスレットもだ。

　見開かれた彼女たちの目が、カミトに残酷な事実を突きつけた。

　おぞましい闇やみの子供。あるいは、哀れむべき怪物。

　どちらがマシということもない。

　いずれにせよ、もうこれまでと同じ関係ではいられないのだ。

（……まあ、どのみち、いつまでも隠し通せたわけでもないだろうけどな）

　カミトは深いあきらめのため息をつき──

　ミュア・アレンスタールと〈ティアマット〉の前に進み出た。

「クレア、いままで黙ってて悪かったな。けど──」

　輝く精霊魔装の剣テルミヌス・エストを両手に構える。

「俺おれは絶対におまえたちを守る。それは変わらない」

「カミト、あ、あんた……」

　と。

　クレアが震える声で──

「ばっかじゃないの！」

「は？」

　カミトは思わず、間の抜けた声を上げた。

　そこへ──ピシィッ！

　いつものように革鞭むちが背中に飛んでくる。

「痛いてえっ、な、なにすんだよおまえ！」

　叫びながら振り向くと──

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　クレアは肩をわなわなと震わせていた。

　炎ほのおのように逆立つ紅あかいツーテール。

「……お、おい、クレア？」

　冷たい汗が頬ほおを伝った。

　……怒っている。火ひ猫ねこお嬢様がものすごく怒っている。

「あ、あ、あんた……なに、そういうことなの？」

　クレアはずんずん歩いて来ると──

　透きとおった紅玉ルビーの瞳ひとみでカミトを睨にらみつけた。

「な、なにがだよ？」

「あんたが、過去を話したがらなかった理由よ！」

　目の端に、かすかに涙が浮かんでいた。

「あんた、あたしがあんたの過去を知ったら、あんたをそういう目で見るかもって、そう思ったわけ？」

「い、いや、だって、俺はあの〈教きよう導どう院いん〉の出身で……」

　カミトはたじたじとあとずさる。

「だからなによ」

「え？」

「そりゃあ、もちろん、ちょっとは驚いたわよ？　驚いたけど──」

　クレアはカミトの胸をビシッと指差して、

「カミトはカミトでしょ。ばかじゃないの？」

「……」

　カミトが唖あ然ぜんとしていると──

「カミトさん……ほんと、ばかですわね」

「ああ、そうだな。手に負えないほどのばかだ」

「カミト君ってば、ばかね♪」

　お嬢様三人も揃そろって呆あきれたように言ってくる。

「お、おまえらな……」

「よく聞きなさい、カミト」

　クレアがカミトを上目遣いに睨にらんだ。

「……っ!?」

　顔が近い。もうちょっとで唇が触れあいそうな距離。

　というか、よく見ればクレアは肌もあらわな下着姿だ。

　こんな場面なのに、胸がドキッと高鳴る。

「あんたの過去がどうだろうと関係ない」

　クレアは真剣な顔で、カミトを見つめた。

「だって、あんたはあたしたちのチームメイトで、あ、あたしの大切な──」

「……クレア？」

　もじもじと顔を赤らめるクレア。カミトはごくっと唾つばを呑のみこむ。

　そして──

「奴隷精霊なんだからっ！」

　ビシッと叫んだ。

「……ああ、そうだったな」

　カミトは苦笑した。

（……俺おれは、本当にばかだったんだな）

　もっと仲間を信じるべきだったのだ。

　クレアや他ほかのお嬢様たちと出会って、たったの二ヶ月。

　けれど、これまでずっと一緒に過ごしてきた。

　過去を知られたところで、これまでの関係が簡単に変わってしまうはずがない。

　そんなこと、本当はわかっていたはずなのに──

「……クレア、悪かった」

「ふん、ほんとに世話の焼ける奴隷なんだから」

　クレアはちょっと照れたように目を逸そらす。

「兄様……」

　と、ミュア・アレンスタールがつぶやいた。

「なにを言ってるの？　兄様は、ミュアと同じ怪物なのよ！」

「ミュア……」

　カミトは〈ティアマット〉の背に乗ったミュアを見上げた。

「……俺おれはもう昔の俺じゃない」

「嘘うそよ、兄様がそんな……」

　ミュアはハッと目を見開くと──

　目の前のカミトではなく、クレアたちのほうを睨にらんだ。

「……わかったわ、兄様。そいつらにたぶらかされているのね」

「──ミュア！」

　少女の右手に刻まれた呪じゆ装そう刻こく印いんが禍まが々まがしく輝く。

〈ティアマット〉が狂おしく咆ほえ、内側から大きく膨れあがった。

　全身を覆う鱗うろこがはじけ飛び、肉片がまき散らされる。

「ミュアの兄様を──許さない。みんなぐちゃぐちゃに壊してやるわ」

「……」

　ミュア・アレンスタール──なぜかカミトを兄様と呼び、懐なついていた少女。

　四年前とほとんど変わらない、幼く可か憐れんな面影。

　かすかな痛みが胸を突く。

　だが──

「ミュア、悪いな。俺には守るべきお嬢様たちがいるんだ」

　カミトは魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー──テルミヌス・エストを両手に構えた。

「過去を断ち斬きることはできないのよ、兄様！」

「ああ、断ち斬るつもりはない。この剣は──」

　光り輝く剣を手に──

「大切なものを守り、未来を切り開くための剣だ！」

　カミトは跳躍した。

　同時に〈ティアマット〉の〈火竜〉が燃え盛る灼しやく熱ねつのブレスを放つ！

　躱かわさずに──カミトは神威カムイを纏まとわせた剣風で薙なぎ払はらった。

（……ミュア・アレンスタール、軍用精霊使いのエキスパート）

　精霊の力を使い潰す異能の力──〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉の使い手。

　大規模破壊においては並ぶ者のない、〈教きよう導どう院いん〉の第二位。

　そして、いま彼女の使役している殲滅精霊テイアマツトは、最強クラスの軍用精霊だ。

　対してカミトは満まん身しん創そう痍い。

　三年前の最強の剣舞姫レン・アツシユベルならともかく、錆さび付ついたいまの技量で彼女に勝てるのか。

（──関係ないな！）

　カミトは地を蹴けって加速した。

　なぜか、負ける気がしない。自分が地面に倒れ伏すイメージがわかない。

　信頼してくれる仲間がいる──それだけで、信じられないほど身体からだが軽い。

「おおおおおっ！」

　突進するカミト目がけ、〈風竜〉が精霊魔術を詠唱した。

　放たれる無数の風の刃。わずかでも擦かすれば手足が吹き飛ぶ。

「──風よ、勇敢なる兵に、汝なんじの加護を与えよ！」

　背後で凛り々りしい騎士団長の詠唱が聞こえた。

　カミトの身体を渦巻く旋風が覆う。エリスの得意とする飛ひ翔しようの精霊魔術だ。カミトは泥を跳ね上げ、さらに加速──風の刃をすべて躱かわして跳躍した。

　夜よ闇やみに閃ひらめく白刃。直後、〈風竜〉の首が宙を舞った。

（一つ──）

「なっ……」

　ミュアが驚きよう愕がくに目を見開く。

　憤ふん怒ぬに狂った〈ティアマット〉が彼女の制御を離れ、猛然とカミトに襲いかかる。

　岩肌の〈地竜〉が鋭い牙きばの並んだ顎あごを開いた。首を落とした勢いのまま、カミトは瞬転──剣けん閃せんが弧を描き、〈地竜〉の頭部を鉄てつ槌ついのように打ち砕く。

（二つ──）

「どうして!?　兄様、兄様はまだ目覚めていないのに──」

「ミュア、おまえは〈教きよう導どう院いん〉時代、一度でも俺に勝ったことがあるか？」

「……っ!?」

　ミュアの〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉と殲滅精霊テイアマツトの組み合わせは確かに無類の兵器だ。

　だが、それはあくまで大規模破壊を目的とした場合の話。

　暗殺の戦闘技能を極めたカミトとは、極めて相性が悪いのだ。

　五頭の竜を一体ずつ斬きっていけば──勝てない相手ではない。

〈水竜〉と〈火竜〉が両側から同時に襲いかかってきた。カミトはふっと身を沈め──風の加護の力で飛翔する。一瞬で二体の竜の背後に回ると、付け根から二本の首を同時にぶった斬った。

（これで、四つ──）

〈教導院〉時代に教えこまれた暗殺者の剣技。カミトの本来の剣舞。学院の対抗試合などでは封印していた動きだった。

　カミトは素早く剣を構え直す──と、その刹せつ那な。

　宙を舞う〈水竜〉の首が、水のブレスを放った。

　首だけで放ったためか殺傷力はそれほどではない。それでも、カミトの身体は押し流され、地面に叩たたきつけられた。

（……くっ！）

　すぐに立ち上がろうとするが──

　最後に残った首、〈聖竜〉の口こう腔こうに〈裁きの閃光ホーリー・レイ〉の輝きが生まれる──

　人間の身体からだなど瞬時に蒸発するほどの熱量。

「──カミト！」

　燃え盛る炎の鞭フレイムタンが、紅あかい斬ざん閃せんを描いて虚空を薙ないだ。

　炎の鞭は〈聖竜〉の首に絡みつき、一瞬、その動きを止める。

　そこへ──

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──魔氷の矢弾フリージング・アロー！」

　リンスレットの放った氷の矢弾が、開いたままの口腔を凍り付かせる。

　否いな。ただの魔氷の矢弾フリージング・アローではなく──

「──冬を待たずに咲き誇れ、砕氷の華アイス・ブレイク！」

　リンスレットが叫んだ瞬間、魔氷の塊かたまりが粉々に砕け散った。

　破裂した鋭い氷の破片が〈ティアマット〉の全身を串くし刺ざしにする。

「おおおおおおおっ！」

　魔竜の巨体が動きを止めた、その一瞬──

　カミトの魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーが、最後の〈聖竜〉の頭部を粉砕した。
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「そんな、どうして……」

　殲滅精霊テイアマツトを失ったミュア・アレンスタールは──

　ぬかるんだ汚泥の中に呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　その姿は、まるでお気に入りの玩具おもちやを川に落とした幼い少女。

　先ほどまで、クレアたちを殺そうとしていた〈怪物〉には、とても見えない。

「兄様は、ずっとずっと、弱くなったはずなのに……」

「ミュア、たしかに俺おれは弱くなったかもしれない」

　カミトは剣を地面に突き立てると、おびえるミュアに手を差し伸べた。

　きょとんとして首を傾かしげるミュア。

「けど、いまの俺には、その弱さを強さに変えてくれる連中がいるんだ」

「……」

　ミュアは、パチパチとまばたきすると──

「な、なによ……」

　拗すねたようにそっぽを向いた。

「兄様なんて嫌いよ。嫌いなんだから」

「ミュア……」

　と、その時。

　ドクン──と、心臓が蠢うごめいた。

「……ぁぐっ、あああああっ！」

　瞬間。全身が燃え上がるような、すさまじい激痛が走る。

　苦痛の叫びを上げ、カミトは地面に倒れこんだ。

「──カミト!?」

　クレアが倒れたカミトの背中を抱き起こした。

「ちょっと、どうしたのよ、いったい!?」

「……っ、なんでもな、い……」

「ばかっ、そんなわけないじゃない！」

「カミトさん！」

「カミト、どうしたのだ！」

　リンスレットとエリス、フィアナもあわてて駆けよってきた。

「──見せて」

　フィアナが真剣な表情でシャツのボタンを外した。

　そして──

「……これは!?」

　はだけたカミトの胸を見て──絶句する。

　ちょうど心臓のある位置に、禍まが々まがしい黒い紋様が刻印されていた。

「まさか、呪じゆ装そう刻こく印いん……！」

「なんですって!?」

　四人の顔に緊張が走る。

　と。

「あの女、勝手なことを──」

　ミュアが立ち上がってギリッと唇を噛かんだ。

「……あの女？　あんた、なにか知ってるの？」

　クレアが鋭く問いつめると、ミュアはびくっと肩を震わせた。

　使役する軍用精霊を失ったいま、彼女は無力な幼い少女でしかない。

「……ぐ、あっ、あああああああっ！」

　カミトは嘔え吐ずき、激しく胸をかきむしった。

「このままじゃ危険よ。早く〈神しん儀ぎ院いん〉に報告を！」

「わかった！」

　エリスが立ち上がって風の精霊魔術を唱える──

　と。

「──どいてください」

　静かな声が響いた。

「……？」

　透きとおったその声に──その場にいた全員が振り向く。

　そこに、少女の姿に戻ったエストがいた。

　冷たく輝く白銀の髪。

　神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみ。

　月明かりを浴びて立つエストの姿は、神々しささえ感じさせる。

　その美しさに──

「エスト……」

　カミトは一瞬、焼け付くような痛みさえ忘れそうになった。

「カミト」

　エストは囁ささやいた。

　冷たく小さな指先で──カミトの顎あごに触れると、

「私はあなたの剣。だから──」

　カミトの唇に。

　そっと唇を押しつけた。

「エス……ト……!?」

　目眩めまい。脳の奥が痺しびれるような甘い酩めい酊てい感に襲われる。

　ただ目を見開くことしかできない。

　触れる唇の体温。

　触れる唇のやわらかさ。

　白銀の髪が頬ほおを優しくなでる。

　小さな指先がそっと背中にまわされる。

　いまにも壊れてしまいそうなほど華きや奢しやな肢体。

　指先に感じる肌の温かさ。あるいは冷たさ。

　そんな不思議と優しい感覚にくるまれて。

　全身の力が抜けていくのを感じた。

　唇がそっと離れる。

　けれど、頬に落ちかかる髪はそのままで──

「……エスト？」

　そして──

「さようなら、カミト」

　エストの身体からだは無数の光の粒子となって、虚空に消えた。

「──エスト！」





──ＥＮＤ

















あとがき






　──兄様は、ミュアだけのものよ。




　というわけで、約三ヶ月のご無沙汰でした。志し瑞みず祐ゆうです。

　学園ハーレム×バトコメ『精霊使いの剣舞』第四弾をお届けいたします！

　二ヶ月の学院生活を経ていよいよ始まった〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉。それぞれの覚悟を胸に元素精霊界アストラル・ゼロへと向かうカミト達に襲いかかる、所属不明の軍用精霊。暗躍する〈教きよう導どう院いん〉の刺客と暴かれるカミトの過去。そしてついに姿をあらわした、もう一人の最強の剣舞姫レン・アツシユベルの目的とは──

　大胆水着と華麗なドレスでお嬢様達の恋のバトルも加速、物語も佳境に突入した『精霊使いの剣舞』、どうぞ応援よろしくお願いします！

　恒例の謝辞です。

　まずは今回も素晴らしすぎる挿絵を描いてくださった桜さくらはんぺん先生、本当にありがとうございました。表紙のリンスレットお嬢様がすごく可愛かわいいです。どうしてあんなにエロ可愛くタイツが破けているのか──気になって原稿が進みません。ぺろぺろ。

　ＭＦＪの敏腕カリスマインキュベーターこと庄しよう司じ様、おかげさまで『精霊』は四巻まで来ることができました。

　三み坂さか編集長、校正様、装丁様、営業様、書店様、いつもお世話になっております。またアニブロゲーマーズ新宿店様には三巻でもすごい大展開をしていただきました。重ねて感謝を申し上げます。

　そして現在、コミックアライブ誌上にてハイクオリティな漫画版を描いてくださっている吉よし平ひら善ぜん哉ざい先生。キャラクターをキュートに描いてくださってとても嬉うれしいです。ここだけの話、漫画版は小説版よりちょっとだけエロいです……エロいのです！（くわっと目を見開きながら）。

　最後に、本書を手にとってくださった読者の皆様に最大級の感謝を！

　アンケートで感想を送ってくださった皆様にも大感謝です。すべて大切に読ませていただいております。アンケートといえば、二巻までの人気投票はエストがぶっちぎりの一位でしたが、三巻でエリスが一気にトップに躍り出ました。フィアナとクレアが三位と四位で僅差の接戦。主人公のカミトは五位。残念可愛いリンスレットお嬢様は六位という結果になっています……いまこそ全国一千万（嘘うそ）のリンスレッ党員の力を合わせるとき！

　そんなわけで、次回は第五弾。『魔王殺しの聖剣（仮）』でお会いしましょう！


二〇一一年　七月　志瑞祐
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